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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







プロローグ

一章　最強の娘

二章　仕える理由

三章　奪還作戦

四章　サガの仕掛け

五章　最弱の魔王

エピローグ

あとがき

プロフィール








　薄れゆく意識の中、〝彼〟の目にぼんやりと映ったのは、黒い肉にく塊かいと化した同どう胞ほうたちの亡なき骸がらだった。

　すでに炭たん化かしているのか、はたまた未いまだに燃え続けているのかは分からない。

　辛かろうじて人の形を保ってはいるが、それはもう〝彼〟の知る彼らの様相ではなかった。

　先ほどまで他た愛あいのない会話をしていた彼らの姿はもうどこにもなく、見えるのは、未だに猛たけり続ける黒い炎と、乱雑に放置された無む惨ざんな死し骸がいの山だけ。

　もっとも、それは今の時代、さして珍しいものではなかった。

　彼らのような〝魔族〟にとっては、もはや日にち常じよう茶さ飯はん事じに過ぎない戦乱の一端だったからだ。




　──〝魔界〟。




　それがこの殺さつ伐ばつとした世界の呼称である。

　力ある者だけが魔王として正義を名乗り、弱者は生きることすら許されない修しゆ羅らの世界だ。

　一説によれば、天界や人間界など──その負という負が集う、掃はき溜だめのようなものだと言われているが、真実のほどは定かではない。

　ただここで生き延びるためには、常に自らの力を示し続けなければならず、それは自身の命が尽きる最後の一瞬まで、決して終わることはなかった。




　──だから〝彼〟もそうし続けた。




　刃向かう者は殺して、殺して、殺し続けた。

　そうしなければ、殺されるのは〝彼〟の方だったからだ。

　生まれながらに親もなく、名すらもない孤児の〝彼〟は、いつしか同じ境遇の者たちを率い、傭よう兵へいとして、争いに身を投じ続けた。

　野心もなければ目標もない──ただ生きるために殺し続ける日々。

　そんな淡々とした日々を、一体どれだけ続けてきただろうか。

　数えるのも馬鹿らしくなるほど、とてつもなく長い時間が経たったように思える。

　だが不思議と退屈はしなかった。

　それはきっと、戦っている時だけが、なんの目的もない〝彼〟にとって、〝生〟というものを実感出来る瞬間だったからだと思う。

　死に瀕ひんしている今だからこそ、そう振り返ることが出来た。

〝死〟というのは、たぶんとてつもなく退屈なことだと思うからだ。

「…………」

　ともあれ、いよいよ最期の時が来たらしい。

〝彼〟の目は霞かすみ、呼吸も大分静かになった。

　痛覚も麻ま痺ひしているのか、痛みも熱さも感じず、ただただ押し寄せるのは、圧倒的な眠気のみ。

　これに抗あらがうことをやめれば、たちまち〝彼〟の肉体は、その生命活動を停止することだろう。

　人間界では、死ぬと皆一切苦痛のない世界で、永遠に仲なか睦むつまじく過ごせるという。

　生者たちは故こ人じんを偲しのび、彼らの生きた証あかしを、次の世代へと語り継いでいくのだと。

　それは彼らにとって、とても幸せなことなのだろう。

　死してもなお、人々の心に在り続けられるのだから。

　ならば魔族はどうなるのか。

　破壊と殺さつ戮りくだけに身をやつし続けた彼らの行く末は、果たしてどうなってしまうのか。

　答えは簡単だ。




　そう──たぶんどうにもなりはしない。




　死ねばそれで全てが終わり、苦痛からは解放されても、何も残るものはない。

　数日も経てば、死骸すら魔獣たちに一いつ掃そうされるはずだ。

　延々と終わることのない戦乱という大波に呑のまれ、跡あと形かたもなく消えていく。

　魔王と呼ばれる者たちですらそうなのだ。

　ただの傭兵風ふ情ぜいである〝彼〟の存在など、誰一人として覚えている者はいないだろう。




　本当に──〝何も残らない〟のだ。




　そう考えると、果たして〝彼〟の生に意味はあったのだろうか。

　いや、〝意味〟などと、そもそも何な故ぜこのようなことを考えているのだろうか。

〝死ぬ〟というのは、よく分からないな……、と〝彼〟が同胞たち同様、その身を黒炎に包まれようとした時だ。




「──こいつは驚いた。まさか〝狂くるい神がみ〟の襲撃を生き延びたやつがいるとはな」




「……？」

　ふいに聞こえた誰かの声に、〝彼〟の意識は再び微かすかな力強さを取り戻した。

　焦点の定まらない視線の先に見えたのは、〝彼〟を見下ろしている長髪の魔族──一目で〝彼〟は、それが魔王と呼ばれる類たぐいの魔族だと確信した。

　魔族の中でも、とくに強大な力を誇る者──魔王。

　大抵は自称する者ばかりだが、中にはその力に畏い敬けいの念を込め、周囲が勝手に呼び始める者もいる。

〝彼〟の眼前に佇たたずむ魔族は、恐らく後者の方であろう。

　霞む視界の中でも感じる、その優雅な佇まいの奥に秘められた、底の知れぬ何か──こんな感情を抱いだく魔族とは、〝彼〟自身、今までにただの一度も出会ったことがなかったからだ。

「よう。お前、運が良かったな」

　どこか嬉うれしそうに言いながら、魔族は腰の鞘さやから一振りの剣を抜く。

　かなりの業わざ物ものであろう、片刃の剣だ。

　放っておいてもじきに尽きる命ではあるが、その前に楽にでもしてくれるというのだろうか。

　そう淡々と考える〝彼〟だったが、

　──ざんっ！

「……っ!?」

　魔族は〝彼〟の予想を裏切り、なんのつもりか、その傍かたわらに剣を突き立てた。












「……えっ？」

　するとどうだ。

　剣からほのかな輝きが溢あふれ、〝彼〟を包んだかと思えば、致命傷だったはずの傷を、徐々に修復していくではないか。

　唖あ然ぜんとする〝彼〟に、魔族はククッと不敵な笑い声を発したかと思うと、ただ一言こう告げてきた。




「──お前、俺に仕つかえろ」




「……何？」

　一瞬何を言われているのか分からなかった〝彼〟だが、そんな〝彼〟に、魔族は少々驚いた様子だった。

「ほう、もう喋しやべれるまでになったか。さすがに俺の《コキュートス》が選んだだけのことはあるな」

「《コキュートス》……？」

　眉まゆ根ねを寄せる〝彼〟に、魔族は傍らの剣を指差す。

「お前の横にある剣の名だ。……って、それはいい。それより仕える話だ。要は部下だ、部下。どうだ？　なるか？　もっとも、お前に拒否権はねえんだけどな？　一応命の恩人だし、俺」

　そう言った後、魔族は〝彼〟の顔を覗のぞき込こむようにしてしゃがむ。

「まあ聞け、小僧。実は俺には可か愛わいい一人娘がいてな。こいつが俺に似てか弱いもんだから、しっかりと守ってやりてえんだが……ほら、俺も多忙だろ？　となれば、信用出来るやつに任せるしかねえわけよ」

「…………」

　無言で耳を傾ける〝彼〟に、魔族は続ける。

「で、お前はなかなか見所がある。〝狂い神〟ってのは、魔王だろうがなんだろうが、その場にいる全員を皆殺しにするまで、絶対に戦場を離れたりはしねえ。つまりお前は〝一回死んだ後に息を吹き返した〟ってわけだ。しかもそこにたまたま散歩中だった俺が現れ、さらには《コキュートス》にまで選ばれた。こいつはもう運命ってやつだろ？　なあ？」

「……知らん。俺に聞くな」

「はっはっはっ、そんだけ口が回りゃ上出来だ。つーわけで、お前は俺の部下になって娘を守れ。だが今じゃねえ。お前がこいつを使いこなせるようになってからだ。そうすりゃおのずと俺のところへ辿たどり着つける。それまでこいつはお前に預けておいてやるからよ」

「お、おい!?」

　よっこらせ、と腰を上げた魔族は、無理矢理身体を起こしてまで引き止めようとする〝彼〟を無視し、そのまま立ち去ろうとする。

「ちょ、ちょっと待て!?　俺はまだあんたの部下になるなんて言ってないぞ!?」

「～～♪」

〝彼〟が声を荒らげて抗議するも、魔族はどこ吹く風で、鼻歌を口ずさみながら、軽快に片手を振っていた。

　が。

「──お、そうだ」

　途中で振り返り、魔族は〝彼〟にあることを尋ねてきた。




「お前──〝名〟は？」




　──名前だ。

　天界や人間界ならば、持っていることが当たり前とも言える自らの名であるが、秩ちつ序じよの欠けらもない魔界では、これを持たない者も数多く存在しており、〝彼〟もまたその一人であった。

　孤児たちを集めた傭兵団の中でも、団長やリーダー、兄貴などと呼ばれることはあっても、名前らしい名で呼ばれたことは一切なかったからだ。

「……っ」

　ゆえに、言いい淀よどんだ〝彼〟の姿に、何を思ったのか、魔族は全てを悟ったような口調で言った。




「──よし。ならこれからお前は〝サガ〟と名乗れ。いい名前だろ？」




「……サガ？　俺の名前……？」

　困惑する〝彼〟──サガに、魔族は大きく頷うなずいて笑う。

「そうだ。お前は〝サガ〟だ。──強くなれよ、サガ。お前には俺の大事な、大事な、大ぃ～事な娘を任せるんだ。もし生なま半はん可かな鍛え方をしてみろ。今度会った時、頭突きで泣かしてやるからな？　分かったか？　サガ」

「あ、ああ……」

　有う無むを言わせない魔族の眼光に、サガは思わず頷いてしまう。

　そんなサガに再び相そう好ごうを崩した魔族は、

「じゃあな、サガ」

　と、踵きびすを返し、去っていこうとする。

　だがサガには、その前にどうしても聞いておかなければならないことがあった。




「──ちょ、ちょっと待ってくれ!?　あ、あんたの〝名〟は!?」




　そう、名前だ。

　成り行きとはいえ、名を与えられた以上、彼の名を知らずにはいられなかったのである。

　これを尋ねられた魔族は、歩く足を止めぬまま、サガを一いち瞥べつして言った。




「──〝リガル〟だ。リガル＝ド＝デモンズファー」




「リガル＝ド＝デモンズファー……」

　反はん芻すうするように呟つぶやくサガを差し置き、リガルは黒炎に包まれたその戦場から、煙のように姿を消していった。

「…………」

　一人残されたサガは、しばし言葉も出せずに呆ぼう然ぜんとしていたが、ふと同じく残された片刃の剣──《コキュートス》の存在に気づき、恐る恐るこれに手を伸ばす。

「──っ!?」

　握った柄つかから感じたのは、とてつもなく大きく、そしてどこまでも深く冷たい、暗あん澹たんたる波動だった。

　恐らくはこの剣の元となった、〝何か〟の残留思念であろう。

　少しでも気を抜けば、瞬く間にこの波動はサガの意識を呑み込み、自らの傀かい儡らいとしてこれを乗っ取るに違いない。

　もちろんサガとて、そう易やす々やすと呑まれるつもりはなかった。

「まったく、とんでもないものを置いていきやがって……」

　そう独りごち、《コキュートス》から視線を外したサガは、未だ放置されたままの夥おびただしい亡骸たちを見やり、ぽつりとこぼす。

「……強くなれ、か」

　これらの亡骸は、力ない自分のせいで失われた、同胞たちの成れの果てだ。

　もちろん死ぬこと自体は珍しいことではないし、それに対して、別段なんの感情も抱きはしない。

　だが彼ら傭兵団は、この世界でサガが築き上げてきた、言わば〝実績〟のようなもの。

　このクソみたいな世界に刻みつけてやった、彼の生きた証と言ってもよかったのだ。

　それを無惨にも失ったのは、ひとえにサガが弱かったからに他ならない。




　ゆえに奪われ──そして救われてしまった。




　しかもただ単に救われたわけではない。

　──〝命〟を助けられ、

　──〝力〟を与えられ、

　──〝名〟まで授けられてしまった。

　大きすぎる借りだ。

　この事実から目を背そむけるわけにはいかないだろう。

　魔族に生きる者として、奪うことはあっても、与えられるだけで終わるなど、サガの誇りがそれを許しはしないからだ。

　借りはしっかりと返すのがサガの流儀──ならばこれからすべきことは決まっている。

「……じゃあな」

　そう同胞たちに別れを告げたサガは、リガルに借りを返すべく、彼の残した《コキュートス》を手に歩き始めたのだった。





　　　　◇






　それから──数え切れないほど多くの時を、サガは修練に費やし続けた。

　そこに楽しいという感情は何一つなく、ただ押し寄せるのは、苦痛に次ぐ苦痛の連鎖のみ。

　だが幾度も血ち反へ吐どを吐き、身体からだ中じゆうの骨が砕け、精せいも根こんも尽き果てようとしても、サガは一切の泣き言を言わず、己おのれを鍛え続けた。

　生まれ持った才のみで成り上がろうとする魔族には珍しく、地道に、ただひたすらに修練に明け暮れる日々の生活は、もはや日常のものとなって久しかった。

　そうして幾度迎えたかも分からない、新たなる年の始まり──サガの眼前には、吐息すらもが凍りつく、冷れい厳げんな氷雪の世界が広がっていた。

　ところどころに隆起した氷のオブジェが並ぶ、その大地の先にあったのは、同じく巨大な氷のオブジェ──いや、むしろ氷山と化して間もない敵の牙が城じようだった。

　そう、サガの周囲に乱立する氷のオブジェは、数千にも及ぶ魔族たちを核として形成された、〝生きたオブジェ〟だったのだ。












「────」

　が、それもたった今終わりを告げた。

　サガが《コキュートス》を鞘に収めた瞬間、敵の牙城もろとも、全てのオブジェが砕け散ったからだ。

　──一振り。

　たったの一振りでこれを成した者──それこそが、今や〝氷海〟の異い名みようで呼ばれるようになったサガであった。

　血の滲にじむような修練の末、並みの魔族では抗えないほどの豪ごう傑けつへと、サガは成長を遂げていたのだ。

　今のサガならば、きっとリガルも認めてくれることだろう。

　そう信じ、あの時の約束を果たすため、サガはリガルのもとへと赴おもむこうとしていた。

　数いる魔王の中でも、最強の呼び声高い、魔王の中の魔王──リガル＝ド＝デモンズファーのもとへと。




　──だがそんなある日、サガは一つの噂うわさを耳にする。




「……そん、な……」

　それはリガルが〝病死〟し、その領地も他の魔王勢に侵略されたという話だった。







　──リガルが死んだ。

　当然、そんな与よ太た話ばなしを、サガは信じることが出来なかった。

　サガの記憶に残るリガルは、語りこそ軽快であれ、その奥に内包する威圧感は圧倒的であり、とてもではないが、病死などでこの世を去るような人物ではなかったからだ。

　そもそも魔族で病死する者自体が稀まれなのだ。

　ずば抜けた身体能力と長寿命、そして魔力を持ち、どんなに不衛生な環境でも即座に適応し、這はい蹲つくばってでも生き延びる──それが魔族という生き物であり、リガルはそれらの頂点に君臨してもおかしくないほどの強者である。

　旅先で何度彼の噂うわさを耳にしただろうか。

　過去には、あの悪名高き暴君──〝竜帝〟の名を冠する《古竜エンシエントドラゴン》ですら討うち滅ほろぼしたと聞く。

《古や竜つ》は数ある魔族の中でも〝最強種〟と呼ばれ、一個体それぞれが一般的な魔王に匹ひつ敵てきすると言っても過言ではない〝竜〟の王だった者であり、他種族全てを滅ぼし、竜の支配する竜だけの世を築こうとしていたという。

　その《古竜》すら倒したあのリガルが、たかが病程度で死んだなど、到底信じられるはずがなかろう。

「……っ」

　焦燥を抑えきれず、サガは一角の馬ば獣じゆうを早駆けし、リガルの居城があるというデモンズファーの領地へと急ぐ。

　南へ──南へ。

　険けん阻そな山岳地帯をいくつも越え、疲労で馬獣が倒れても、サガは足を止めず、休むこともせず、必死に駆け続けた。

　どれほどの日を跨またいだのかは分からない。

　元々魔界の空は淀よどんだ雲に覆おおわれることが多く、日の出も入りも定かではないのだ。

　たとえそうでなかったとしても、この非常時に日を数えるなど、こんなに愚おろかで無駄なことはないだろう。

　だが足を止めねば、いつかは目的地に辿り着くのは当然のこと。

「……はあ、はあ……」

　駆け始めてから何日目かの昼。

　息も絶え絶えに、やっとの思いで到達したのは、周囲の山々を城じよう塞さいの一部とし、その中腹に建てられた、悪あつ鬼き羅ら刹せつがはびこる堅けん牢ろう無む比ひな城塞都市──〝デモンズファー〟が見下ろせる小高い丘の上だった。

　城の手前に広がるように建ち並ぶのは、もちろん城下町だ。

　木造ないしは石造りと簡素な家々が、所狭しと林りん立りつしており、以前は多数の魔族たちが、多少の諍いさかいはあれど、定められたルールのもと、慎つつましやかに各々の生活を営んでいたのだろう。

　実に珍しい光景である。

　この魔界には、各種族ごとで構成される〝隠し里〟のような集落などはあっても、多種族が集う街というものは、あまり存在していなかったからだ。

　何せ、種族が違えばルールも違うのだ。

　たとえるなら、知性の乏とぼしい魔獣の、草食型と肉食型を同じ檻おりで育てるくらい無む謀ぼうなことだと言えよう。

　が、それでも極ごく稀まれに、これらをしっかりと抑えつける魔王が存在する。

　殺さつ戮りくと破壊だけを追い求めるのではなく、秩ちつ序じよを作り、粗そ暴ぼうな魔族たちを統治することで労働力として国益を生ませ、これを育はぐくむ──まさに人間のような国づくりをする魔王だ。

　恐らくリガルはそういう類の魔王だったのだろう。

　一寸先も見えぬような魔族の生き方に、少しでも希望を与えられるように、と。

　確かに彼ならば、それも可能だったと思う。

　それだけの力を持つのが、リガル＝ド＝デモンズファーという魔族だったからだ。

　なのに──。

「……っ」

　サガの眼下に広がるのは、

　リガルが築いたものの、




　まさに──残ざん滓しだった。




　破壊の限りを尽くされ、未だに焦こげ臭くささが漂う城下町と、玉ぎよく座ざまで乗っ取られ、すでに他の魔王が居座っているであろう半壊した城。

　そこにリガルを慕したう民の姿はなく、いるのは瓦が礫れきの中を漁あさる下劣な魔族どものみ。




　噂は──真実だったのだ。




「…………」

　力なくその場に両膝を突き、サガは呆然と眼下の光景を眺め続ける。

　もはやその顔に生気はなく、傭兵団の同胞たちを失った時以上に、サガは失意のどん底へと落とされていた。

　サガはリガルから返しきれないほど多くのものを与えられた。

　リガルはそれを運命だと言った。

　状況が状況だ──サガも、もしかしたらそうなのではないかと思うようになっていた。

　だからサガは、この大きな借りを返すため──ただそれだけを目標に、今まで一心不乱に生きてきたのだ。

　なのに、そのリガルがこうもあっさり死んでしまったのならば、サガは一体なんのために死にもの狂いになっていたのか。

「……結局、そんなものか……」

　沈んだ声でそう呟き、サガはデモンズファー城に背を向け、ゆっくりと来た道を戻り始める。

　所しよ詮せん、運命だなんだとは言っても、そんなものは、ただのまやかしにしか過ぎなかったのだ、と。

　それからどこをどう歩いたのかは覚えていないが、ふと気づけば、サガはどこともしれぬくたびれた酒場で、割と強めの酒を呷あおっていた。

　壁のいたるところが腐ってはげ落ちている、ずたぼろの掘ほっ建たて小屋だが、屋根があるだけまだマシな方だろう。

　というより、こういう商あきない自体をやっている方が珍しいのだ。

　ここに入ったのも、その珍しさに惹ひかれてのことだったのかもしれない。

　──欲しいものは奪う。

　──渡さなければ殺す。

　──渡しても殺す。

　──殺したいから殺す。

　それが魔族というものであり、サガのようにきちんと対価を払う方が少数派なのだ。

　いつ襲われるかも分からない恐怖に怯おびえながら店舗を構えるなど、なかなか出来たものではないだろう。

　剛気なのか、はたまたただの無知なのか──。

「……うえっ」

　ともあれ、酒も腐りかけで酷ひどい味だが、酔えるのならば、今はたとえ馬獣の小便だろうと構わなかった。

「んぐっ……はあ。おい、これをもう一杯だ」

　割れたグラス内の酒を一気に飲み干し、サガは追加を頼む。

　すると、店主であろうぼってり腹のオヤジが、やはり割れたグラスに入れた酒を、もう一杯持ってきた。

「──ほらよ。支払いはさっきと同じでいいのか？」

「ああ」

　頷うなずき、サガは懐ふところから親指サイズの木の実を二つほど取り出して、テーブルの上に置く。

　貨幣という概念がないわけではないのだが、先述のとおり、秩序が崩壊している魔界では、貨幣の信用はないに等しく、基本的に物々交換の方が主流となっている。

　サガの出した木の実は、ロークザと呼ばれる赤い実で、甘みが強いのが特徴だ。

〝一つ食えば、三日は動ける〟と言われるほど栄養価が高く、保存も利くため、携帯食としては一般的で、流通量も割と多い。

「確かに。しかし俺が言うのもなんだが、よくこんなもんが飲めるな？」

「まったくだ。こんな不ま味ずい酒、飲んだことがない」

　そう悪態を吐つきつつも、サガはテーブルに置かれたグラスに口をつける。

　店内に他の客の姿はなく、店主も暇ひまを持て余していたのだろう。

　俺も一杯やるか、と床下の隠し倉庫からボトルを取り出し、グラスに注ぎ始めた。

「乾杯は？」

「……気分じゃない」

「そうかい。まあそういう時もあるわな」

　ぐいっと酒を一飲みし、店主は恍こう惚こつの表情で深く息を吐いた。

「……ふう。まさに至し福ふくの一杯だぜ」

「おい、そっちは随分美う味まそうだな？」

「当然だろ。美味い酒なんざ、店に出せるか」

　言って、もう一度喉のどを鳴らした店主に、サガはジト目を向けた。

「それが店主の言う台詞せりふか」

「かっかっかっ、悔くやしかったら奪い取ってみるか？　俺はそれでも構わんぞ？」

　どうだ？　とばかりににやける店主と、サガの視線が交差すること数秒。




「……面倒だからいい」




　サガの方が先に折れ、店主から視線を外した。

　店主も腕にはそれなりの自信があるようだが、サガから見れば大したものではなく、そもそも事を荒だててまで美味い酒が飲みたいわけではない。

　さっきも言ったが、今は味などどうでもよいのだ。

「そうかいそうかい。まあやりたくなったらいつでも言いな。俺は逃げも隠れもしねえからよ」

「はいはい、そりゃご立派なことで」

　快かい活かつに笑う店主を適当にあしらい、サガもペースを上げて酒を呷る。

　と、ふいに店主がサガの腰元を指差しながら、ところでと話を振ってきた。




「お前さんのその剣──もしかしてリガルさまの剣じゃねえよな？」




「──っ!?」

「うおっ!?」

　それを聞いた瞬間、サガは中身がこぼれるのも気にせず、グラスを床に放り投げ、店主の胸ぐらに摑つかみかかった。

「あんた、こいつのことを知っているのか!?」

「ちょ、いきなり何するんだ!?」

「いいから答えろ！　あんたは何を知っている!?　リガル＝ド＝デモンズファーに何があった!?」

　その凄すさまじい剣幕に、さすがの店主も戯ふざけてはいられなかったのだろう。

「わ、分かった！　知ってることは喋るから、とりあえず離してくれ！」

「……っ」

　店主がそう懇こん願がんしてきたので、サガは突き放すように手を離した。

「──うぐっ!?　……まったく、えらい目に遭ったぜ……」

　未だ鋭い眼光のサガを横目で見つつ、店主は絞め上げられた首元を擦さする。

　先ほどまで覇は気きの欠けらもなかったサガが、こうも牙を剝むき出だしにしているのだ。

　大人しく言うことを聞いておいた方が身のためだとでも考えたのか、店主は再びグラスに酒を注ぎ、自らの知り得る情報を話し始めた。

「……リガルさまが亡くなられたことは知ってるな？」

「ああ。信じたくはないが、さすがにあの有り様を見せられればな……」

「そうか……」

　渋い顔をするサガに、店主も沈んだ声音で頷く。

「リガルさまが亡くなられたのは、つい先日のことだ。いきなりのことだったんで、そりゃ皆驚いてたよ。最後にお姿を見た時も、いつもの優雅な佇たたずまいだったからな」

「…………」

　そう言われ、サガの脳のう裏りに、あの時のリガルの姿が思い起こされる。

　確かにリガルの佇まいは、どことなく自信に満ち、何事にも動じない悠ゆう然ぜんさがあった。

　そういうリガルだったからこそ、サガは今まで必死になることが出来たからだ。

「訃ふ報ほうは瞬またたく間に広がって、街中が悲しみに包まれた。もちろん俺もその一人さ」

「珍しいな。それだけ慕われる魔王なんて、そうはいないと思うが？」

　少なくとも、サガの知る魔王たちは、皆野心に満ちており、少しでも隙すきを見せれば、即配下に寝ね首くびを掻かかれるような気性の持ち主たちばかりであった。

「そうだな。お前さんもリガルさまには会ったんだろ？　なら分かると思うが、あの人には人を惹ひきつける魅力みたいなもんがあるのさ」

「……まあ、そうかもな」

　かく言うサガも、こうしてリガルのことで頭を悩ませているのだ。

　癪しやくだが、十分その魅力とやらに惹きつけられたと言ってもいいだろう。

「……そしてそういう話ってのを、すぐに嗅かぎつける輩やからがいやがるのさ。リガルさまを疎うとんでいた魔王なんて、この世にはごまんといるからな……」

「…………」

　あからさまに声のトーンが下がった店主に、サガはいよいよ本題に入ったことを悟り、その話に一層耳を傾ける。

「あっという間だったよ……。リガルさまを弔とむらう間もなく、幾人もの魔王たちが、大軍を引っ提げて、一気に攻めて来やがってな……」

　悔しそうに語る店主の声には、一切の噓うそ偽いつわりがないように思えた。

　本当に心の底から悔しかったのだろう。

　グラスを握る手にも力がこもっているようだった。

「後はお決まりのパターンさ。魔王同士がどんぱちを始めてくれやがったおかげで、俺たちも逃げざるを得なくなっちまったってわけだ」

「……そうか」

「まあその途中でこのボロ小屋を見つけたわけだが、当然、客なんて来ねえわな」

　店内を見渡しながら言う店主に、サガも同意する。

「そりゃ客にはあんな不味い酒を出すくせに、自分は美味い酒ばかり飲んでればな。来るものも来ないだろ」

「はは、ちげえねえや。でも飲まずにゃいられねえだろ？　頼みのリガルさまが亡くなっちまった上、長年開いてきた店までぶっ潰つぶされちまったんだ。これでファムさまが逃げ延びたことを知らなけりゃ、お前さんには俺の小便でも飲ませてるところだったぜ」

　大口で笑う店主に、サガも口元に笑みを浮かべながら、しかし目は笑わずに言う。

「それはよかった。さっきのあれがあんたの小便だったら、今頃は首だけでリガルと酒盛り中だっただろうからな。まああんたにとっては、そっちでもよかったのかもしれないが」

「はは、確かにそれはそれで嬉しいかもな。だが俺にはファムさまがいる。あの方が生きてさえいれば、いずれまたデモンズファーも再興されるやもしれん。まだ死ぬわけにゃいかねえよ」

　と言って、三み度たび酒を飲む店主に、サガは小首を傾げながら問う。

「で、さっきから出てくるその〝ファムさま〟というのは、一体何者だ？　リガルの腹ふく心しんか何かか？」

「なんだ、お前さん。ファムさまを知らないのか？」

　ああ、と素直に頷いたサガに、店主は得意気な顔で言った。




「──ファム＝ル＝デモンズファーさま。リガルさまの一人娘よ」




「──っ!?」

　それを聞いたサガは、両目を見開きながら固まり、同時に身体中をなんとも言えない感覚が駆け巡った。




『──まあ聞け、小僧。実は俺には可愛い一人娘がいてな。こいつが俺に似てか弱いもんだから、しっかりと守ってやりてえんだが……ほら、俺も多忙だろ？　となれば、信用出来るやつに任せるしかねえわけよ』




　そう、リガルには〝娘〟がいたのだ。




『──強くなれよ、サガ。お前には俺の大事な、大事な、大ぃ～事な娘を任せるんだ。もし生なま半はん可かな鍛え方をしてみろ。今度会った時、頭突きで泣かしてやるからな？　分かったか？　サガ』




　そしてサガは、リガルにその娘を任されるべく、力を磨いてきたのだ。

　リガルに〝借り〟を返すことだけを考えていたせいか、すっかり彼女の存在を失念していた。

「……どうした？　大丈夫か？」

　急に固まってしまったサガの顔を、店主が心配そうに覗き込んでくる。

　サガは固まったまま、ぽつりと呟くように尋たずねた。

「……その一人娘は、今回の侵略を生き延びたんだな？」

「あ、ああ、そう聞いてるぞ。リガルさまには、優秀な配下の方々がついておられたからな。しかしあれだけの大軍だ。いくらリガルさまの娘とはいえ、さすがにどうしようもなかったのだろうさ。俺たちを避難させた後、ご自身も配下の方々に守られながら、どこかへとお隠れになったという話だ。恐らくはお力をお蓄たくわえになるつもりなのかもしれん」

「そうか……。とにかく逃げ延びたんだな……」

　サガの中で消えかけていた希望の光が再び輝きを取り戻し、その口調にも幾いく許ばくかの力強さが戻る。

「……っ」

　堪たまらず大声で笑いそうになったサガだったが、それはぐっと堪こらえ、無言で席を立った。

「なんだ？　もう行くのか？」

「ああ。感謝する。美味い酒だった」

「噓吐け。ぼろくそに言ってただろうが」

「はは、確かに不味かったな。でも──美味かったよ」

　胡う乱ろんな瞳を向ける店主に、サガはふっと微かすかに笑い、その場を後にしたのだった。







「──がっ!?」

「よっと。悪いな、こいつは貰もらうぞ」

　リガルの一人娘──〝ファム〟が生きていることを知ったサガは、彼女を捜すべく、今し方親切な魔族から手に入れた馬獣で、道無き道を行く。

　もっとも、きちんと整備された道など、この魔界中のどこを探したところで、恐らく見つかりはしないだろう。

　ほぼ毎日の如ごとく起こる魔王同士の争いで、地形すらもが日々変化しているのだ。

　道など、作った側そばから破壊され、それがあったということすら忘れ去られるに違いない。

　だがどんなに酷い道でも、進み続ければ、いつかは目的地に辿り着くものである。




　──今のサガがまさにそうであるように。




　確かにリガルはもういない──が、彼の娘はまだ生き延びている。

　あのリガルの娘ともなれば、父に引けを取らぬ実力を持つことだろう。

　リガルとの約束も、全てはその娘のためであった。

　ならばサガが借りを返す相手は、まだこの世に存在している。

　少々立ち止まってはしまったが、サガの目的地は消えてはいなかったのだ。

「はいやっ！」

　馬獣を早駆けさせ、サガはファムのもとへと急ぐ。

　当然、襲撃から逃れて身を隠しているくらいだ──そう簡単に見つかるものではないだろう。

　酒場のオヤジに風ふう貌ぼうを聞いておかなかったことが悔くやまれるが、しかしサガには一つ心当たりがあった。

　リガルに命を救われた際、彼は笑いながらサガにこう言ったからだ。




『──はっはっはっ、そんだけ口が回りゃ上出来だ。つーわけで、お前は俺の部下になって娘を守れ。だが今じゃねえ。お前がこいつを使いこなせるようになってからだ。そうすりゃおのずと俺のところへ辿り着ける。それまでこいつはお前に預けておいてやるからよ』




　そう、《コキュートス》を自在に使いこなせるようになれば、〝おのずと自分のところへ辿り着ける〟と言ったのだ。

　もちろん〝力量が上がれば、デモンズファー城に無事辿り着けるようになる〟という意味に取れなくもない。

　しかしそれは別に、《コキュートス》に限った話ではないだろう。

　もしかしたら、ただの考えすぎかもしれない。

　だがリガルならば、この剣でなければならない理由を、必ず残しておくはずなのだ。

「──頼む、《コキュートス》。俺をリガルの娘のところへ誘いざなってくれ！」

《コキュートス》の柄を握り、サガは瞳を閉じて意識を集中させる。

　と。




　──どくんっ。




「──っ!?」

　何かが──視みえた気がした。

　それも──複数だ。

　いや、正確には〝視えた〟のではなく、〝感じた〟と言った方が正しいだろう。

　気配──そう、気配だ。

　今もサガの手の中にある《コキュートス》と同等の気配が、あと〝五つ〟ほど感じられたのだ。

　もっとも大きい気配が一つと、別の小さな気配が四つの──計五つ。

　大きな気配はサガが駆けてきた方向──デモンズファーの方から感じ、残りは四つとも一箇所に留とどまっている。

　ここからはそう遠くない──山を一つ越えた程度の場所だ。

　一日もあれば到達出来るだろう。

「──これだ！」

　サガは確信する。

　この気配は、《コキュートス》の元になった〝何か〟のものだ、と。

　そしてもっとも大きい気配は、その〝何か〟自身のものに違いない、と。

　そう信じ、サガは先にも増した速度で駆け続ける。

　大きな気配が元になったもの自身であるならば、四つの気配の正体は明白だ。




　そう、《コキュートス》と同じく──〝何か〟から作られた武具類。




　ならばそれを持つ者は、ファムと彼女を守る配下たち、もしくはファムを除いた配下たち以外にはあり得ない。

　それが四つとも同じ場所に集まっているというのであれば、それらの主であるファムもまた、必ずそこにいるはずだ。

　確証はない──が、そう確信し、サガは駆けた。

　──駆けて、

　──駆けて、

　──駆けて、

　そうして一昼夜駆け続けたサガの目が、再び明るさを認識した頃。

「──っ!?」

　深い森の中を進むサガの行く手に、突とつ如じよ立ちはだかったのは、天まで届かんばかりに噴き上がった、渦巻く〝炎の柱〟だった。







「──止まれ」

　殺気を孕はらんだ声こわ音ねでそう警告してきたのは、今し方現れた炎の柱──いや、正確には〝炎を纏まとった少女〟だった。

『ブルルッ!?』

　憮ぶ然ぜんと腕を組み、炎に包まれながら仁に王おう立だちする少女の威圧感に、馬獣も気け圧おされたのだろう。

　いくら手た綱づなを引いても落ち着こうとはしなかったため、サガは馬獣の背から飛び降り、これを捨て置くことにした。

　遠ざかっていく蹄ひづめの音を耳じ朶だに入れつつ、サガは少女を見やる。

　年の頃は、恐らく二五○歳に差し掛かったサガよりも一回り近く下──一七○歳くらいだろう。

　魔族の寿命は、およそ人の一○倍ゆえ、若く見えても、それなりに年を重ねているのだ。

　肌は健康的な淡たん褐かつ色しよく、髪は純金が如く輝くブロンドで、顔立ちは〝怜れい悧り〟の一言に尽きる、見み目め麗うるわしい少女だった。

　胸元はかなり豊かだが、しっかり鍛えていると思われ、身体も全体的に引き締まっている印象だ。

　軽装系の甲かつ冑ちゆうに身を包み、背に担ぐのは、十じつ中ちゆう八はつ九く《コキュートス》と同種であろう、身みの丈たけほどもある大剣。

　四つ感じた気配のうちの一つで間違いない。

　少女はその碧へき眼がんをサガから一切離さず、向けてくる殺気も、一瞬たりとて途切れることはなかった。

　かなり警戒されているのか、むしろ殺気の強さは、先ほどよりも増しているように思えた。

「貴様は何者だ？　何故その剣を持っている？　返答次第では生きて帰れぬものと知れ」

　情なさけ容よう赦しやのない酷こく薄はくな物言いに、サガも下へ手たなごまかしは通じないと考え、ありのままを説明することにした。

　気配からも、この少女が並みの使い手ではないことは明白。

　もしかしたら、件くだんのファム＝ル＝デモンズファー本人という可能性もある。

　ならば、リガルからなんらかの話を聞いているかもしれない。

「──俺の名はサガ。リガル＝ド＝デモンズファーに命を救われた者だ」

「……サガ、だと？」

　思い当たる節ふしがあるのか、少女の表情が微かに動く。

「そうだ。そしてこの《コキュートス》は、その際、彼から授けられたもの。俺が相応ふさわしい使い手になった後、彼に返す予定だったものだ」

「…………」

　無言で耳を傾ける少女に、サガは続ける。

「だがその矢先、彼の訃報を聞いた。どうしても信じることが出来なかった俺は、馬獣を早駆けして城に向かったが、全ては終わった後だった」

「……ゆえに、その剣の力を借り、我われらの居場所を突き止めた、と？」

　結論を持っていった少女に、サガは「ああ」と首肯する。

　その事実を知っている以上、この少女がリガルに近しい者であることは確実だった。

　問題は、彼女がファム本人なのか、それとも配下の一人なのかということだ。

　まあ、こうして何かを守るかの如く立ちはだかる以上、後者の線が濃厚であろうが、であるならば、それを確かなものにしておきたい。

　が。




「──で、それを私が信じるとでも？」




　やはり話はそう簡単には進まないらしい。

　サガの話を聞いた少女は、一層鋭い眼光を突き刺しながら言った。

「確かに私は〝サガ〟という名を聞いたことがあるし、その剣が《コキュートス》であることも認めよう」

　だが！　と少女は双そう眸ぼうをかっと見開き、声を張り上げた。

「貴様がその〝サガ〟だという証拠はどこにある！」

「証拠は……ない。だが俺は紛まぎれもなくその〝サガ〟だ！」

　自らの胸を叩たたき、自身の言葉を後押しするサガだが、少女は呆あきれたようにかぶりを振った。

「話にならんな。我らの現状を知ってもなお、見ず知らずの貴様を信じろと？　冗談も大概にしろ！」

「……っ」

「これ以上の問答は不要だ！　二度は言わん！　今すぐ《コキュートス》をその場に置き、一刻も早くここから去れ！」

　成り立つ気配の見えない会話に、サガは歯は痒がゆそうに唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　されど、このまま終わるわけにはいかない。

　サガには、どうしてもファムに会わなければならない理由があるのだ。

　そしてそのためにわざわざここまで来たのだ。

　それを果たせもせず、どうしてこの場から去ることが出来ようか。

　だからサガは一歩も引かず、決意を秘めた面おも持もちで少女を見み据すえ、言った。




「──なら、お前を倒せば認めてくれるか？」




「……何？」

　少女の顔色があからさまに変わった。

　それも〝悪い方〟に、だ。

「リガルがこいつを俺に渡した時、あいつは俺にこう言った。〝さすがに俺の《コキュートス》が選んだだけのことはある〟と。つまりこいつは〝持ち主を選ぶ〟ということだ。俺がもし本物の〝サガ〟だったならば、《コキュートス》の力を限界まで引き出すことが出来るはずだ。その力を見せれば、お前は俺を〝サガ〟だと認めてくれるのかと聞いている」

　サガがそう問えば、少女は顔を伏せ、含み笑いを浮かべながら大剣の柄に手を掛けた。

「……確かに我が《ディーテ》同様、持ち主を選ぶのが《古竜シリーズ》の特性だ。貴様がその力を引き出せると言うのであれば、《コキュートス》に選ばれたということも頷けよう。だが、言うに事欠いて、この私を倒すだと……？」

「ああ、そうだ」




「──舐なめるなっ！」




「……っ」

　少女の纏う炎が一層猛りを増し、襲いくる熱波にサガも顔を顰しかめる。

　しかしサガが《コキュートス》の柄を握った瞬間、少女の熱波は相そう殺さいされ、サガの周囲を冷気が渦巻いた。

「面白い！　ならばせいぜい悔やみながら死ぬがいいっ！　この私に刃やいばを向けたことをなっ！」

「悪いが、俺はまだ死ぬわけにはいかないんでな。お前も腕の一本くらいは覚悟しておけ」

「笑止っ！」

〝炎〟と〝氷〟──この対極に位置するもの同士がぶつかり合ったエネルギーは凄まじく、余波で大地に亀き裂れつが走り、付近の木々が根っこから宙を舞った。

　双方が火花を散らす──文字通り一触即発な空気が張り詰める中、二人は互いに仕掛ける瞬間を探り合う。

　現状の力量はほぼ互角。

　たとえ〝開眼〟したとて、そこまで差が開くことはないだろう。

〝開眼〟は熟練の魔族にのみ許された、潜在能力を限界まで引き出す技であり、またその状態のことを指す。

　開眼した者は、身体の一部に変化が生じ、サガであれば髪が白くなったり、角つのが生えたり、中には全身の形状がまったく異なるものへと変わる者もいるらしいが、総じて言えるのは、〝格段に戦闘力が増す〟ということである。

　だが少女の得え物ものは攻撃力重視の大剣ゆえ、開眼したところで速度はサガの方が上だ。

　ならば彼女が剣を振り下ろす前に開眼し、一撃のもとに決めるまで。

「「──っ！」」

　そうして今まさに両者が踏み出そうとした──その時だ。




「……リヴ？　お話は終わりましたか？」




「──っ!?」「……？」

　ふいに背後から声をかけられた少女ことリヴは、一瞬にして炎を消失させ、驚いたような表情で振り返った。

　やはり彼女はファムではなかったらしい。

　が、これだけの猛も者さだ。

　配下の一人で間違いはないだろう。

　ともあれ、急に臨戦態勢を解いたリヴの様子に、サガも気勢をそがれていた。

「な、何故出てきた!?　お前は休んでいればいいと言っただろう!?」

　リヴがそう声を荒らげた先にいたのは、見た目一○○代半ばくらいの、ほんわかとした雰囲気を漂わせる色白の美少女だった。

　髪も真っ白な上、純白のワンピースを身につけており、全体的な色素の薄さが印象的だ。

　体つきも華きや奢しやそのものであり、健康的なリヴとは対照的な、まさに儚はかなさだけで形作られているような少女である。

　どう見ても戦闘員には見えないのだが、デモンズファーの領地に住んでいた、町娘の一人であろうか。

　少なくとも、彼女らは今も国を追われている身なのだ。

　どこか落ち着ける場所に至るまで、避難民を連れていたとしても、なんらおかしくはない。

　リヴに怒ど鳴なられた少女は、怯えたような表情で口を開いた。

「で、でもリヴの帰りが遅いから心配で……あっ」

「ファム!?」

「──っ!?」

　が、途中でめまいでも起こしてしまったらしく、儚げな少女は倒れそうになるが、間一髪、別のボーイッシュな青髪の少女が、これを横から抱き止めに入った。












　一瞬遅れてリヴも儚げな少女のもとへと辿り着き、彼女の身を案じつつ、ボーイッシュな少女を責め立てる。

「何故ファムを外に出した!?　もしこいつに何かあったらどうするつもりだ!?」

「ご、ごめん……。で、でもファムさまが出たいって言うから……」

「だからと言って、本当に出すやつがあるか!?　そもそもお前は」

「ご、ごめんなさい、リヴ……けほっ。わたしがわがままを言ったのが悪いんです……。だからアオイを怒らないでください……けほこほっ」

「だ、だが……」

　どうやらボーイッシュな少女の名は〝アオイ〟というらしい。

　年齢はリヴよりも少し下だが、儚げな少女よりは上──一六○歳くらいであろう。

「…………」

　一連の様子を一歩離れた場所から眺めていたサガは、突如明らかになった驚きよう愕がくの事実を受け止めることが出来ず、呆然と立ち尽くしていた。

　聞き間違いならば、どれだけ救われたことだろうか。

　だがそうはならなかった。

　リヴも、あのアオイというボーイッシュな少女も、儚げな少女のことをこう呼び続けていたからだ。




　──〝ファム〟と。




　──ファム＝ル＝デモンズファー。

　魔界最強の呼び声高い魔王──リガル＝ド＝デモンズファーの一人娘にして、サガが借りを返すべく探し続けていた者。

　やっとの思いで辿り着いたと思ったのに、なのにそれが……。

「こんな弱々しい少女……だと……？」

　その瞬間、サガの脳裏に再びリガルの言葉が思い起こされた。




『──実は俺には可愛い一人娘がいてな。こいつが俺に似てか弱いもんだから、しっかりと守ってやりてえんだが……ほら、俺も多忙だろ？　となれば、信用出来るやつに任せるしかねえわけよ』




　──〝か弱い〟。

　今の今まで、タチの悪い冗談だと思っていた。

　魔界最強のリガルがか弱ければ、その他の魔族は生きてすらいられないではないか、と。

　だが冗談ではなかった。

　リガル自身、病死という末まつ路ろを辿っている上、ファムのこの状況だ。

　恐らくは、奥に見えるボロ小屋から歩いてきたのだろう。

　しかしここから小屋までは、一○メートルにも満たないような距離である。

　にもかかわらず、ファムはめまいを起こしたのか、リヴたちに介抱されている始末だ。

　あれは戦闘や逃走による憔しよう悴すいではなく、生まれついてのものに違いない。

　彼女の薄弱な見てくれが、それを如によ実じつに物語っていたからだ。

　もちろん見た目だけで判断したわけではない。

　未だ鮮明に覚えているリガルの──その内包する〝威〟たるものが、ファムからは欠けらも感じられなかったのである。

　だからリガルは言ったのだ。

　──しっかり守ってやりたい、と。

　──信用出来るやつに任せるしかない、と。

「そういう、ことか……」

　全てを理解したサガは、再び落胆していた。

「……？」

　それは介抱中のリヴにも伝わったらしく、急に覇気のなくなったサガの様子を、怪け訝げんに思っているようだった。

　しかしこれが現実ならば、もう受け入れるしかないのだろう。

　リガルがいない以上、デモンズファーの血筋はファムしか残っていないのだ。

　であれば、たとえそのファムがどんな人物であったとしても、借りはしっかりと返さなければならない。

　そのためにサガは死にもの狂いでここまで来たのだから。

「──っ!?」

　ゆっくりと距離を詰めてきたサガに、リヴは再び《ディーテ》の柄を握り、二度目の警戒態勢へと入る。

　だがサガに戦う意思は毛頭なく、鞘に剣を収めた後、腰を下ろしているファムに視線を合わせるため、自らも地に片膝を突いて言った。

「……お前がファムか？」

　そう尋ねられたファムは、少し落ち着いたと思われ、にこりと微笑ほほえんで答えた。

「はい。わたしがファム＝ル＝デモンズファーです。……けほっ」

「……そうか」

　もう、これ以上に受ける衝撃はなかった。

　目の前で微笑みつつも、咳せき込こんでいるこの儚げな少女こそが、探し求めていたファム＝ル＝デモンズファー本人だったのだから。

「…………」

　が、ひとたび受け入れてしまえば、なんということはなかった。

　それはきっと、リガルの死に一度は絶望したからだろう。

〝慣れた〟というよりは、〝諦あきらめた〟のだと思う。

　あとは彼女に借りを返し、また以前のような傭兵生活に戻るだけだ、と。

　ならば早々に事を済ませ、なるべく早くここを去ろう。

　サガはそう心に決め、穏やかな口調で語りかける。

「……俺の名はサガ。昔、お前の父──リガル＝ド＝デモンズファーに命を救われた者だ」

「ああ、やっぱりあなたが〝サガ〟だったんですね。お父さんからお話は聞いています。〝戦場で面白いやつに会ったから、《コキュートス》をくれてやった〟と。ふふ、実はそうなんじゃないかなって思っていたんです。雰囲気というのでしょうか。……けほっ。初めてあなたを見た時に、なんだかお父さんがそこにいるような、とても懐なつかしい気持ちになったもので。……あ、遅くなりましたけど、よろしくお願いしますね」

　人の気も知らず、そう無邪気に笑い、姿勢を正して頭を下げるファムに、サガは一言「ああ」とだけ返した後、ここに来た目的を話す。

「さっきも言ったように、俺はリガル……いや、先代に命を救われ、〝強くなれ〟とこいつを与えられた。だから修練を積み、彼に借りを返すべく、ここまでやって来た。先代のことは残念だったと思うが、俺は借りは返さないと気が済まないタチでな」

「あ、はい」

「だから先代の代わりに、娘であるお前に借りを返させて欲しい」

「え、わたしでいいんですか？」

「ああ。先代からも、お前の力になるよう言われていたからな。だから一度だけではあるが、俺に出来ることであれば、必ずお前たちの力になると約束しよう。まあ、いきなりこんなことを言われても、普通は信じられないと思うが……」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべるサガに、リヴは腕を組みながら、「当然だな」とその豊かな胸を張る。

　が。




「──はい、分かりましたっ」




「んなっ!?」「えっ？」

　ファムは一切疑うことなく、微笑みながら頷いた。

　予想外の返答にサガが呆ほうける中、当然、リヴはファムに抗議の声を上げた。

「お、おい、ファム!?　まさかとは思うが、こいつの言うことを信じるんじゃないだろうな!?」

「はい、もちろんです。リヴは信じていないのですか？」

「うっ!?　い、いや、それは……」

　純真な瞳を向けられ、リヴも一瞬たじろぐが、それで承知してしまっては、護衛の意味がないとでも考えたのだろう。

　リヴは身振り手振りを使い、なんとかファムを説得しようと試みる。

「よ、よく考えるんだ、ファム。た、確かにこいつは《コキュートス》を持っているし、《コキュートス》自身もこいつを使い手と認めている。だがだからといって、こいつがその〝サガ〟本人だとは限らないだろう？」

「そうなんですか？　でも《古竜シリーズ》は、そう簡単に他の人を主あるじと認めないと聞きましたけど……」

「い、いや、それは恐らく何かこう……なっ？　気の迷いというか……ちょっと勘違いしてしまったというか……うむ。そういう類のものだろう。分かるな？」

「？」

「わ、分かるよな？　い、いや、この際分からなくてもいい！　とにかくこいつが〝サガ〟だという確証が取れない以上、こいつは〝サガ〟ではないのだ！」

「え、でもわたしはこの人がサガだと思いますけど……けほっ」

「うん、ボクもそう思うなぁ」

　ファムの言葉に同意したのは、彼女を抱き止めたボーイッシュな少女──アオイだった。

「お、お前まで何を言っている!?　というより、お前は護衛なのだから、私に賛同するのが筋というものだろう!?」

「あはは、ごめんごめん。だってリガルさま以外の男の人とお話ししたのって、凄すごく久しぶりなんだもん。それにファムさまも言ったとおり、なんだかリガルさまに似ているような気もするし、目も優しそうでしょ？」

「はあ!?　こんなやつのどこがリガルさまに……しかも優しそうって……ど、どこからどう見ても怪しいだろうが!?」

　これでもかとサガを指差してくるリヴだが、アオイとファムは、互いに顔を見合わせながら、「そうかなぁ？」「そうです？」と小首を傾かしげていた。

「な、何故だ……。何故二人ともおかしいと思わない……」

　一人頭を抱え込むリヴだが、ふいに「……いや、待てよ？」と顔を上げ、サガの方を向きながら、確認するように問うてきた。

「もしかして、私がおかしいのか……？」

「いや、俺に聞くなよ……」

　サガは顔を伏せ、小さくため息を吐いた。





　　　　◇






　その頃。

　他の魔王勢を全て蹴け散ちらし、デモンズファー城を手中に収めた者が、ここ玉座の間にいた。

　──アスタロト。

　それが彼の名前である。

　見た目は四○○代半ばくらいであろうか。

　自らの巨きよ軀くをどっしりと玉座に預け、肘ひじ掛かけに右腕で頰ほお杖づえを突きながら、アスタロトは配下からの報告を待っていた。

「…………」

　が、その表情は険けわしく、とてもではないが、国くに盗とり後とは思えない剣けん呑のんさを孕んでいた。




「──申し上げます」




　最中、虚こ空くうより三人の魔族が姿を現す。

　視力と脚力が異常に発達した、諜ちよう報ほう活動特化の単眼魔族──〝キュクロプス〟と呼ばれる者たちだ。

　どこから現れたのかは定かではないが、音もなく着地した後、彼らは恭うやうやしく跪ひざまずく。

　声を発したのは、他の二人よりも一歩前で跪いている魔族だ。

　アスタロトの側近となって久しい、諜報部の首領である。

「行方ゆくえを追わせておりました、デモンズファーの娘ですが、追跡を命じていた部下からの連絡が途絶えました」

「…………」

　ぴくっ、とアスタロトの眉まゆが動くが、首領は俯うつむいているため気づかない。

「その後、別の者たちを捜索に向かわせたところ、恐らくは追跡班であろう死骸を確認──先日の戦闘による傷と酷こく似じしていることから、デモンズファーの配下にやられたものと推そびゅっ!?」

　瞬間、首領の頭部が消し飛んだ。

「「──ひっ!?」」

　遅れてどちゃりと身体が血ち溜だまりの中に倒れ、残った魔族たちが驚愕に目を見開く。

　見れば、アスタロトの指先が肘掛けを離れ、こちらに向けられているではないか。

　どうやらあそこから放たれた一撃を受けたらしい。

　だがそれよりも魔族たちを震え上がらせたのは、今まで長きにわたってアスタロトに尽くしてきた首領が、こうもあっさり殺されたことだった。

　今回の侵攻が成功したのも、彼の得た情報による功績が大きかったはずだ。

　にもかかわらず、アスタロトは躊ちゆう躇ちよなく彼を消した。

　まるで過去の功績などどうでもよいと言わんばかりに。

　いや、事実アスタロトにとってはどうでもよいことなのだろう。

　要は〝使えるかどうか〟なのだ。

　使えれば生かし、使えなければ殺す。

　その選択肢にすら含まれないのが、今もアスタロトの威光に怯える、二人の魔族を含めた、残りの軍団員全てというわけだ。

　使い捨ての彼らに使う頭など、端はなから持ち合わせてはいないのである。

　さすがは他の魔王勢を退け、リガル＝ド＝デモンズファーの居城を手にした魔王──アスタロト。

　側近の支配までが、実に魔王らしい魔王だった。

　そんなアスタロトは、再び肘掛けに左手を戻し、正面左側にいた魔族に告げる。

「次からは貴様が頭かしらだ。明日の同じ時までに成果を上げろ」

「しょ、承知いたしました！」

　思わぬ出世を果たした魔族だったが、その顔に喜びの色は一切存在しなかった。







　とりあえず借りを返すまで、ファムの側にいることを決めたサガだったが、当然、リヴからは常に監視されているかのような視線を受けていた。

　もちろん不用意にファムに近づくことは禁じられ、小屋の中に入ることも許されなかったため、サガは近くの木こ陰かげに移動し、ごろりと寝転んでいた。

　見たところ、ファムの配下──というより、〝護衛〟は全部で四人おり、サガに剣を向けたリヴと、ファムを抱き止めたアオイの二人は、今もファムとともに小屋の中にいる。

　そこから少し離れたところで、小気味よい金かな槌づちの音を響かせているのが、三人目──〝エルゼ〟という名の少女だった。

　そして──。




「──クックックッ……」




「……はあ」

　最後の一人は、サガが木陰に移動した時から、同じく近くの木に背を預け、横目でこちらをちらちらと見つつ、ああやって一人で笑っている黒髪の少女──〝マリーナ〟である。

　丁寧に切きり揃そろえられたおかっぱに、鮮血のような緋ひ色いろの瞳が特徴的で、年の頃はリヴと同じくらいであろう。

　恐らくは監視のつもりでサガの側にいるのだとは思うのだが、常時笑みを浮かべているというのもさることながら、話しかけても意味の分からないことばかり言うため、なんとも気味が悪いというのが、彼女に対する正直な印象であった。

　以上がファムの護衛を務める四人の配下たちであるが、彼女らのことを知って以降、サガはずっと疑問に思っていたことが一つある。




　それは──〝何故全員見み目め麗うるわしい少女たちばかりなのか〟ということだ。




　いや、器量のよさはどうでもいいのだが、問題なのは、〝全員が女性〟ということだ。

　確かに女性だからといって、戦闘力が低いわけではないが、このご時世だ──男を使った方が、色々と都合がよいのではなかろうか。

　単にリガルの趣味なのか、それとも一人娘であるファムを慮おもんぱかって、わざと年の近そうな彼女らを選んだのか。

　考えたところで、答えなど到底出るはずもないのだが、ただでさえ気が散るやつが側にいるのだ。

　適当に気を紛らわせたくもなる。

「…………」

　ちらり、とその気が散るやつを見やれば、「クックックッ……」と相変わらず不敵な笑みを浮かべていた。

「……何か用でもあるのか？」

　個人的には見なかったことにしたかったのだが、さすがにあれだけ意味深な笑みを浮かべられると、そうもいかなかった。

「クックックッ……」

　サガに問いかけられたマリーナは、身体を覆おおう漆しつ黒こくのマントを揺らしながら、ゆっくりとこちらに向かってきた。

「クックックッ、我を喚よび出だしたのは貴様か？」












「いや、お前の方が意味ありげに笑っていたんだろ……」

　ジト目を向けつつ身体を起こせば、マリーナは大きく口元を歪ゆがませながら言った。

「ふ、つい嬉しくてな」

「嬉しい？」

「ああ。我が姿を捉えることの出来る者に会ったのは、果たして何万年ぶりのことか、とな」

「…………」

　念のために言っておくが、いくら寿命が長い魔族と言えど、さすがに何万年も生きることは出来やしない。

　大体が一○○○歳前後くらいで死ぬし、もっとも長寿命な者で、せいぜいが五○○○歳といったところだからだ。

　つまり彼女の話は言わずもがな、である。

　しかしずっとにやにや見られ続けるよりは遙はるかにマシゆえ、サガは鬱うつ陶とうしいと思いつつも、適当に付き合ってやることにした。

「……まあ、お前が嬉しかったのは分かった。で、その喋り方は一体なんなんだ？」

「クックックッ、我は悠ゆう久きゆうの時を生きる常とこ闇やみの主。万物の理ことわりを司つかさどる者として振る舞うのは、至し極ごく当然のことよ」

「…………」

　やはり見なかったことにした方がよかったのではなかろうか……。

　今さらながら、些いささか後悔するサガだったが、話しかけてしまったものは仕方がない。

　調子は狂うが、言い回し諸もろ々もろについては目を瞑つぶるとしよう。

　言わんとしていることは、なんとなくだが理解は出来る。

　ならばこのまま話を進めたとて、さしたる問題もないはずだ。

「あいつらとは長いのか？」

「クックックッ、まあな。だが我が喚ばれた時、すでにあの者たちはこの世界の住人であった。哀あわれなことよな」

　つまり彼女が一番最後の配下ということだ。

「なるほど。なら適当に、お前から見た他のやつらの印象でも教えてくれ。暇潰し程度にはなるだろうからな」

「クックックッ、いいだろう。だがその前に……」

　と、そこで話を中断させたマリーナは、ごそごそと懐ふところを漁あさって革製の水筒を取り出したかと思えば、「……はあ、喉のど渇かわいたぁ」とそれを飲み始めた。

「……おい、なんか今普通に喋っていなかったか？」

「──っぷふぅ。クックックッ、なんのことだ？　まったく以もつて身に覚えがございませんな」

「いや、まあ……やっぱりなんでもない。続けてくれ」

　これ以上突っ込んでも面倒臭くなりそうなので、サガは聞かなかったことにして、マリーナに続きを話すよう促した。

　どういうつもりなのかは知らないが、やはりあの口調は演技の一端だったようだ。

「クックックッ、殊しゆ勝しような心がけだ。この世には知らずともよい〝理〟が多々存在するのだからな」

「そりゃご大層なことで。で、どうなんだ？」

「え、何が？」

「……お前から見た印象だ」

　ぽけー、と口を半開きにしていたマリーナに頭痛を覚えつつ、再度同じ問いをすれば、彼女は「あっ」と事態に気づいたらしく、一つ咳せき払ばらいをして続けた。

「クックックッ、お見苦しいところをお見せしました。ついリガルさまと話しているような気軽さを覚えてしまってな」

「まあ、気にするな。続けてくれ」

「クックックッ、いいだろう。貴様が知りたいのは、我から見た小娘どもの印象だったな？」

「ああ、そうだ。ざっとで構わないぞ。別にただの暇潰しだし、詳細に聞いて、後であいつらに文句を言われても面倒だからな」

「クックックッ、承知した。まずリヴはあのとおり怒りっぽい性格だ。我もよく怒られているので、怒られないように気をつけてはいるが、何故か怒られる。怖い……」

「……そうか。なら次はもっと気をつけるんだな」

　そう助言を送るも、彼女が怒られる理由がなんとなく分かった気がするサガだった。

「クックックッ、心遣いに感謝する。次にアオイだが、あいつはいつも元気だ。リヴとは違って料理も上う手まい」

「……料理、か。そういえば、久しく聞かないな」

　少なくとも、ここ数年は縁のない言葉である。

　基本的には保存食──それも酒場のオヤジに渡したロークザなど、木の実を口にすることが多かったサガは、たまに狩る魔ま獣じゆうの肉も、生か干したものを食べてばかりだったからだ。

　人間界では、肉を焼いて食わないと腹を壊すらしいが、魔族にそれは当てはまらない。

　ゆえに、そもそも焼く必要がなく、である以上、料理をする必要もないのだ。

「クックックッ、料理が出来るというのは、実に素す晴ばらしい才能だ。が、天然ゆえに空気が読めない節ふしがあるので、そこは個人的にやめて欲しい」

「…………」

　何故だろう。

　個々の印象というよりは、段々ただの愚ぐ痴ちになってきているような気がするのは、果たしてサガの気のせいだろうか。

　まあ、おかげで暇は潰せているのだが……。

「クックックッ、エルゼは皆のおばあちゃんだ。優しいところもおばあちゃん。言葉遣いもおばあちゃん。なのに見た目は我より若い。おかしい」

「…………」

　どうせだし、ここまで来たらもう最後まで言わせてやろう。

　すでに達観しつつあったサガは、そう心に決めて話を聞くことにしていた。

　が、ファムのことを話すマリーナは、先ほどまでとは、些いささか様子が違っているようだった。

「クックックッ、そして最後は我らの愛するファムだが、あの子はとてもいい子だ。優しく真ま面じ目めで芯が強い。人を見る目もある。だから我もこうやってお前と話している。ファムが信用出来ると言ったのならば、まず外れることはないからな」

「……そりゃどうも」

　急にまともになったマリーナの姿に、サガはいきなりどうしたのかと当惑しつつも、しかし冷ややかな目を向けていた。

〝信用〟など、彼ら魔族にはもっとも縁遠い感情だったからだ。

　しかもマリーナは、ファムが──他人が言った言葉をそのまま鵜う呑のみにしているのだ。

　愚おろかを通り越して、サガは哀れだとすら考えていた。

「だがやはり心配なのは、あの子の身体の弱さだろう……。何度代わってやりたいと思ったことか……。しかしそれでも健けな気げに頑張る彼女の姿は泣ける……ぐすっ」

　しくしくと涙を流すマリーナに、サガは「ほらよ」と布切れを差し出す。

「あ、どうも……」

　すると、マリーナは礼を言いながらこれを受け取り、ちーんっと遠慮なく鼻をかんだ。

「……はい、返す」

「…………」

　無む惨ざんにもびちゃびちゃになった布を引ひき攣つった顔で受け取ったサガは、これを脇にぽとりと置き、頭を切り替えてマリーナに問うた。

「ところで、あいつの身体の弱さは、やっぱり生まれつきなのか？」

「ああ、そうだ。お前も見たのだろ？　あの子は少し歩いただけでも、ふらついてしまうほど身体が弱い。それを改善するために、何度か身体を鍛えさせようともしたが、症状が悪化するだけで何も変わらなかった……。薬や魔導具を使ってみても同じだ。リガルさまには、何か思い当たる節があるみたいだったが、結局それを話さぬまま亡くなってしまったからな……」

　ちなみに〝魔導具〟というのは、結晶化した魔力──〝魔石〟を動力とする道具類のことである。

　ただ魔石の加工は難しく、手先の器用な特定の種族くらいしか扱えないため、希少価値が高く、命が惜しければ、魔導具持ちということを他者に知られるべきではないだろう。

「そうか……。ならどうにもならないんだな……」

　すでに受け入れていることとはいえ、やはり心のどこかでは、もしかしたら何か手があるのではないかという思いもあった。

　しかしあのリガルが側についていてもなお、手の施ほどこしようがなかったと聞かされ、そのわずかな希望ですら打ち砕かれてしまった。

　落胆に落胆を重ね、どんよりと陰いん鬱うつな気分に包まれていたサガは、しばらく一人になりたいと思い、話を切り上げようとする。

　だがせっかく話題に上がったのだ。

　ならば最後に〝彼〟のことも聞いておこうと考えたサガは、これをマリーナに尋ねた。

「お前から見たリガル……先代はどんな感じだった？」

　そう、リガルのことである。

　サガはあの時以外のリガルを知らない。

　酒場のオヤジは絶賛していたが、やはり一番近くにいた配下の印象は、また違ってくるはずだ。

　ファムとは違い、リガルは紛まがうことなき最強だったのだ。

　どんな返答をするか、微かに期待していたサガだったが、マリーナは少々考える素そ振ぶりを見せた後、首を傾げながら言った。




「……親バカ？」




「…………」

　そういうことを聞きたかったわけではないのだが、妙に納得してしまったサガだった。

「……よく分かった。いい暇潰しになったよ」

　ともあれ、これ以上の会話は不毛であろう。

　確かにマリーナはサガを〝信用する〟と言い、割と親しげに会話を振ってはきたが、サガは単に借りを返したいだけなのだ。

　彼女と親しくなるつもりは微み塵じんもないし、変な後あと腐くされがあっても面倒なだけである。

　ゆえに、さっさと会話を終わらせるべく、再び寝転がったサガは、マリーナに背を向けながら、片手を上げて礼を言う。

　すると、彼女は「──お前に一つだけ言っておく」と、先ほどまでの調子のよさを全て捨て去り、至極真剣な口調でこう告げてきた。

「私はお前に斬きられてもいい覚悟でここに赴き、お前と語っている間も、一切お前を警戒しなかった。何故なら、ファムがお前を〝信じる〟と言ったからだ。だから私もお前を信じ、他の者たちと同様に扱った。お前はファムと会って、さぞかし落胆したようだが、それは大きな間違いだ」

「……間違い、だと？」

　再度身を起こし、眉間にしわを刻みながら問えば、マリーナは大きく頷いて言った。

「そうだ。あの子には、リガルさまにはない〝強さ〟がある。それに惹ひかれたからこそ、私はこうやってお前を信じていられる。そんな私を、きっとお前は愚かだと思っているのだろう？　私は自らの体質ゆえ、少々人の視線に敏感でな。そういう類のことは大体分かるんだ」

「まあ、そうだな。この魔界で信じられるのは、所詮己の力だけだ。他人なんか信じていたら、それこそ命がいくつあっても足りはしない」

　そう頷いたサガに、マリーナも「確かに」と同意する。

「それはお前の言うとおりだ。現に私もリガルさまに会うまでは、己の力こそが全てだと思っていたからな」

　何を思ったのか、そこで話を区切ったマリーナは、右手で顔を覆い、再び例の演技がかった口調で、声高らかに言った。

「クックックッ、だがいずれ貴様は知ることになるだろう！　我らが主──ファム＝ル＝デモンズファーが、ただの可愛らしくて、優しくて、もの凄くいい匂いのする、ぷりちー美少女ではないということをな！」

　はーっはっはっはっ！　と自身の黒衣を翻ひるがえらせ、途中でむせながらも、言いたいことを全て言い切ったらしいマリーナは、上機嫌でその場を去っていった。

「…………」

　そんなマリーナの背を無言で見み据すえていると、彼女は先ほどと同じ場所に戻った後、相変わらず不敵な顔でこちらを見つめ始めた。

「なんなんだ……」

　これに小さく息を吐いたサガは、三み度たび寝転がり、今し方言われたことについて考えを巡らせる。

　どうせ借りを返したら別れる間柄ゆえ、わざわざ頭を悩ませる必要もないのだが、マリーナの言った言葉が、どうにも引っかかったのだ。




『──あの子には、リガルさまにはない〝強さ〟がある』




　だから無条件でサガを信じられるのだ、と。

　その意味が、サガにはまったく理解出来なかった。

　そもそもファムの〝強さ〟とは、一体なんなのか。

　魔界最強のリガルにすらない〝強さ〟を、あのか弱い少女が持ち合わせているなど、そんなことが、果たして有り得るのだろうか。

　──分からない。

　だがその〝強さ〟に惹かれた、とマリーナは言った。

　いや、恐らくはマリーナだけではないのだろう。

　リヴも、アオイも、エルゼも、その全てがファムの〝強さ〟に惹かれ、付き従っているからこそ、マリーナはあんなにも自信に満ちていたんだと思う。

　しかしサガの見たところ、リヴにしろアオイにしろ、リガルとまではいかずとも、他の魔王勢に匹ひつ敵てきするほどの実力を有しているようにも思える。

　そんな彼女たちを従わせられるほどの〝強さ〟を、あのファムが内包しているとでも言うのだろうか。

　なまじ力があるゆえ、自己主張の激しいのが魔族という連中だ。

　裏切りや暗殺、不意打ちなどは日常茶飯事の上、常に成り上がろうと野心を剝き出しにしているのが、魔族という生き物なのだ。

　リガルに従うのは分かる。

　魔界最強に刃向って生き延びられる保証はない。

　ならば一度その軍門に下り、隙を見て寝ね首くびを掻かく──それが普通であろう。

　そのリガルが死んだ今、次期魔王であるファムを──デモンズファーを討ち取り、名を上げるチャンスは嫌と言うほどあるはずだ。

　なのに彼女らはそうはせず、今も付き従い続けている。

　それが分からない。

　いくらリガルにはない〝強さ〟とやらを持つとはいえ、ファムの弱さは尋常ではないのだ。

　少し歩いただけで息切れし、めまいを起こして倒れるほどの病弱さを持つ魔王──ファム＝ル＝デモンズファー。

　元来ならば、魔王などとは到底呼ぶに値しない、魔族の中でも最底辺にいるような存在──それが彼女なのだ。

　あのか細い身体のどこに、リガルすら持たぬ〝強さ〟を持つというのか。

　それが、どう考えても分からない。

　どれだけ神経を集中させても、彼女の力をまったく感じることが出来ない。

「……っ」

　答えの出ない問答を繰り返し、サガが言いようのない苛いら立だちに包まれていると、




「──わしらがファムに仕えておるのが不思議か？」















「……？」

　その心情を見越してか、ふいにエルゼがそう問いながら近づいてきた。

　遠目にサガの様子を窺うかがっていたのだろう。

　ファムよりも小柄だが、どこか大人っぽい雰囲気を持つ美少女だ。

　ベージュの髪を頭の左右で結っているのが特徴である。

　先ほどマリーナは、エルゼのことを〝口調もおばあちゃん〟と揶や揄ゆしていたが、確かに古風な言い回しだ。

　そして見た目はマリーナより──いや、ファムよりも若いかもしれない。

　なるほど、おかしいと思うのも頷ける。

　エルゼの問いに、サガは三度身体を起こし、「ああ、不思議だな。何故だ？」と素直な気持ちを吐と露ろし、尋ねる。

　すると、彼女はククッと笑いながら提案した。

「──ならば直接聞いてみればよかろう。ちょっと待っておれ」







「……何？　ファムに仕えている理由だと？」

　あからさまに怪訝な顔をするのは、エルゼに連れてこられたリヴである。

〝直接聞けばいい〟とは言っていたが、まさか本当に連れてくるとは、さすがのサガも思わなかった。

　だが来てしまったものは仕方があるまい。

　サガは顰しかめ面つらをしているリヴに、抱いた疑問をぶつけることにした。

「ああ、そうだ。少し気になってな」

「それは理解した。だが何故それを貴様に話さねばならん？」

「まあ……そうだな。確かに」

「これこれ、そこで頷いてどうする……。リヴもリヴじゃ、そのくらい教えてやればよかろうて」

「むぅ……」

　エルゼにそう諭さとされたリヴは、気が進まなそうに頰を膨ふくらませていたのだが、やがて観念したらしく、胸を張って答えた。




「決まっているだろう──主君だからだ」




「…………」

　確かに主君なのは分かっている。

　しかしサガが聞きたいのはそこではなく、〝主君として認める理由は何か？〟である。

　それを今一度リヴに問うたのだが、彼女は「……何、理由？　だから主君だからだと言ってるだろ!?　同じことを二度も言わせるな！」と怒鳴り散らし、大おお股またで小屋へと戻っていってしまった。

「……なんなんだ、あいつは……」

「かっかっかっ、まあリヴらしい回答じゃのう」

「笑っている場合か……。全然答えになってなかっただろ……」

「まあそういうこともあるわい。何せ、わしもファムに仕えるのは当たり前じゃと思っとるからのう」

「……一応聞くが、その理由は？」

「はて？　当然なことに理由などなかろうて」

「さいですか……」







「え、ファムさまに仕えている理由？」

「ああ」

　次にエルゼが連れてきたのは、天てん真しん爛らん漫まんな雰囲気の漂う美少女──アオイだ。

　彼女は頰に人差し指をあてながら、可愛らしく小首を傾げた後、にぱっと笑って言った。




「──だってファムさまは魔王だもん。当然だよ！」




「…………」

　そう、魔王だから従うのは当然である。

　ゆえに、〝何故当然なのか？〟を聞きたいのだが、エルゼに続き、アオイもまたそれを答える気はないらしく、逆に上目使いで、ほのかに顔を赤くしながら問うてきた。




「……それよりボク、君のことが知りたいな」




「……はっ？」

　サガの目が思わず点になる。

　一体彼女は何を言っているのだろうか。

　この反応はサガにしても予想外であった。

　リヴのように疑うわけでもなく、エルゼのように茶ちや化かすわけでもない。

　ましてや、マリーナのように意味不明なことを言っているわけでもない。

　これは、どういう反応なのだろうか。

「ダメ、かなぁ……？」

「いや、別にダメということはないが、とくに話すようなことはなくてな。何か考えついてからでもいいか？」

「うん、もちろん！」

「そうか。ならまた後でな」

「うん！　楽しみにしてるからね！」

　そう満面の笑みで頷いたアオイは、「またねーっ！」と大きく手を振りながら小屋へと戻っていった。

「…………」

「何を呆けておる、この助すけ平べいめ」

　それを無言で見送っていたサガに、エルゼがジト目を向けてくる。

「いや、助平って……。そうじゃなくて、ただあんなにも笑う女を見たのは初めてだったからな。だから珍しくて、つい見入ってしまっただけだ」

「はいはい、それはよかったのう」

　と、まったく感情を込めずに祝福した後、エルゼは言った。




「じゃがあやつ──〝男〟じゃぞ？」




「……はっ？」

　サガの目が再び点になった。







「クックックッ、いよいよ我の番というわけか」

「…………」

　先のショックから立ち直れぬまま、呼んでもいないのにマリーナが姿を現す。

　恐らくずっとサガたちのやり取りを窺っていたのだろう。

　そしてやっと自分の番が来たので、待ちきれなくなったに違いない。

　個人的にはしばらくそっとしておいて欲しかったサガだったが、不敵モードのこいつを放置すると、それはそれで面倒臭そうなので、しぶしぶ相手をすることにした。

「……で、お前はどうなんだ？　マリーナ」

　と。




「──ちっがーうっ！　私の名は〝ロード・オブ・エターナルダークネス〟！　断じて〝マリーナ〟などという可愛らしい名前ではなーいっ！」




「…………」

　相手をしても面倒臭かった。

　救いを求めるようにエルゼを見やれば、合わせてやれと言わんばかりに頷かれる。

　一体なんなんだ……、と思いつつも、サガは仕方なく話を合わせてやることにした。

「……分かった。で、そのダークネスはどうしてファムに従っているんだ？　さっき言ってた、ファムの〝強さ〟が関係しているんだろ？　そろそろ教えてくれないか？」

「クックックッ、それを語るには、我が出生の密事を知らねばならぬだろう。深しん淵えんに生まれ出でし闇の──」

「…………」

　そこから先は、よく覚えていない。

　全てを言い切り、マリーナが再び満足げに戻っていった後、サガは地べたにどかりと腰を下ろした。

　精神的に疲れ切ったからだ。

「どうじゃ？　納得のいく答えは得られたか？」

「……そう見えるか？」

　気け怠だるそうに答えれば、エルゼはおかしそうに「いんや」と首を振った。

　分かったのは、三人の癖の強さと、主君だから仕えるのは当たり前という揃った回答（要約すれば、マリーナもそんなニュアンスだった）であった。

　何故エルゼをはじめ、三人ともその当たり前と考えるに至った理由を話さないのか。

　何か話しづらいわけでもあるのか。

　ますます意味の分からなくなったサガだったが、ただマリーナの言ったとおり、エルゼがおばあちゃんっぽいというのは、なんとなく理解出来た気がする。

　サガには祖母の記憶がないのだが、老齢の魔族は、何かと面倒見がよかったりするため、エルゼに通ずるものがあったからだ。

「なんじゃ、頭の固いやつじゃのう。もっと自然に考えてみんか」

「余計なお世話だ。というか、俺はかなり自然に考えているつもりだ」

「ほう？　その割には随分と手こずっとるようじゃがのう」

「……ちっ」

　ふて腐れたようにエルゼから視線を逸そらすサガだったが、その時、ふと彼の心の中に、何か懐かしさのようなものが過よぎった気がした。

　似たようなやり取りを、ずっと昔にしたことがあったような気がしたのだ。

「…………」

　それがいつのことだったのかは、正直、思い出すことは出来なかったが、別段悪い気はしなかった気がする。

　むしろある種の心地ここちよささえ、覚えていたような気が──。




　と──がしゃんっ！




『──ファムッ!?』

「あん？」「ふむ？」「クックッ……うん？」

　ふいに小屋の方が慌ただしくなり、サガたちは顔を見合わせた後、駆け足で小屋へと向かった。

「どうしたのじゃ？」

　扉を開けた三人が目にしたのは、リヴに抱かれ、真っ赤な顔で呼吸を荒くしているファムの姿だった。

「こ、これは……」とエルゼ。

「お、おい、ファム!?　しっかりしろ!?」

「ファムさま……目を開けてよ、ファムさまぁ……」

「ふぁ、ふぁふぁファムぅ～っ!?」

　マリーナが慌てて駆け寄る中、サガは固まっているエルゼに尋ねる。

「何かの発ほつ作さか？」

「いや、ファムにそういう類の持病はない……。もしかしたら、ただの疲れかもしれぬが、わしに医術の心得がない以上、迂う闊かつなことは言えん……」

「……そうか」

　再びファムの方に視線を向けたサガだが、ふとそこであることに気づき、彼女の方へと向かう。

「き、貴様!?　何を!?」

「…………」

　リヴに睨にらまれるも、これを意に介さず、サガはファムの手を取り、じっくりと観察した後、足や首元も同様に見やる。

　何故なら、ファムの全身に赤い発はつ疹しんが浮き出ていたからだ。

　他にも何か症状が出ていないか、サガは注意深くファムの様子を窺う。

　すると。




「……お父……さん……」




「…………」

　そう口にしながら、ファムがぎゅっと服の裾すそを摑んできて、一瞬だがサガの手が止まる。

　恐らく高熱で意識が混こん濁だくし、サガをリガルと間違えているのだろう。

　だがサガは彼女の父親などではないのだ。

　ゆえに、裾を摑んでいた手をゆっくりと剝はがしたサガは、その手を彼女の方へと戻し、確信を持って言った。




「──〝風ふう土ど病びよう〟だな」




「……えっ？」

　呆けるリヴに、サガはファムが罹かかっている病が、この地域の幼子にはよくある風土病の一種であることを告げる。

〝風土病〟とは、その地に限定した病の総称であり、土地や水、虫など、環境的な要因により発症する病である。

　たぶん元から身体の弱いファムゆえ、長旅の疲れも相まって、それらの影響を受けやすかったのだろう。

「風土病……」

「そうだ。放っておいても二～三日で治る。心配はいらない」

「だ、だがこんなにも辛つらそうにしているんだぞ!?」

　そう抗議の声を上げたのは、素すの状態に戻ったマリーナだった。

　そして彼女が口にしたのは、他の女子たちも思っていたことだったのだろう。

　だからこそ、一度言葉にしてしまえば、もう止めようがなかった。

　旅が生活の一部となっていたサガとは、根本的に考え方が違ったのだ。

「マリーナの言うとおりだ！　これだけの熱を出し、意識も朦もう朧ろうとしているファムを、放っておいても大丈夫だと!?　いい加減なことを言うな！」

「いい加減なんかじゃない。間違いなくこれは風土病だ。俺はこういう症状に陥った子どもを、今までに何度も見たことがあるからな」

「だからと言って、ファムの患わずらっている病が、それらと同じだと何故言い切れる!?」

「もちろん確証はない。俺は医者じゃないからな。だが高熱に全身の赤い発疹、それに紫むらさき色いろになった唇は、この病の代表的な特徴だ。それは間違いなく断言出来る。だからこの程度なら放っておいても」




「──黙れっ！」




「──っ!?」

　有う無むを言わせないリヴの一いつ喝かつに、思わずサガも口を噤つぐんでしまう。

　再び口を開こうとするも、リヴの双そう眸ぼうからこぼれ落ちる涙の筋が目に入り、サガは言葉を失ってしまった。

「……貴様にファムの何が分かる!?　ただでさえ、ファムは身体が弱いんだぞ!?　もし重病だったらファムは……ファムは……っ!?　なのに、なのに貴様は……〝放っておいても大丈夫〟などと──何も知らないくせに無責任なことを言うなっっ!!」

「……」

　はあ、はあ……、と大きく息をするリヴの肩に手を置き、エルゼは諭さとすように言う。

「……その辺にしておけ、リヴ。それ以上はファムにも堪こたえる。今は彼女をベッドに寝かすのが先じゃ」

「ああ、すまない……」

　項垂うなだれるように謝罪し、リヴはファムを抱え、寝室へと向かう。

　残りの三人もリヴの後を追い、サガは彼女らの邪魔にならぬよう、静かに小屋の外へと出た。

「……ふう」

　小さく嘆たん息そくし、サガが外壁にもたれかかっていると、室内からは取り乱している様子がはっきりと窺えるような類の会話が聞こえてきた。

『ど、どうしよう……。ファムさま、大丈夫かなぁ……』

『当たり前だ……っ。こんなことで死ぬようなファムではない……っ』

『そ、そんなことより医者だ!?　医者を探さないと!?』

『そうじゃな……。残念ながら、我らに医術の心得はない……。せめて薬術くらい学んでおけばのう……』

『くそっ!?　何故私の炎はこういう時に役に立たん!?　魔族どもなら灰にしてくれるのに！　くそっ!?』

『仕方ないよ……。ボクだって戦うのと家事は得意だけど、病気を治すことは出来ないし……』

『うぅ……そんなことを言ったら、私なんて戦闘も家事もダメダメの役立たずではないかぁ～……。せめて私の回復力をファムに分け与えられたらなぁ……』

「…………」

　なんとかしてあげたいとは思うものの、手をこまねいている彼女らの姿を、サガは窓越しに横目で見据える。

　その表情は一様に悲ひ壮そうで、皆今にも泣き出しそうであった。

「…………」

　十中八九、サガの見立てに間違いはない。

　傭兵団に身を置いていた際、同胞たちが拾ってきた子どもが、度たび々たび同じような症状に陥っていたことがあったからだ。

　である以上、リヴにはああ言われたが、このまま放っておいても問題はないだろう。

　生まれたての赤子でさえ、数日もすれば、すっかり元に戻る程度の病なのだ。

　いくら身体の弱いファムと言えど、それは変わらないはずである。

　確かに今は辛そうに見えるだろうが、一晩寝れば大分落ち着くだろうし、明日には会話をすることだって出来ると思う。

　そうは思うのだが……。




『『『『──ファムぅ～……』』』』




「……ちっ」

　情けない声（一番大きいのはマリーナ）を出しやがって……。

　まさかとは思うが、ファムが回復するまで、ずっとこんな声を聞かされ続けるのだろうか。

　正直、それは鬱陶しい。

　だがまあ先代──リガルも病死しているし、病というものに対して敏感になっているのかもしれない。

　不本意だが、こうなってしまった以上、仕方あるまい。

「面倒なやつらだな……」

　荒々しく頭を掻かき、観念したように室内へ戻ろうとしたサガだったが、




『──団長！　この前拾った子が……っ』




「！」

　そこでふと脳裏に忘れていた記憶が蘇よみがえり、足を止めた。

　……ああ、そうか。

　ようやく、思い出した。

　似ているのだ──彼女たちは。

　サガが率いていた、傭兵団の同胞らと。

　そしてあの時も、サガは同じように頭を掻き、泣きそうな顔をしていた彼らのもとへと赴いた気がする。

　何故そうしたのかも分からずに。




「……お父さん、か……」




　ふいにサガの口からそんな言葉が漏もれる。

　サガに父親の記憶はないため、これを慕う子の気持ちは分からない。

　子もいないゆえ、逆もまた然しかりだ。

　だが今も昔も、こういう状況に陥ると、何故か胸の辺りにもやがかかったような不快感を覚える。

　事態を解決すれば、このもやは噓のように消え去るのだが、そうなるまでが実に不快だ──我慢出来ないほどに。

　だから──。

「おい」

「「「「……？」」」」

「お前らなぁ……」

　何事かと振り向いた四人の顔が、あまりにも見るに堪たえず、サガはがっくりと肩を落としたが、早々に気を取り直し、きびきびと指示を出した。

「これ以上、そんな鬱陶しい声を聞かされるなんて堪ったもんじゃないんでな。少し楽になる程度だが、俺が薬を作ってやるから、とりあえず湯を沸かして汗でも拭ふいてやれ。おリ前ヴは火ひ興おこしで、お前マリーナは水みず汲くみ。それでお前アオイはその子の汗を拭きつつ、寝床をもっと暖かいやつに替えて、意識が戻ったら、刺激の弱い飯でも作って食わせろ。分かったか？」

「な、何故貴様に命令されねば」

「うるさい！　その子を救いたいなら従え！　というか、お前らはその子を匿かくまっていたんだろ!?　医者なんか探して、ここがバレたらどうするんだ!?」

「し、しかし……」

「しかしもクソもあるか！　俺だってファムには借りを返さなくちゃいけないんだ！　絶対に死なせないから言うことを聞け！　その子が辛いままでもいいのか!?」

「ぐぅ……っ」

　サガにそう畳たたみ掛かけられたリヴは、ぐぬぬと言い返すことも出来ず、俯うつむいてしまう。

　唖然とする一同を動かしたのは、やはり年長者の風格漂うエルゼだった。

「確かに今はファムを助けることが先決──ここはそこな小僧を信じてみよう。よいな？　リヴ」

「……分かった」

　リヴがしぶしぶ頷いたことを確認したエルゼは、ぱんっと両手を叩き、皆に行動するよう促した。

「──よし、では各おの々おの行動開始じゃ。リヴは外で火興しを、マリーナは近くの河原に水を汲みに行け。水の量はどのくらい必要じゃ？」

「身体を拭くのと、薬の調合時に少し使えるくらい──あとは時折ファムに摂とらせる補給用の分があれば大丈夫だ」

「あい分かった。ならばマリーナは、わしの荷から鍋なべと水筒をいくつか持っていけ」

「あ、ああ、分かった！」

「アオイも使いたいものがあれば、好きに使ってくれて構わん」

「うん、了解だよ！」

　マリーナとアオイが駆け出し、リヴも自分の務めを果たそうと、外に薪たきぎを集めに行こうとするが、途中でサガに呼び止められ、「……なんだ？」と力なく振り向いた。

　なんて顔をしているんだ……、とため息を吐きそうになったサガだったが、それはぐっと堪え、努めて冷静に、しかし力強い眼まな差ざしで言った。




「──必ず助けてやる。だから今だけは力を貸せ」




「…………」

　これに一瞬呆けた様子のリヴだったが、さっと視線を外し、拳こぶしを握りながら言った。

「……ファムに何かあったら許さないからな……っ」

「ああ。その時は首を刎はねてくれても構わない。頼むぞ」

「……っ」

　リヴが無言で外に出た後、エルゼはサガに問う。

「して、わしはどうすればよい？　先ほどは指示がなかったようじゃが……」

「ああ、お前はあの中で一番まともそうだったからな。冷静にあいつらのサポートをしてくれると助かる。あいつらの慌て様は、正直、見ていて肝きもが冷えそうになるんでな」

「仕方あるまいて。皆ファムが心配なんじゃよ。まあわしも人様のことは言えんのじゃがな……」

　ちらり、と横目でファムの様子を窺うエルゼの双眸には、薄うつすらと涙が浮かんでいるようにも見えた。

「ああ、それは痛いほどに感じている。だからこそ、冷静になれるやつが必要なのさ。というわけで頼んだぞ。あと、調合用に鉢はちか何かがあると助かる」

「うむ、分かった。ではとっておきの石鉢を持ってきてやろう」

　微笑みながらそう頷くエルゼに、サガも「ああ、頼む」と頷き返すのだった。







　そうして皆が行動を開始すると同時に、サガも必要な薬草の類を探しに駆け、エルゼから借りた〝とっておきの石鉢〟で、ごりごりとこれらをすり潰しつつ、ついでに革袋に氷を入れて氷ひよう嚢のうを作り、ファムの頭や脇の下を冷やし続けた。

　元来はこんな手間をかけずとも、自然治癒でなんとでもなる病ゆえ、面倒なことこの上ないのだが、それで彼女らの気が済むのであれば仕方あるまい。

　気が向いているうちは付き合ってやろうと思う。

「クッ、ククッ……な、何故私が飲まなければならないんだぁ～……」

　出来上がった薬は、リヴの提案で一応毒味をすることになり、マリーナがその任に選ばれたのだが、彼女は自らのキャラも忘れ、滝のような涙を流していた。

「仕方ないだろう？　毒味役にお前ほどうってつけの者はいないのだ。四の五の言わずに早く飲め」

「そ、そう言うくらいならお前が飲めばいいだろ!?　私はお薬というものが大嫌いなんだ！」

「お前の好みなど知るかっ！　いいから早く飲め！　お前が飲まなければ、いつまで経ってもファムは苦しんだままなんだぞ!?　それでもいいのか!?」

「そ、そんな勝手なぁ～!?」

　ただでさえ気が立っているリヴに、しこたま怒られたマリーナは、すすり泣きながらサガのもとへとやってきた。

「お前も大変だな……」

「えっぐ……ひっぐ……」

　溢あふれ出だす涙を必死に拭ぬぐっているマリーナに、サガは薬の煎せんじられた鉢を渡す。

　鉢の中には、深緑色のどろりとした液体が入っており、それを見たマリーナは、サガの方を見ながら、「ほ、本当にこれを飲むのか……？」と悲壮感丸出しで言った。

「まあ多少苦いかもしれんが、別に毒じゃないから安心しろ。というより、たとえ毒だったとしても、お前なら大丈夫なんだろ？　毒味役に選ばれるくらいだしな」

　前に体質や回復力がどうのという話をしていたが、こうやって毒味役に選ばれたのだ。

　彼女の力はそれに類するもの──恐らくは〝超回復〟など、そういう類のものなのだろう。

「……うん。私はそれくらいしか取とり柄えがないからな……」

「そうか？　それも立派な実力だと思うけどな」

　そうサガが伝えれば、マリーナは小さな──本当に小さな声で、「……ありがとう」と礼を言った。

「よ、よし、では飲むぞ……？」

「おう、頑張れ。さっきも言ったが、多少は苦いぞ？」

「た、多少だな？　ほ、本当に多少なんだな？」

「たぶんな。大体、薬なんてそんなもんだろ？」

「う、うむ、確かに……。で、では行くぞ！」

　サガの励ましもあり、ついに覚悟を決めたマリーナは、これをぐいっと一気に飲み干す。

　が。




「──ぎぴいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?」




　想像以上の苦さだったと思われ、マリーナは奇声を上げながら床を転がり、悶もん絶ぜつし始めた。

「いや、さすがに大げさすぎるだろ……。──って、苦っ!?　うえっ!?　なんだこれ!?　不味っ!?」

　そして自分で飲んでみたサガも、その苦さに顔を顰しかめていた。

「……ほら、リヴ。これで大丈夫だって分かっただろ？　ファムにも早く飲ませてやれよ」

　顰め面のサガが鉢を差し出しながら促せば、リヴはこれを受け取った後、しばし無言で薬を見つめていたのだが、ふいに「……いや」と首を振ってから言った。

「……念のためだ。私も毒味する」

「な、何っ!?　だったら私が飲む必要はなかっただろ!?」

　当然、怒鳴られた上に文字通り苦い思いまでしたマリーナからは、猛然と抗議の声が飛び出すが、リヴは顔を真っ赤にしながら反論した。

「う、うるさい！　こういうものは確認しすぎるくらいでちょうどいいんだ！　断じてさっきは言いすぎたとか、そういうあれではないんだからな！　分かったら大人しく見ていろ！　──んぐっ！　ん、むっ!?　ふぐうっ!?」

「ほれ、水じゃ」

　口元を押さえ、涙目になるリヴに、エルゼが水筒を差し出す。

「──っ!?」

　これをかっぱらうように奪い取ったリヴは、両手でやっと持てるサイズはある水筒の水をがぶ飲みし、薬を無理矢理胃へと流し込んだようだった。

「……はあ、はあ……。ど、どうやら問題はないようだな……。でも出来れば、ファムに飲ませる時は……果汁か何かを混ぜてやってくれると助かる……うっぷ」

「ああ、一応混ぜてはあるんだが……分かった。量を増やしておこう」

「ああ……。それと、私はちょっと外で風にあたってくる……。あとは頼んだぞ……うっぷ」

　背を丸め、青い顔で外へと向かっていくリヴの背を見送った後、サガは彼女の要望通り、多めに果汁を混ぜてやったのだった。







「ほら、ファムさま。お薬だよ？」

「うぅ……く、はぅ……っ」

　果実の糖分を加えたことで、多少マシになったとはいえ、心底辛そうな顔で薬を飲むファムだったが、しばらくすると呼吸も穏やかになり、静かな寝息を立て始めたことで、一同もほっと胸を撫なで下おろしたようだった。

「ああ、よかった……。ファム……」

「どうやら一安心みたいだね。よかったぁ……」

「クックックッ、我ははじめから心配などしていなかったがな」

「はいはい、そうじゃな。そういうことにしておいてやるわい」

　寝ている病人の前だというのに、嬉しさからか、がやがやとうるさい彼女らに水を差さぬよう、サガは一人席を外し、小屋の外へと出る。

　日は疾とうに沈んでおり、辺りはすっかり夜の帳とばりが下りていた。

「…………」

　しばらく星一つない空を一人で眺めていたサガだったが、そんな彼のもとを訪れる人影があった。




「……癪しやくだが、お前のおかげでファムも落ち着いた。だからその……礼を言う」




　──リヴである。

　先ほどまでの剣けん呑のんとした雰囲気が噓のようにしおらしくなり、彼女はサガに対して、真しん摯しに頭まで下げていた。

「いや、俺はただ熱を少し下げてやっただけだ。大したことはしていない」

　それが事実ゆえ、そう淡々と返したサガだったが、あのリヴがこうまで態度を改めたことを受け、今まで抱いていた疑問が解けたような気がしていた。

　彼女たちが口を揃えて言った、〝主君だから当たり前〟という意味が、なんとなくだが分かった気がしたのだ。

　だからサガは続けて言う。

　自分は大したことをしていない。

　何故なら──。




「──ファムが落ち着いたのは、お前たち〝家族〟が一生懸命介抱したからだろ？」




「お前……」

　そう、ファムの様子に一喜一憂していた彼女たちは、主君としてではなく、〝家族〟としてファムのことを大切にしており、大切な家族だからこそ、主君として命懸けで尽くすことが出来るのだ。

〝家族の力になるのは当たり前〟──ただそれだけのことだったのである。




　あの時の──傭兵団で見た光景のように。




「とは言ったものの、正直、俺には〝家族〟というやつはよく分からない。物心をついた時には、すでに一人だったし、過去に傭兵団を率いていたことはあったが、その時も、必要最低限以上の関わりは持たなかったからな」

「それは何故だ？　〝率いていた〟ということは、お前が頭かしらだったのだろう？」

「まあ、正確には〝勝手についてきた〟というやつでな。傭兵団と言えば聞こえはいいが、要はいつの間にやらついてきたやつらが、少しばかり多くなっただけの話だ。俺は俺で勝手にやってるし、あいつらはあいつらで勝手についてくる──そういう自由な間柄だったのさ」

「なるほど」

　納得したとばかりに頷くリヴに、サガは続ける。

「だがそんな中でも、時折目にしていた光景があってな」

「目にしていた光景？」

「ああ。さすがにお前らほどではなかったが、それでも他者を思いやる同胞たちの姿だ。実の親子、または兄弟ですら殺し合うのに、なんの繋つながりもないやつらが互いを思いやり、必死になり、そして信頼する──たぶん、あれが〝家族〟というものだったんだろうな。ずっと昔のことだったから忘れていたんだが」

「……そうか」

　今の話をどう受け取ったのかは分からないが、リヴはそう静かに頷いた。

　もちろんサガとて、同情されたかったわけではない。

　ただ彼女らに触れたことで、思い出してしまったのだ。

　もうほとんど忘れかけていた──本当に微かな〝温もり〟というものを。

　恐らくは先ほどサガの胸を覆っていた不快感を呼び起こしたのも、庇ひ護ご欲よくや父性など、そういった家族の絆きずなに類するものなのであろう。

　他者の温もりに触れたことで、意図せず発露してしまったに違いない。

　家族を知らないサガに、そのような感情があったことの方が驚きだが、それもこれで最後だと思う。

　ファムに〝借り〟を返し終われば、今度こそサガは一人になり、もうそんな感情に苛さいなまれることもなくなるのだから。

「まあ俺の身の上はいい。それよりファムのことだ。俺は正直、彼女に会った瞬間、頭が真っ白になるほどのショックを受けた。俺の記憶の中にあるリガルは、まさに魔界最強と呼ばれるに相応しい、計り知れないほど深い風格を兼ね備えていた男だったからな」

「…………」

「そのリガルに救われ、《コキュートス》を与えられたことを、俺は心のどこかで誇りに思っていたんだと思う。だから死にもの狂いで強くなって、今度はきちんと認めてもらおうとしていたんだ。まあ口じゃ借りだなんだと理由をつけてはいたけどな」

　馬鹿みたいだろ？　と自嘲するサガだが、リヴは首を横に振り、「いや、そんなことはない」と真面目に答えてくれた。

「私もリガルさまには命を救われた身だ。そしてそれはアオイやマリーナ、エルゼも同じ──皆リガルさまに〝希望〟を与えていただいたからこそ、今こうして生きていられるんだ。だからお前の気持ちは分かるよ。そのリガルさまを失い、一いち縷るの望みを胸に、ファムのもとへとやって来たのだろう？」

　リヴにそう核心を突かれ、サガは小さく頷く。

「……ああ。あのリガルの娘だからな。きっと父親譲りの半端ない化け物……は言いすぎか。とにかく凄いやつだと思っていたんだが、それがあんなにもか弱い女の子だったとはな。さすがの俺も言葉を失ったよ」

　再度自嘲の笑みを浮かべるサガに、リヴはそれでも現実を突きつけてくる。

「だがあれがお前の探していた、ファム＝ル＝デモンズファー本人だ。その事実は何があっても変わることはない」

「ああ、分かっているさ。さすがにこう立て続けにショックを受ければな。一周回って冷静にもなる」

「そうか。ならば言うことは何もない。ところで、ファムに借りを返したいというのであれば、今回のことですでに十分だと思うのだが？」

　だから早々にこの場を去れ──彼女はそう言いたいのだろう。

　その気持ちは大いに分かるし、そう出来るものなら疾うにやっている。

　が、あんな放っておいてもいいようなことで返せるほど、サガの受けた借りは小さくはないのだ。

「いや、あれじゃ不十分だ。というより、俺はもう返し方を決めているからな」

「……何？」

　怪訝そうに眉を顰ひそめるリヴに、サガは一つの提案をする。

　どういう形で借りを返せばいいか、サガはずっと悩んでいた。

　だが家族を大切にする彼女らのために出来ることなど、サガには一つしかない。

　サガにはもうないが、彼女らにはまだ帰る場所──〝家〟が残っているのだ。

　それを奪われ、このような状況に陥っているというのであれば、それを取り戻し、彼女らが平穏に過ごせるようにすることこそが、サガの返すべき恩の形。

　ゆえに、サガは力強い口調で告げた。

「──お前らの〝家〟は、この俺が必ず取り戻させてやるよ」





　　　　◇






「…………」

　肘掛けを指先で叩き、一定のリズムを刻みながら、アスタロトは無言で考えを巡らせていた。

　彼の眼前では、先ほど処分した魔族の〝後片付け〟が行われているが、これももう何度目の光景だろうか。

　ここまで使えない者ばかりだと、さすがのアスタロトも苛立つ気すら起こらなくなってくる。

　ともあれ、今考えるべきは、もちろんデモンズファーのことだ。

　この魔王戦役とも言うべき戦乱の世で、ただ一人最強と呼ばれた魔王──リガル＝ド＝デモンズファー。

　その忘れ形見がまだ生きているのだから。

　確か名は〝ファム〟と言ったか。

　今、アスタロトがもっとも警戒すべき相手と言ってもいい。

　やつの首を刎ねない限り、デモンズファーの侵略が完了したとは言えないだろう。

　それゆえ、城の陥落後から延々と行方を追わせてはいるのだが、今の今まで、やつに関する情報は、何一つ入ってきてはいない。

　さすがはデモンズファーの娘と言ったところか。

　まあ、部下どもが無能なことに変わりはないのだが。

「…………」

　しかし、とアスタロトの眉間に一層深いしわが刻まれる。

　リガルの用意周到さには、正直、驚かされた。

　これだけの大侵攻だったにもかかわらず、民たみの一人も死なせることはなく、全員が無事に逃げ果おおせられるよう、隠し通路をいくつも造っておいたのだから。

　しかもご丁寧に、全ての道が潰されているときた。

　これでは逃げたやつらを追うことも出来はしないだろう。

　誰か一人でも捕まえようものなら、ファムを誘き出すいい餌えさとして使えたかも知れぬものを。

　まったく忌いま々いましい限りだが──まあいい。

　相手はあのデモンズファーだ。

　このままむざむざ引き下がるとは到底思えない。

　恐らくは──いや、必ず城を取り戻しにくるはずだ。

　ならば万全の態勢を以てこれを迎え撃つまで。

「クックックッ……」

　堪らず溢れた笑みで、アスタロトの顔が大きく歪む。

　その指は、もう肘掛けに打ちつけられてはいなかった。







　数日後。

　サガの見立て通り、体調が回復したファムは、一連の話をリヴたちから聞かされたらしく、彼に対して丁寧にお礼を述べてきた。

　だがサガはリヴにも告げたように、大したことはしていないとだけ答え、それよりと彼女らにも件の提案をした。




　それは──もちろん〝デモンズファー城の奪還〟である。




　ファムたちと関わる中で、サガは彼女たちを帰るべき家──デモンズファー城へと帰してやることこそが、自分の返すべき恩の形だと悟ったのだ。

　何せ、ファムもこんな状況である。

　争いに身を置けば、それだけ命の危機にも晒さらされるだろうし、ならば適当に隠居でもしていた方がいい──そうサガは考えたのだ。

　が、そのためには、デモンズファー城に巣くう邪魔なやつらを、全て排除せねばなるまい。

　ここ数日で、一体何人の追っ手どもを氷漬けにしてやっただろうか。

　魔王──アスタロト。

　やつが生きている限り、この連鎖は終わりを告げないだろう。

　だったら話は簡単だ。

　やつを殺し、ファムがデモンズファーの娘として、〝最強〟だと知らしめればいい。

　何故デモンズファーが街として成立していたのか。

　それはリガルが〝最強〟だったからだ。

〝最強〟であったがゆえ、他の魔王どもは一切攻めてこられなかったのである。

　ならばファムをその〝最強〟に仕立て上げれば、デモンズファーを元の堅けん牢ろうな街にするだけの効果は、十分にあるはずだ。

「──というわけなんだが、どうだろうか？」

　ファムの一件で、多少なりともサガを信じるようになってくれたらしい女子たちは、木製のテーブルを囲い、その言葉に耳を傾けていたのだが、さすがに今の戦力では厳しいのではないかという意見が出された。

「確かに私たちもデモンズファーの領地を取り戻したいとは思う。だが今デモンズファーを手中に収めているのは、当時デモンズファーに侵攻した魔王の軍勢を全て蹴け散ちらした上、さらには敗れた他の魔王勢からをも兵を徴発し、その総数を〝二万〟にまで拡大した魔王──アスタロトだ。対するこちらの戦力は、お前を合わせても五人。うち三人は魔王並みとはいえ、アオイはファムの側を離れさせるわけにはいかないし、マリーナの得意分野は時間稼ぎ、エルゼは武具類の製作だ。実質、私とお前だけで二万の兵とアスタロトを相手にせねばならん。もちろん私自身、たかが二万如ごときの兵に恐れをなしたりはしないが、さすがに分が悪すぎるというのも事実だ」

「まあ、普通に考えればな」

　意味深な返答をするサガに、リヴは「どういうことだ？」と眉まゆ根ねを寄せる。

　魔族の戦闘能力は、そのずば抜けた身体機能と魔力もあって、人とは大きく異なる。

　人の成人が、いくら強くてもせいぜい二人を相手に出来るかどうかというのに対し、魔族は一○○人や一○○○人──それこそ魔王クラスであれば、一撃で一万人を殺すことだって可能だからだ。

　当然、それだけの攻撃を放てば、相応の魔力や体力も消費するため、迂う闊かつに使うことは出来ないのだが、それでも〝そういうことが出来る〟のが、魔族というものなのである。

「何か手があるってこと？」とアオイ。

「ああ。一つだけ、この現状を打破出来る策がある。だからよく聞いて欲しい。実はな──」

　と、サガの策を聞いた一同だったが、予想通り、皆一様に難色を示し始めた。

「クックックッ……クックッ、クッ……そ、それは本気ではないよな？　な!?」

「……キャラが崩れておるぞ、マリーナ。確かに無む謀ぼうかつ大胆不敵な策じゃが、可能性がゼロというわけではないのう。まあ万事上手くいけばの話じゃが」

「そうだな。確かに可能性はゼロではない──が、〝ゼロではない〟というだけであって、成功する確率がかなり低いことに変わりはない。しかもそれでは犠牲者が多すぎる」

「そうじゃな」

「だねー」

　もちろん彼女らが危き惧ぐしているのは、犠牲になる者たちのことではない。

　彼女ら魔族にとって、殺さつ戮りくは日常茶飯事──そんなことにいちいち気を回してはいられないし、回すつもりもないだろう。




　問題は──〝ファムが争いを好まない〟ということなのだ。




　耳を疑うような話だが、ファムは魔族にあるまじき心優しさを持っているらしく、まるで人間のように争いを──〝殺戮〟を嫌っているのだとか。

　過去にアオイが血だるまにした敵兵を、得意気にリガルのもとへと見せに行った時は、いつも柔にゆう和わなファムとは思えないほど、本気で怒ったらしい。

　まあ、リガルがあれだけ大事だと言っていたのだ。

　よほど箱入りで育てられたのだろう。

〝殺される前に殺す〟が常の魔界で、殺しを否定するのは、自らの生をも否定することと同義──こんなに世間知らずなことはないのだから。

　仮にサガの策が成功した場合、恐らくは数多くの魔族たちを死に追いやることになるだろうが、最終的な判断を下すのは、当然、魔王であり、彼女らの主君でもあるファムだ。

　である以上、いかに彼女らが認めたとはいえ、ファムが首を横に振ってしまえば、それまでである。

　しかしこの作戦を認めさせるということは、殺戮を何よりも嫌うファムに対し、それらを認めろと言うのも同じ。

　ゆえに、彼女たち配下としては、たとえ可能性が微かすかにあったとしても、簡単に頷くわけにはいかなかったのだろう。

　まったく、面倒な話である。

「向かってきた敵軍は普通に全滅させるとして、問題はこっちがどうなるかだよねー。せめてオーデルさまがいてくれればいいんだけど……」

「ふむ、確かにいつも神出鬼没ではあったが、あれ以降、沙さ汰たはないな……」

　沈痛そうな表情のリヴに、サガは尋ねる。

「その〝オーデルさま〟というのは、一体誰だ？」

「ああ、リガルさまのご友人でな。〝オーデルヴァイン〟という名の魔王だ」

「オーデルヴァイン？　もしかしてあの〝天てん雷らい〟か？」

「うむ、その〝天雷〟だ」

　サガが確認するかの如く問えば、リヴは大きく頷いて言った。

　狼ろう面めんの金きん甲かつ冑ちゆうを身につけた雷らい槍そうの魔王──それが〝天雷〟のオーデルヴァインである。

　その実力はかなりのものと聞き、鍛え上げられた槍術の腕は、魔界でも一位二位を争うほどだという。

「確か自らの城を持たない放ほう浪ろう癖へきのある魔王だったか？」

「はい。お犬さま……オーデルさまはよくお父さんのところに遊びに来てくれて、いつもお土産みやげを持ってきてくれました」

「土産、か……」

　魔王への土産など、他の魔王の首くらいしか思いつかないのだが、やはりそうなのだろうか。

　だとしたら、リガルとは対照的な性格に思えるのだが。

　難しい顔をするサガの誤解を解くかのように、リヴは首を横に振った。

「別段変な意味ではない。普通に地方ごとの美味いものとかをな、オーデル殿はよくファムのために持参してきてくれたのだ」

「ああ、そういうことか。てっきり御首級みしるしの類かと」

「たわけ。そんなものをファムが土産呼ばわりするか」

「まあ、それもそうか。で、そのお犬さまがどうしたって？」

「えっと、その……」

　どうやらファムは口にしづらかったと見え、リヴが代わりに答えた。

「オーデル殿は我らの窮きゆう地ちを聞きつけるや、真っ先に飛んできてくれてな。城を脱出する際、自ら望んでしんがりを務めてくださったのだ。一○万以上の大軍と、それらを率いる魔王ども全てを相手にな」

「そうだったのか」

　サガはオーデルヴァインのことを詳しくは知らないが、いくら彼が〝天雷〟と呼ばれる歴戦の勇士であったとしても、さすがにそれは自殺行為と言わざるを得ないだろう。

　単純計算で、戦力差は此こ度たびの作戦のおよそ五倍以上である。

　もちろんそれら全てを相手にしたわけではないと思うが、多勢に加え、複数の魔王を敵に回した以上、ただでは済まなかったはずだ。

「それから連絡がつかないわけだな？」

「ああ……。とはいえ、オーデル殿もかなりの実力者だ。そう簡単に討たれてはいないと思いたいが、やはり顔かお馴な染じみである以上、どうしても気がかりでな……」

「はい……。それで、お城にいる方々でしたら、お犬さまのことを知っているのではないかと思いまして……けほっ」

「なるほど」

　ファムの気持ちが分からなくはないサガであったが、現状優先するのは、やはり城の奪還である。

　余計なことに気を回していては、成功するものもしないだろう。

　が、だからと言って、彼女の思いを蔑ないがしろにするわけにもいくまい。

　それで士気を下げられたら、元も子もないからだ。

「お前の気持ちはよく分かった。だが今優先しなくちゃいけないのは城の奪還だ。だからその件に関しては、作戦中にもし余裕があった場合にのみ、そこら辺の魔族を引っ捕まえて聞くということで、基本的には状況任せにしたいと思う。それでもいいか？」

「はい、もちろんです！」

　サガの言葉に、ファムはぱっと嬉しそうな笑顔を浮かべ、そう頷いた。

「よし、ならお犬さまについてはその方向で頼む。で、話は戻るんだが、〝仕掛け〟に関しては、俺が意地でもなんとかするつもりだから問題ない」

　元々そのつもりで技を磨いてきたわけだし……、というサガの声が風に消えながらも、彼は続ける。

「という前提のもとだが、この作戦なら、デモンズファー城に居座っているアスタロトだけじゃなく、その近辺を統治する魔王たちも一いつ掃そう──つまりとてつもない〝戦果〟を挙げることが出来る。それだけやれば、リガルの後継者として、ファムの名も広がるだろうし、城を奪還した後も、そう易々と攻め入ってくることもないだろうさ。なんならその間に兵力を蓄たくわえたっていい」

　先日会った酒場のオヤジも、ファムが再起してくれるのを心待ちにしていた。

〝リガルの娘が城を奪還した〟という話を聞きつければ、また人も集まってくることだろう。

　城さえ奪還出来れば、彼女たちはいくらでもやり直すことが出来るのだ。

「ファムさえ安全な場所でアオイと待機させておけば、彼女自身の危険度も飛躍的に低下する。どうだ？　悪くない策だと思うんだが」

　そう提案したサガに、最終的な決定権のあるファムは、意外にも「確かにそれならお城を取り戻せるかもしれませんね」と頷いた。

「「「「──っ!?」」」」

　これに驚きを隠せなかったのは、もちろん配下の少女たちだ。

　それも当然であろう。

　何せ、殺戮というものをあれほど嫌っていたファムが、サガの〝策〟を受け入れようとしているのだから。

「……いいのか？　ファム。この作戦を行えば、ほぼ間違いなく大勢の魔族たちが死ぬことになるんだぞ？」

　無理をしているのではないかとやんわり確認するリヴに、しかしファムは一切逡しゆん巡じゆんせず、首を縦に振った。

「はい、構いません。死の間際、お父さんはわたしにこう言いました──〝自分の信念に従って生きろ〟と。ですからわたしは、お父さんの遺言通り、自分の信念に従って、皆さんといつまでも平和に暮らせる世界をつくれるよう、魔王になることを決めたんです。もしここでそれを曲げてしまったら、わたしの皆さんに対する想いは、その程度だったということになってしまうでしょう？　ですからわたしは前に進みます」

「……そうか。お前がそう決めたと言うのであれば、我らが言うことは何もない。だが今一度確認する──本当にいいのだな？」

「────」

　リヴの問いに、ファムはこくりと無言で頷いた。

「──分かった。ならばお前の意思を尊重しよう。話を続けてくれて構わん」

「ああ」

　なら──、と細かなところを説明しようとしたサガだったが、その言葉を遮り、ファムはこう告げてきた。




「──というわけで、わたしも行きますっ」




『──なっ!?』

　ファムを除いた一同の目が、文字通り丸くなった。

　自らの弱さと作戦の危険性を知ってもなお、彼女は自分が戦地に赴おもむくと言ったからだ。

「い、いや、お前が安全な場所にいなくてどうする!?」

　当然、これを許すわけにもいかず、サガは説得を試みる。

「そ、そうだ！　確かにお前の意思は尊重すると言ったが、それとこれとは話が別だ！　私たちの替えはいくらでもいるが、お前は一人しかいないのだぞ!?」

　便乗するようにリヴも訴えかけるが、ファムは「それは違います！」とリヴの発言をたしなめた。

「わたしの大好きなリヴは、この世にたった一人しかいません！　もっと自分を大事にしないとダメです！」

「うっ!?　す、すまん……」

　ファムに叱しかられたリヴは、しゅんっと小さくなっていた。

「いいえ、分かってくれたならいいんです。……けほけほっ。もちろんリヴだけじゃなく、皆さんがわたしにとってかけがえのない大切な人たちです。ですから絶対に〝替えが利く〟なんて言わないでください。ねっ？」

「うぅ、ファムぅ～……。お前はやっぱりいい子だなぁ～……」

　感涙に咽むせび泣なくマリーナに、ファムはふっと微笑む。

　が、そんなことで同行を許すわけにはいかない。

　これでファムに何かあれば、今度こそサガが借りを返す相手はいなくなってしまうのだ。

　なんとしてでも、ファムには借りを返すまで──いや、返した後も生きて貰わなければ困る。

「確かにお前がこいつらを大事にしているのはよく分かったし、魔王としての決意を秘めていることも理解した。だがリヴも言ったとおり、それとこれとは話が別だ。お前を死なせるわけにはいかないし、危険な目に遭わせるわけにもいかない。俺の言いたいことは分かるな？」

　念を押すように尋ねれば、ファムは力強く「はい」と頷き、




「──ですからわたしも行きます！」




　続けざまにそう言った。

「いや、だから何故そうなる……」

　頭痛がしそうになり、サガが顔を伏せていると、エルゼがおかしそうに笑い始めた。

「かっかっかっ、そうまで言うなら連れて行けばよかろうて？　なあ？」

「な、何故私に振る……。私個人としては、むしろサガと同意見だぞ？　ファムを危険な目に遭わせるわけにはいかないからな」

「まあ、当然だ」

　そう頷くサガだったが、彼女は「だが……」と視線を逸らしながら続けた。

「ファムの意思を尊重してやりたいとも思う……。配下としては失格だろうがな……」

「クックックッ、右に同じ」

「あ、じゃあボクもボクも！」

「お前らなぁ……」

　がっくりと肩を落としたサガに、ファムは申し訳なさそうな顔で「ごめんなさい、サガ……」と謝罪するが、同時に決意のこもった口調で言った。

「でもわたしも行きます──いえ、行かなくちゃいけないんです！」

「……どうしてそこまで意固地になるんだ？　お前は自分に力がないことを理解しているんだろ？」

「……はい。確かにわたしにはお父さんのような力はありませんし、身体も他の人より弱いです。……けほっ。でもわたしは目指しているんです！」

「……目指している？」

　サガが眉間を八の字にしながら問えば、ファムは噓偽りを一切感じさせない眼差しで、こう告げた。




「もちろん全ての魔王さんを従える魔王──〝大魔王〟です！」















「大、魔王……っ!?」

　呆あつ気けにとられるサガが、確認するかのようにリヴたちの方を向くが、彼女らはすでにファムがそう言うであろうと察していたのか、各々無言で頷いていた。

「そうです。ですからわたしは魔王として戦場に──アスタロトさんの前に立ちます！　……けほけほっ。というわけで、サガの策を実行に移しましょう！」

「いや、移しましょうって……」

　作戦を承知してくれたことは、素直にありがたいと思うが、問題はそこではない。

「それ以前に、全ての魔王を従えるとか……。どう考えても無理だろ……」

　魔界最強のリガルでさえ、そこまでのことは成し得なかったというのに。

「無理じゃありません！」

「……その根拠は？」

「ありません！　でも絶対になります！」

「……どうやって？」

「どうやってもです！　頑張ります！」

「あのなぁ……」

　聞き分けのない子どものように〝なる〟と言い張り続けるファムに、サガもいい加減嫌気が差し、少しきつく言ってやろうかと思ったのだが、




「──わたしは必ずなりますっ！」




「────」

　一層声を張り上げたファムの気迫と眼光に、サガは一瞬気け圧おされてしまった。

　見間違いかもしれないが、あの時のリガルが重なって見えたような気がしたのだ。

「……げほっごほっ」

「ほら、無理をして大声を出すからだ。大丈夫か？」

「……ごめんなさい」

　リヴに背を擦られるファムの口元には、鮮やかな赤い筋が垂れていた。

　よく咳き込んでいるとは思っていたが、少し無理をすると、それが吐血へと発展してしまうのだろう。

　だがそれでもファムの瞳は、未だに力強さを失ってはいなかった。

「……わたしは、皆さんのことが大好きです。ですから、皆さんとずっと一緒にいたいんです……けほっ。でも、今は多くの魔王さんたちが争い、お城にも攻め込まれてしまいました……。わたしは、そんな辛い思いを、もう皆さんにさせたくない……こほっ。いつまでも、皆さんと平和に暮らしていたい……。だからわたしは、たとえどんな方法を使ってでも、この争いを終わらせます……っ。全ての魔王さんたちを……この手に従えてみせます……っ！」

「…………」

　これは、テコでも動かないな……。

　そう直感したサガは、ダメ元でファムの口元を拭ふいている、一応反対派のリヴに視線を送るが、彼女は無言で首を横に振った。

　どうやら〝諦めろ〟ということらしい。

　なんとも面倒なことになってしまった……。

「……はあ、分かった。ならお前も一緒だ。でも絶対に無理はするなよ？　約束出来るか？」

「はい、ありがとうございます……っ。よろしくお願いしますね……っ」

　気は進まなかったが、もう折れるしかないサガだった。







　ファムが参加するとなれば、なおのこと計画をしっかりと立てなければならないと考えたサガは、此度の作戦を必ず成功させるべく、全員の能力と性格などを、今一度きちんと把握しておくことにした。

　たとえどんなに些さ細さいなことであったとしても、それがいざという時に命運を分けたりすることもあるからだ。

　当然、自身の能力などを知られれば、敵となった際、対策も練られるため、不利になることは間違いないのだが、ファムが参加する以上、そうも言ってはいられないはずだ。

　なんとか上手く聞き出せればいいのだが……、と考えつつ、サガは小屋の外で装備品の手入れをしていたエルゼのもとへと赴く。

「──エルゼ」

「なんじゃ？」

　もちろん一番まともそうというのが大きな理由ではあるが、それとは別に、彼女には聞いておきたいこともあったからだ。

「少し時間を貰いたくてな。今は大丈夫か？」

「うむ、構わんぞ。わしも久しぶりに《コキュートス》の手入れをしたいと思っておったところじゃからな」

　よっこらせ、とエルゼは作業台にしていた切り株上の装備類を脇に置く。

「ほれ、ちょいと貸してみよ」

「ああ、頼む」

　頷き、鞘さやごと《コキュートス》を渡したサガも、その辺にあった木箱を手に取り、エルゼの側に座る。

「ふーむ……」

　鞘から《コキュートス》を抜き、様々な方向からこれを確認するエルゼだったが、確認すればするほどに、顔色が険しくなっていった。

　何かよくないものでも見つけたのだろうか。

　その様子をじっと見守っていたサガは、待ちきれずに問いかける。

「どうだ？」

「どうもこうもないわ。一体どういう使い方をすれば、あの美しかった刀身が、こんなにもずたぼろになるのじゃ」

「いや、そう言われてもな……」

　確かに血の滲むような修練だったし、手荒く扱った覚えがないこともない。

　しかし手入れは一応毎日の如く行っていたはずなのだが、不十分だったらしい。

「……そんなに悪い状態なのか？」

「まあ良いか悪いかで言えば、〝最悪〟じゃな」

「それは困ったな……」

「うむ、困ったものじゃ」

　真顔でそう言うエルゼに、サガはショックを隠しきれず、一人顔を伏せていたのだが、ふいに彼女は「もっとも」と話を付け足した。

「それも当然と言えば当然なんじゃがな」

「……どういうことだ？」

　眉根を寄せるサガに、エルゼは手を動かしながら説明する。

「わしは先代の命で、《古竜エンシエントドラゴン》の遺い骸がいから、これら《古こ竜りゆうシリーズ》を作り出したわけじゃが、もちろんただ単に作ったわけではない。個々の能力を最大限に引き出せるよう綿密に計算し、使い手の魔力──その性質に合わせて作ったのじゃ。それをあのツンツン娘めが、〝死んでもそんなものは使わん！〟などと言ってからに……っ」

〝ツンツン娘〟というのは、恐らくリヴのことであろう。

　今でこそ《ディーテ》を手足のように使っている彼女だが、どうやら最初は何かと揉もめていたらしい。

　リヴにもそう言う理由があるのだろうが、鍛冶師として、自らが丹たん精せい込めて作った武器を、〝死んでも使わない〟などと言われれば、確かに腹も立つだろう。

　と、それはともかく、思わぬところで疑問が解決した。

　先ほどエルゼには聞いておきたいことがあると言ったが、まさか彼女の方から話題を振ってくれるとは……。




　──《古竜シリーズ》。




　名称を聞いた時からずっと気になっていたのだが、今いまし方がた話を聞き、長らく胸につっかえていたものが、ようやく取れた気がした。

　やはり《古竜シリーズ》とは、あの《古竜》の遺骸から作られていた武具類のことだったらしい。

　前にも話したが、過去この魔界には、これを破滅に導こうとした、一人の屈強な魔王がいた。

　やつは〝魔界最強種〟と呼ばれる〝竜〟の王だった者であり、その強大過ぎる力から、畏怖の念を込め、天界に残る〝神殺しの竜〟の通称──《古竜》と呼ばれていた。

　非常に残忍かつ冷酷な気性の暴君であり、他種族を全て滅ぼし、竜の支配する、竜だけの世界を築こうとしていたといい、竜以外の種族をとにかく殺し続けたと聞く。

　そうして自ら〝竜帝〟を名乗り、急速に勢力を伸ばしていった《古竜》だったが、これにたった一人で抗った者がいた。




　そう、当時無名だった若輩の魔王──リガル＝ド＝デモンズファーである。




　戦いは熾し烈れつを極め、その余波で数多くの魔族たちが死に追いやられたが、最終的にリガルが勝利を収め、《古竜》は志こころざし半なかばにして倒れることになった。

　そしてこの時の遺骸をリガルが回収し、後にエルゼの手によって作られた武具類こそが、サガたちの持つ《古竜シリーズ》だという。

「そういえば、ファムを捜す際、《コキュートス》で〝気配〟を探ったんだが、一つだけ、他とは比べものにならないほど大きな気配があってな」

「ああ、それは間違いなくやつの遺骸じゃろう。《古竜シリーズ》を作った際、残った部位を、城の地下深くに保管しておいたからのう」

「なるほど。なら納得だ」

「うむ。しかし元になったものがあの《古竜》ゆえ、これらの力も絶大なのじゃが、二つほど──〝所有者の傷を癒いやす〟という特性と、〝互いに引き合う〟という性質に関しては、少々気がかりでな。いずれやつが復活するという兆きざしなのではないかと推測しておるのじゃが……と、すまんすまん。話が逸れたのう」

「いや、それは別に構わないんだが……」

　実際、気になる話だし。

「まあ、所詮は年寄りの戯たわ言ごとじゃよ。で、話を戻すのじゃが、これら《古竜シリーズ》は、〝持ち主が初めから決まっておる〟のじゃ」

　結論を簡潔に述べたエルゼだが、当然、サガは疑問を呈した。

「だが俺はこいつに選ばれたんだぞ？　それはおかしくないか？」

「うんむ。おぬしの言うとおりじゃ。じゃからわしも先代が〝くれてやった〟などと抜かした時は、渾こん身しんの頭突きをお見舞いしてやったわい」

「そ、そうか……」

「あの時のことは今でもよく覚えておるぞ。先代のやつめ、年とし甲が斐いもなく涙目になっとったからのう」

　わーっはっはっはっはっ！　と馬鹿笑いするエルゼに、サガは顔を引ひき攣つらせる。

　リガルに《コキュートス》を与えられた際、サガは彼に〝生半可な鍛え方だったら、頭突きで泣かしてやる〟と言われたが、よもやそれを言ったリガル本人が、直後に頭突きで泣かされていたとは、なんという皮肉であろうか。

　もっとも、そのおかげで命が救われたサガにとっては、なんとも複雑な心境なのだが。

「……ふう、笑ったらすっきりしたわい」

「それは何よりだ。で、なんで俺は《コキュートス》を使えるんだ？　今の話だと、決められた持ち主はリガルだったんだろ？」

「うむ、そこなんじゃよ。確かに単なる刃物としてならば、誰であろうと使うことは出来るじゃろう。刃がついている以上、剣ではあるからのう」

「そうだな」

「じゃがおぬしの場合はそうではない。他の魔剣同様、きちんとこれを使いこなしておる。聞くまでもないと思うが、《コキュートス》を持たぬ場合と比べ、格段に魔力が増しておるじゃろう？」

「ああ、確かに。雲うん泥でいの差さと言ってもいい。こいつの媒介としての性能は桁けた違ちがいだ」

「当然じゃ。何せ、これらはわしの最高傑作なのじゃからなっ」

　どーんっ、と薄い胸を張るエルゼの顔は、実に誇らしげだった。

　サガの《コキュートス》や、リヴの《ディーテ》といった〝魔剣〟の類は、通常の剣と違い、使い手の魔力量を増加して放出するという性質を持っている。

　もちろん武器の質によって性能もピンキリであり、粗悪な代しろ物ものだと、使い手の魔力に耐えきれず、最悪の場合、暴発するという危険性もあるのだ。

「じゃがな、普通はそこまで使いこなせるはずがないのじゃよ。というより、魔力を込められるはずもないのじゃ。そこがわしにも分からんところでな。《コキュートス》がおぬしを選んだのも、たまたま先代と同じ〝氷〟の属性持ちじゃったからとか、リヴは頑かたくなに認めようとはせぬが、なんとなく雰囲気が先代に似ておったからとか、何かしらの理由があるのじゃとは思う」

　そこで話を区切ったエルゼは、「じゃが問題は」と一層鋭くなった眼光で言った。




「──《コキュートス》が選んだところで、〝持ち主は変わらない〟ということじゃ」




「それはつまり……」

「うむ。〝使いこなせるはずがない〟と言ったのもそのためでな。端的に言えば、〝合っていない〟のじゃ」

「合っていない……？　俺とこいつが……？」

　呆然とエルゼの手にある相棒を見やるサガだが、彼女はさらに傷口を広げてくる。

「そうじゃ。それをおぬしは、無理矢理合わせるよう使い続けた。そんなことをすれば、当然、綻ほころびも出るというもの。恐らくはすでに限界を迎えつつあるのじゃろうて。此度の奪還作戦が終わるまで、果たして持つかどうか……」

「……どうにかならないのか？　お前が作ったんだろ？」

　そう詰め寄るサガだが、無情にもエルゼは首を横に振った。

「……そうか」

「すまんのう。作ったわしじゃからこそ分かるのじゃ──〝もう手の施ほどこしようがない〟とな。ゆえに、わしはおぬしに頼みたい」

「……なんだ？」

　沈んだ声音で問えば、エルゼは我が子を見る母のような顔で言った。




「──どうか武器として、こやつの本ほん懐かいを遂とげさせてやって欲しいのじゃ」




　頼む、と頭を下げてくるエルゼに、サガは静かに頷いた。

「分かった。なら今回の戦いで、俺がこいつを華はな々ばなしく散らしてやるよ。とっておきの〝相手〟を用意してな」

「うむ。感謝するぞ、小僧」

「いや、いいさ。こいつには色々と世話になったからな。だがそういうことなら、なおのこと今回の作戦は成功させたいと思う。ファムの同行も決まっているしな」

　そう前置きし、サガは本題に入る。

「というわけで、お前のことを色々と教えて欲しい。情報は多いに越したことはないんでな」

「なるほど。わしのところに来たのはそれが理由か」

「ああ」

「まあええじゃろ。別に隠すようなことでもないからのう」

　と、手入れの作業を続けながら、エルゼは自らの生い立ちを語ってくれた。

　以前、魔導具は〝手先の器用な特定の種族にしか作れない〟という話をしたと思うが、彼女こそがその種族──〝ドワーフ〟だという。

　見た目とは裏腹に、どこか大人びた印象を持つのは、成長の遅いドワーフだからであり、見てくれと精神年齢に差違が生じているからであろう。

　鍛冶技術に優れたドワーフの中でも、〝鬼才〟と呼ばれる名工だったらしく、《古竜シリーズ》の他、デモンズファー城内の罠わななども、全て彼女が考案したものなのだとか。

　その卓たく越えつした才能ゆえ、一族の中でも異端扱いされており、若き日のリガルが牢ろうから助け出してくれたため、彼とはそれ以来の付き合いらしい。

　ゆえに、配下たちの中でも最古参で、リガルの相談役を請け負っていたという。

　以上のことからも分かるように、エルゼの得意分野は主に裏方で、まったく戦闘が出来ないというわけではないが、彼女曰いわく「足手まといにならん程度じゃな」らしい。

　武器は《古竜》の様々な部位から作られた鍛冶道具一式──《カロン》であり、それぞれに『カロン～』という名がついているという。

　作戦会議の折、リヴも言っていたが、確かに戦闘向きではないだろう。

「と、まあわしについてはそんなところかのう。何かの役に立てばよいのじゃが……」

「いや、どんな情報でも、知っているのと知らないのでは、大きく違うからな」

「そうか。では少しでも役立つことを祈っておこうかのう──ファムのために」

　エルゼがそう口元を和やわらげていると、




「──エルゼ、すまんが《ディーテ》の手入れを頼んでもよいか？」




　リヴが《ディーテ》を担ぎながら現れた。

「うむ、構わんぞ。今し方、《コキュートス》の手入れも終わったのでな」

　ほれ、と渡された《コキュートス》の刀身は、前とは比べものにならないほど美しい輝きを放っていた。

　さすがと言うべきか、サガの手入れとは雲泥の差である。

「おう、ありがとな」

　最低限、感謝の意を述べたサガは、木箱から腰を上げ、リヴの方を見やる。

　次は誰に話を聞こうか迷っていたのだが、ちょうどいいところに来てくれたものだ。

「……何か用か？」

　サガの視線に気づいたと思われ、リヴが怪訝そうに尋ねてくる。

「ああ、お前に少し聞きたいことがあるんだが、今は大丈夫か？」

「まあ、私の役割は主に戦闘だからな。今はせいぜい剣の鍛たん錬れんくらいしかやることはないのだが……それは作戦に必要なことか？」

「そうだ」

「ならば話に付き合ってやるのもやぶさかではない。だがお前の話に付き合う以上、お前も私の鍛錬に付き合って貰う。構わないな？」

「ああ」

「よし。では少し場所を移すぞ」

　そう言ってエルゼの作業場から、数メートルほど離れた場所へと移動したリヴは、その辺に落ちていた木の棒を二つほど手に取り、一本をサガに投げてくる。

　当然、そのままでは一振りにも耐えられないであろうが、魔力を通しさえすれば、ただの木の棒であったとしても、一いつ端ぱしの金属並みの硬さになるのだ。

「さて、ここならいいだろう。先に言っておくが、私は回りくどいことや世せ辞じが嫌いだ。それらを踏まえた上で話すがいい。──行くぞ！」

　地を蹴り、肉薄してきたリヴが上から棒を振り下ろしてくる。

　これを正面から受けたサガは、鍔つば迫ぜり合あいながらリヴに問うた。

「なら端的に言うが、お前の生い立ちや能力などを知りたい」

「……何？　──ふんっ！」

　あからさまに顔を顰めた後、リヴはサガを弾き飛ばす。

　もちろんただの興味本位じゃない、と今度はサガの方から攻撃を仕掛けた。

　──がんっ！

　が、リヴはこれをなんなく捌さばき、互いに捌き合いの攻防へと発展していく。

「理由は二つ──一つは作戦の成功率を上げるため。もう一つはファムの生存率を上げるためだ。お前らが彼女を大事にしているように、俺もファムには生きて貰わないと困るんでな。どんな状況にでも対応出来るよう、出来うる限りの情報を集めておきたいんだ」

「なるほど。ファムを出しにしているように聞こえなくもないが、お前の言うことはもっともだ」

　棒を振る速度も次第に増していき、もはや鍛錬の域を超えているようにも見えるが、サガにしろリヴにしろ、どちらも魔王級の猛も者さである。

　むしろ足りないほどであった。

「──いいだろう。ならばお前の知りたい情報を全て教えてやる！」

　そうして刃を交えながら、リヴは色々なことを教えてくれた。

　中でもサガが驚いたのは、リヴが《古竜》と同じ、〝竜〟の血を引いているということだった。

　そう、魔界最強種と呼ばれる竜種──リヴはその生き残りだというのだ。

　リガルが《古竜》を討伐した際、身寄りの無くなった彼女を引き取ったらしく、彼とはそれ以来の間柄なのだと。

　つまりリヴにとって、リガルはもう一人の父親も同然の存在だったというわけだ。

　もちろん竜種だからどうだというわけではなく、サガが重要視しているのは、竜種ゆえに〝《古竜シリーズ》ともっとも相性がいい〟ということである。

《古竜》の絶大な力を、一番上手く扱えるのがリヴということは、かなり重要な情報であろう。

　やはり戦闘面では外せない存在だ。

　これに関しては、もう少し掘り下げてもいいかもしれない。

　そう考え、五本目の木の棒を手に、サガは尋ねる。

「で、その竜種というのは、全員魔ま獣じゆう型がたになれるのか？」

〝魔獣〟というのは、魔族ほどの知性は持たずとも、魔力を駆く使しして他種族を食らい、糧かてとする動植物のことである。

　サガが乗り回していた馬ば獣じゆうもその一種であり、あれは〝雷〟の属性を持つ魔獣ゆえ、通常の馬より遙かに速く駆けることが出来るという特性を持つ。

　そして魔族の中には、自らの身体を変質させ、この魔獣のような見てくれになることが出来るやつらがおり、そういう形態のことを〝魔獣型〟と呼ぶのだ。

　サガの攻撃を同じく五本目の棒で受けたリヴだが、その瞬間、びきっと棒に亀裂が走った。

「ふむ、確かに我ら竜種と言えば、人型よりドラゴンやワイバーンといった魔獣型の方がしっくりくるだろう。──はっ！」

「──ぐっ!?」

　棒を捨て去ると同時に身体を捻ひねり、リヴは回し蹴りをサガに見舞う。

　衝撃でサガの棒も砕け、そのまま徒手空拳の鍛錬へと移行する。

「元々竜種自体、それらのものから人型になったと言われていてな。元が魔獣ゆえ、通常の魔族より強いとされ、魔界最強種などと呼ばれるようになったと言うが──ふんっ！」

「はあっ！」

　リヴの正拳を紙かみ一ひと重えで躱かわしたサガは、彼女の腕を巻き込むように抱え、これを背負い投げる。

　だがリヴの方も投げられることを予期していたのだろう。

「──おっと」

　空中で体勢を立て直し、すたりと何事もなかったように着地した。

「で、お前の問いに対する答えだが、結論から言えば〝イエス〟だ」

「じゃあお前も？」

　サガの問いに、リヴは大きく頷く。

　どうやら鍛錬はここまでのようだ。

「ああ。我ら竜種にとって、魔獣型は本能と言ってもいい。そして本能は理性で抑えることは出来ても、完全に捨て去ることは出来はしない。魔族の四大欲求と同じだからだ」

「なるほど」

　リヴの言う〝四大欲求〟とは、魔族の本能とも言える食欲、性欲、睡眠欲、闘争欲の四つからなる欲求のことである。

　これらは魔族が生きるために必要不可欠なものであり、どれも理性で抑えることは出来ても、捨て去ることは決して叶かなわないとされている。

　竜種にとっての魔獣型が、この四大欲求と同等のものであると言うのであれば、確かに全員変異出来るのが当然であろう。

　そう納得するサガだったが、リヴは「だが」と続けた。

「魔獣型は今し方言ったとおり、本能みたいなものだ。つまりこれに変異するということは、〝理性を捨て去る〟ということと同義」

「要は手がつけられなくなると？」

「ああ。そのとおりであり、またそのとおりではない」

　意味深なリヴの言い回しに、サガは怪訝な顔で首を傾げる。

「どういうことだ？」

「たとえばお前が怒りに呑まれたとしよう。その時、お前は目の前の敵にただ怒りをぶつけることだけを考え、とにかくそれを実行しようするはずだ」

「まあ、そうだな」

「竜種の変異がまさにそれだ。しかも理性を完全に失っている以上、魔族の怒りより遙かにタチが悪い。自らの意識はしっかりと残っている──が、欲求を止めることは出来ず、とにかくそれを他者にぶつけようとすることだけを考える。殺戮なら殺戮を、支配なら支配を、その両方ならその両方をな」

「もしかして《古竜》は……」

　リヴの話に思うところがあったサガだが、それは正しかったようだ。

「ああ、そうだ。やつは早々に人型を捨て去った。我ら竜種が悠久の時を掛けて、魔獣から魔族へと進化したというその研けん鑽さんの全てを、やつは無かったことにしたのだ！　しかも最後は自らの力に呑のまれ、同胞である我ら竜種にまで手をかけた！」

　怒ど気き孕はらむリヴの話を、サガは真剣に静聴する。

　真面目な彼女のことだ。

　竜種の誇りを汚した《古竜》に対し、口に出した怒気以上の憤いきどおりを覚えていることだろう。

「ゆえに、私はそんな《古竜》から作られた《古竜シリーズ》を毛嫌いしていた。こんなものを使うくらいなら、死んだ方がマシだとな」

「ああ、だからエルゼと揉めたのか」

「なんだ、そんなことまで話したのか」

　あのお喋りめ、とエルゼに鋭い視線を向けるリヴだが、話の途中だったことを思い出したらしく、一つ咳払いをして続けた。

「だがある時、リガルさまは私に言った──〝力〟に良い悪いなんてものはない。それをどう扱うかが問題なのだ、と」

「なるほど。俺はリガルについてあまり知らないが、それでもあいつらしいと思えるから不思議だ」

　サガが考え込むようにそう言えば、リヴは口元を和らげて言った。

「そうだな。実にリガルさまらしいと思うよ。おかげで吹っ切れた私は、逆に憎き仇かたきであるやつの力を利用してやるとばかりに、《ディーテ》を使いこなす訓練を始めたわけさ」

「そうか。まあ結果的に、それだけの力を持つようになったんだ。利用されている《古竜》のやつも、相当悔しがってるだろうな」

「ふ、そうであることを祈ろう。というわけで、竜種の魔獣型についてはそんなところだ。〝なれはするが、なろうとは思わない〟──それが誇り高き竜種の総意と知れ」

「ああ、分かった。礼を言う」

「別に構わん。全てはファムのためだからな。しかしやつのことを話していたら、なんだか腹が立ってきた。ので、私は少し走ってくる」

「そうか。じゃあまた後でな」

「ああ」

　リヴの背を見送ったサガは、貴重な話を聞けたことをありがたく思いつつ、次の人物へと視線を向ける。

「エルゼー、お鍋借りていいー？」

「うむ、好きなのを持って行くがよい」

「わーい、ありがとー♪」

　そう、アオイだ。

　どう見てもボーイッシュな美少女にしか見えないのだが、どうやら〝美少年〟の方だったらしい。

　それについては色々と言いたいことがあるのだが、今は口を噤つぐむことにしよう。

　彼女──いや、彼は見た目通り、性格も温厚かつ快活で、配下たちの中でもムードメーカーのような存在だと言えよう。

　しかしサガはまだ見たことがないのだが、その愛くるしさとは裏腹に、超絶的な戦闘力を内包しているといい、リガルが存命の頃は、彼のためならばと、容よう赦しやなく相手を血だるまになるまで叩きのめしていたという。

　もっとも、それをやり過ぎて、後にファムにたしなめられたわけだが。

　ともあれ、別段鍛えている素振りの見えない彼が、何故そこまでの戦闘力を兼ね備えているのか。

　その辺のことについても詳しく聞いておきたかったサガは、エルゼから鍋を借り、鼻歌交じりで小屋へと戻ろうとしていたアオイを、とりあえず呼び止めることにした。

「よう、少しいいか？」

「うん？　どうしたの？」

　銀の鍋を抱えながら、可愛らしく小首を傾げるアオイに、本当に男なのかという疑問が再び脳内を過ぎるが、今聞くべきはそちらの情報ではない。

　気を引き締め直し、サガは本題に入る。

「ああ、実は作戦の立案に関して、全員から能力やなんかの情報を聞いていてな。お前にも色々と話を聞きたかったんだ」

「あ、そうなんだ。うん、それは全然構わないんだけど、これからお夕飯の仕込みをしようと思ってたから、それが終わってからでもいいかな？」

　ちなみに、魔族は人より燃費がよく、一日一食──それも夜に食べるのが基本だったりする。

「まあそれでもいいんだが、それはどのくらいで終わりそうだ？」

「うーん、お夕飯くらいまでかなぁ。あ、でもお夕飯の後はお片付けがあるし……」

　どうしよう……、と難しい顔をするアオイに、サガはこう提案する。

「なら俺もその仕込みとやらを手伝うから、ついでに話して貰ってもいいか？」

　そこまで手が空かないと言うのであれば、同時進行すればいいだけの話だ。

「あ、うん！　それは凄く助かるよー！」

　にこり、と満面の笑みで頷くアオイとともに、サガは小屋内の厨房へと向かう。

　とはいえ、あるのは無骨な石の台と、同じく土で出来たかまどだけなのだが。

　アオイが鍋をかまどの上にセットしたことを確認した後、サガは彼に尋ねる。

「で、俺は何をすればいい？」

「えっとね、今日はファムさまのために、元気の出るトードとサーペントのお鍋にしようと思ってるから、サガはサーペントの頭を落として、皮を剝むいてから一口サイズに切って貰えるかな？　獲とってきたのがそこの箱に入ってるから」

「ああ、分かった」

　アオイに言われたとおり、隅の木箱を開けると、中には体長一メートルほどのサーペントが、所狭しと詰め込まれていた。

　なお、〝サーペント〟というのは、魔界に生息する蛇型魔獣の総称である。

　もちろん毒があったり大きさが違ったりと、多種多様なサーペントがいるのだが、区分けする意味があまりないため、一ひと括くくりにされている。

〝トード〟も蛙型魔獣の総称で、扱いはサーペントと同じだ。

　木箱からサーペントを一匹取り出したサガは、それを石台の上に置き、ナイフで素早く首を落とす。

　それでも胴体はうねうねと動き続けていたが、気にせず切り口から皮を剝ぎ、容赦なく分断していく。

　切った部位は鍋に入れろとのことだったので、サガはサーペントを取り出しては切り分け、鍋に入れる作業を繰り返していた。

　最中、サガは同じく隣でトードの解体作業をしていたアオイに、その能力諸々の話を聞く。

　すると、彼は笑いながら自身の生い立ちを語り始めてくれたのだが、




「いや、実はね──ボクって魔族なのに、〝勇者〟の力があるんだって」




「……はっ？」

　いきなりそんなことを言われ、サガは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　聞き間違いかと耳を疑うも、アオイは苦笑いを浮かべながら続けてくる。

「あはは、やっぱそういう反応になっちゃうよねー。ボクもよく覚えてないんだけど、確か勇者のクローンを母体として生み出された者？　だったかな。そんな感じで、胎たい児じの時に、無理矢理人間のお腹の中に埋め込んで、唯一適合したのがボクだったんだってさー。だからボクには〝勇者に限りなく近い力〟が備わってるみたいで、魔族相手だと、それが一層際立つんだって」

「……なるほど」

　にわかには信じがたい話だが、確かにそれならば、別段なんの鍛錬も積んでいないアオイが、竜種のリヴに匹敵する力を有していたとしても、なんらおかしくはないだろう。

　しかし……、とサガは眉根を寄せる。

　過去、この魔界から次元の壁を越え、人間界へと赴いた最強の魔王を、たった一本の剣で討ち滅ぼした者。

　それが〝勇者〟と呼ばれる人間だ。

　が、もちろんただの人間にそのような力はない。

〝神族〟──魔族の天敵である天界の神々が、彼らに力を貸したのだ。

　ゆえに、勇者の力は魔の者に対して絶大な力を誇る。

　元が神族の力なのだから、それも当然であろう。

　そしてアオイには、その神族の力が備わっているという。

　言わずもがな、魔と神の力は相あい容いれない火と水のようなもの。

　どんなに頑張ったところで、これら二つが混じり合うことなど、決してあり得ないと思っていた。

　なのに──。

「どうしたの？」

　この可か憐れんな少年が、その唯一の成功例だという。

　それどころか、ここには希少種のドワーフに、竜の生き残りまでいるどころか、それらをまとめているのは、最強の娘なのに最弱ときた。

　改めて考えてみれば、この一団は異様だ。

　変わり者ばかり集めてきたのかと疑いたくなるくらいに。

　まあ、マリーナも変わっていると言えば、確かに変わっているので、あながち間違ってはいないのかもしれないが……。

「いや、なんでもない。で、先代とはどうやって出会ったんだ？」

「えっとね、リガルさまはボクを研究所から助けてくれたんだ。後で助けてくれた理由を聞いたことがあったんだけど、〝魔族は魔族の力でぶちのめすから面白い〟んだってさ」

「なるほど。実にあいつらしいな」

「ねー。まあそんな感じで、ボクはリガルさまに引き取られたんだけど、おかげで皆とも会えたし、結果オーライってやつだね。あ、〝アオイ〟って名前も、リガルさまがつけてくれたんだよ？」

「そうか。確かに綺き麗れいな青髪だし、お前にぴったりの名前だな」

「えへへ、ありがとー♪　リガルさまもそう言ってくれたんだー♪」

　嬉しそうに笑うアオイに、今一度頷いたサガは、最後にこれだけは聞いておかねばという疑問を問う。

「で、だ。俺は最初見た時、お前を女だと思っていたんだが……違うのか？」

　その問いを聞き、アオイは少々沈んだ表情で深く息を吐いた。

「ボクもさぁ、本当は女の子に生まれたかったんだぁ……。でも、身体は男の子に近いみたいなんだよねぇ……」

　はあ……、と再び肩を落とすアオイに、サガは言う。

「そうなのか……。でもその割には、随分と女っぽい恰かつ好こうをしているように見えるんだが……」

　少なくとも、スカートを穿はいているのは確かである。

「いや、それがさぁ、ボクってずっと研究所育ちだったから、自分が男とか女とか、そういうのよく分からなくて、なんとなく女の子だと思ってたんだよねぇ」

「まあ、別にいいんじゃないか？　俺もお前を女だと思っていたし、他の女と比べても十分可愛いからな」

「え、ホント!?」

　ばっ、ともの凄い勢いで顔を上げたアオイに、サガは「お、おう」と頷く。

「ほ、ホントに!?　ホントにボク可愛い!?」

「あ、ああ。お前は可愛いぞ、アオイ。だからその……もう少し離れような？」

　サガの鼻先数センチのところまで顔を寄せてきたアオイに向け、サガは苦笑い気味に諭す。

　甘く良い香りがサガの鼻び腔くうをくすぐる中、アオイは顔を離したと同時に、紅潮した両頰に手をあて、「ど、どうしよう!?　サガに可愛いって言われちゃった!?」と戸惑い始めた。

「とりあえずあれだ。落ち着け」

「う、うん！　でも恥ずかしいから、ボクちょっと頭を冷やしてくる！」

「あ、おい!?」

　──バンッ！

「うぼあっ!?」

「あ、ごめーん！」

「…………」

　脱だつ兎との如く駆け出していったアオイの背を、サガは呆然と見送ることしか出来なかった。

「……いったぁ～……」

　アオイが小屋を去ってから数秒後。

　顔を押さえながら室内に現れる、黒こく衣いの人物がいた。

　──マリーナである。

　確かに悲鳴が上がってはいたが、どうやら先ほどアオイがドアを開けた際、ちょうど入ろうとしていた彼女が、これの直撃を受けたらしい。

「だ、大丈夫ですか？」

　奥の部屋で休んでいたファムも、今の音で何事かと姿を現す始末だ。

「……ああ、私は平──」

　と言ったところで、マリーナは自らが素に戻っていることに気づいたようだ。

　わざとらしくげふんっと咳払いをし、彼女は「クックックッ……」といつものように笑い始めた。

「ふ、この我があの程度の攻撃に怯ひるむものか」

「ああ、それならよかったです。……けほっ」

　思いきり怯んでいたような気がするが……まあそれはいい。

　アオイはどこかに行ってしまったが、頼まれた分の手伝いは終わっている。

　ならば手伝いはここまでにし、次はマリーナにでも話を聞くとしよう。

　そう頷いたサガは、遠巻きに話しかけるタイミングを窺う。

「クックックッ、病み上がりなお前のことだ。そろそろ贄にえを必要としているのではないか？」

「あ、そうですね。確かに少しお腹が減った気がします」

「クックックッ、やはりな。どれ、一つこの我が知恵の実をくれてやろう」

　そう言いながら、木箱からアオイが採ってきた、こぶし大程度の紫色の果実──レグレプをいくつか持ち出したマリーナは、ベッド脇に腰かけるファムの隣に座り、懐ふところから豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施されたナイフを取り出して、これの皮を剝き始めた。

　レグレプは栄養価よりも瑞々しさに定評のある実で、保存は利かないが、微かな甘みもあり、水分補給にはもってこいの果実だ。

　水辺近くの木に生っていることが多く、旅先でよく口にした覚えがある。

「ありがとうございます、常とこ闇やみさん」

「クックックッ、よきにはからえ」

「…………」

　恐らく〝構わない〟とか〝気にするな〟という意味の言葉を言いたかったのだろう。

　だがサガの知る限り、〝よきにはからえ〟は、〝お前の思うとおりにやれ〟という意味だった気がするのだが……。

「クックックッ……あれ？　なかなか剝けない……このっ……あれ？」

「ふふ、ゆっくりで大丈夫ですよ」

　ドヤ顔で間違った言葉を使いながら、しかも皮剝きが苦手だったらしいマリーナの様子を、ファムは微笑みながら眺めている。

　きっと彼女はいつもこのような感じなのであろう。

　無駄に尊大で、強がって色々なことに手を出すも、それに見合う実力がなく、結局は失敗してしまう。

　そんな自分のことがよく分かっているからこそ、マリーナは自分と同じく力のないファムに、もっとも親近感を覚えており、ゆえに誰よりも彼女のことを気にかけているのだ。

　確かに他の配下たちも、皆ファムのことを家族として大切に思っているとは思う。

　しかし少なくとも、第三者であるサガの目から見た感じでは、一番家族──〝肉親〟として近しいのは、マリーナなのではないかと思っていた。

　リヴは配下であることを弁わきまえているがゆえ、一歩離れたところにいる印象だし、アオイは兄妹というより、むしろ仲の良い友人と言った方が正しい。

　エルゼは惜しいところまで来てはいるのだが、やはりどうしてもおばあちゃん感から抜け出せてはおれず、恐らくは今後もそれ以上になることはないだろう。

　となれば、やはり姉と呼べるのはマリーナしかいない。

　しっかり者だが身体の弱い妹と、彼女を心配する、不器用だが優しい姉──それが今サガの目に見える二人の姿だった。

　もっとも、どれも傭兵団時代に見た、同胞たちの姿を元に推測したものなのだが。

「よ、よし、剝けたぞ！　さあ、食え！」

「わあ、ありがとうございます！」

　あきらかに芯しか残っていないレグレプを、ファムは嬉しそうに受け取り、しゃりっと一ひと齧かじりして、「美味しいです～」と頰を緩ませる。

「クックックッ、我にかかれば当然よ」

　ファムが喜んでくれたのが嬉しかったらしく、マリーナの顔にもほのかに朱しゆが散っていた。

「…………」

　まあ、マリーナに関してはエルゼにでも聞けばいいか。

　楽しそうにしている二人の姿を横目に、サガは一人小屋を後にしようとするが、




「──あ、サガもどうですか？」




「なぬっ!?」「……うん？」

　ふとファムに呼ばれ、足を止める。

　水を差さないようにしようと思っていたのだが、呼ばれた以上は仕方あるまい。

「いいのか？」

　マリーナが面白い顔になっていたので、一瞬断るべきかとも思ったが、ファムの場合、たぶんこちらの方がいいのだろう。

　そう考え、サガは彼女らのもとへと赴く。

「はい、もちろんです」

　すると、ファムはいつものようにふんわりと笑った後、

「あ、これお借りしますね」

「うぅ、私とファムのラヴラヴタイムがぁ～……」

　隣で涙目になっていたマリーナに、ナイフを貸してくれるよう頼んだ。

「大丈夫なのか？　小型だが、一応刃物だぞ？」

「ふふ、心配してくださってありがとうございます。でも大丈夫です。よくお父さんにも、こうやって剝いてあげていましたので」

「そうか。まあ気をつけてな」

「はいっ」

　にこり、と柔らかく微笑み、ファムは器用にレグレプの皮を剝いていく。

　そうして全ての皮を丁寧に剝き終えたファムは、これを一口サイズに切り分けた後、どうぞと差し出してきたのだが、




「──はい、あーんです」




「うなっ!?」「……いや」

　彼女は口を開けろと言い始め、突然のことにサガも当惑してしまう。

　これはさすがに断ってもいいのではと思うサガだったが、しかしファムは笑顔でレグレプを差し出し続けており……。

「あ、あー……」

　ついに観念したサガは、これを受け入れるのだった。

「ふふ、美味しいですか？」

「……ああ」

　しゃりしゃりと口の中に瑞みず々みずしさが広がるが、今のやり取りのせいか、味の方はよく分からなかった。

　赤子の頃は定かではないが、誰かに食べさせて貰った経験など、サガの記憶上は皆かい無むだったからだ。

　どうにも調子が狂う……、と咀そ嚼しやくしながら頭を悩ませるサガだが、どうやらこの場には、彼以上にショックを受けていた者がいたらしい。

「ぐ、うぅ……」

「ど、どうしたんですか、常闇さん!?」

「…………」

　いや、泣くなよ……。

　やれやれと嘆息しつつ、サガはファムに頼む。

「たぶん腹が減りすぎたんだろ。悪いがこいつにも食べさせてやってくれないか？」

「あ、はい、もちろんです。どうぞ、常や」

「あ～～～～～」

「ふふ。はい、どうぞ」

　言い終える前から大口を開けていたマリーナに、ファムはおかしそうに笑いながらも、ぱくりとレグレプを食べさせてあげたのだった。

　なんとも手のかかる配下である。







　それからしばし経ち、結局マリーナのことはエルゼに聞きつつ、他の装備品類の手入れも頼んだサガは、小屋の中へと戻り、再び地図などが広げられたテーブルへと着く。

　室内には、休息中のファムの他、走り込みを終えたらしいリヴの姿もあった。

「さてと」

　デモンズファー城周辺が大まかに記された地図を見下ろしながら、サガは作戦を練り始める。

　要かなめとなるのは、もちろんサガの思い描く〝仕掛け〟である。

　これを軸に、城外──城下町で魔族どもを引きつける陽動組と、城内に侵入し、アスタロトを討つ突入組の二手に分かれるのが得策であろう。

〝仕掛け〟の後始末をするためにも、サガは外──つまり陽動組にいなければならない。

　となれば、もう一人くらい大いに暴れられる者が欲しいところだが──。

「……アオイ、だな」

　こつん、と地図の上──三日月状になっているデモンズファーの領地内に、サガはアオイに見立てた駒こまを置く。

　単純に暴れるだけならば、リヴでも構わないのだが、属性的にサガとの相性が悪いため、攻撃が相殺され、威力が半減する可能性があるからだ。

　敵軍の数が数なだけに、暴れられる人数は多い方がいいに決まっている。

　しかしこれ以上戦力を割くわけにはいかず、足りない分はサガの〝仕掛け〟で補うしかあるまい。

　ただ幸か不幸か、このデモンズファーの領地は、サガの〝仕掛け〟を最大限に発揮出来る地形をしている。

　三日月状──いや、湾型とでも言うべきだろうか。

　とにかくデモンズファーの領地は、前にも言ったように、前面以外をぐるりと切り立った断崖絶壁で覆われているのだ。

　領地内の最奥は、もちろんデモンズファー城である。

　当然、元々前面にも、強固な外壁と門扉が備わっていたのだが、侵攻の際、これらは破壊され、ほとんど機能してはいない。

　が、それはこちらにとって、非常に有利なことでもある。




　何せ──〝攻めやすい上にやつらの逃げ場が一切ない〟ということなのだから。




　そして有利なことはもう一つ──ファムが箱入り娘だったということだ。

　エルゼの話だと、リガルの意向で、ファムは城の外に一歩も出たことがないという。

　それどころか、民たちにも、その姿をただの一度も見せたことがないのだと。




　それはつまり──〝ファムの詳細な情報を誰も知らない〟ということだ。




　だからこそ、アスタロトは追っ手を差し向けてきたのだろう。

　ファムの状況を知っているのならば、彼女を脅威だとは判断しないからだ。

　にもかかわらず、やつは幾度も追っ手を放ってきた。

　この最弱の少女に向けて、だ。




　これは──使えるかもしれない。




　ので、〝仕掛け〟を行う際に使わせて貰うとしよう。

　ともあれ、他の魔王勢を全て蹴散らしたというアスタロトが、どれだけの力を持っているかは未知数だ。

　ならば念には念を入れ、突入組は多めに取っておいた方がいいだろう。

　個人的には勘弁して欲しいが、ファムが魔王として、アスタロトとの対面も望んでいる。

　護衛は多いに越したことはないのだが、問題はアスタロトだけが相手ではなかった場合だ。

　あらかたの軍勢は引きつけるつもりだが、それでも城内に残った兵たちの相手は、突入組に任せるしかない。

　それらが予想よりも多かった場合、玉座の間に辿り着いた彼女らは、そこに鎮座するアスタロトを相手にしつつ、背後に迫る兵たちにも注意を払わなければならなくなってしまう。

　城内の構造はエルゼから教えられているが、最後の階段を上った後、玉座の間までは一本道の廊下だ。

　とするならば、誰かがここに残り、魔族どもを引きつけなければならないだろう。

　この場合、うってつけなのはマリーナだが、彼女は攻撃面に不安が残る。

　というのも、エルゼに聞いた話だと、マリーナは仮にも魔族でありながら、ほぼ全ての魔術類を使うことが出来ない上、身体能力も通常よりかなり劣るらしい。

　魔力を持つ以上、果たしてそんなことがありえるのかと疑問に思うのだが、彼女にはその代わりに与えられた、他の魔族にはない特殊能力があるという。




　──〝不死〟に近い〝超絶的な再生力〟。




　それが彼女の持つ、彼女だけの特殊能力だ。

　たとえどんなに攻撃されたとしても、次の瞬間には何事もなかったかのように、むくりと起き上がってくるのだと。

　確かに毒味役も引き受けていたし、彼女自身の口からも、そのようなニュアンスの言葉がいくつか出ていた。

　ゆえに、サガもそういう類のものだろうと予想はしていたが、エルゼ曰く、彼女の再生力は半端ではなく、首を落とされても死なないのだとか。

　よって、マリーナは対個人戦だと、ほぼ無敗らしく、大体相手が根負けするという。

　それらが事実ならば、時間稼ぎ要員として、こんなに優秀なやつはいないだろう。

　これで戦闘力があれば言うことはなかったのだが、先ほども述べたとおり、彼女自身の身体能力はほぼ人間並みゆえ、そこに期待することは出来なさそうである。

　余談だが、彼女の演技がかった口調と、よく口にする〝ロード・オブ・エターナルダークネス（常闇の主）〟というのは、やはり彼女自身が考えた設定だったらしく、力のない自分を自覚しているからこそ、そういうハッタリで身を覆っているらしい。

　無駄に自信に溢れているのもそのためだと言い、武器である《古竜》の鱗うろこから作られたマント──《アケローン》も、そんな彼女を彩いろどるためのものだという話だ。

　しかし〝どんなに攻撃されても倒れない〟というのは、サガ的に言えば、かなり恐ろしい相手だと思うのだが、やはり戦闘力が乏しいという事実が大きいのだろうか。

　が、それさえ解決出来れば、マリーナは無敵とも言える戦士になれるのだ。

　是ぜ非ひとも頑張って貰いたいものである。

　と、それはさておき。

　いくら倒れないとはいえ、押し留めるだけの力は彼女にはない。

　つまり抜けさせないようにするためには、エルゼがサポートに回るしかないわけだ。

「……っ」

　リヴの実力を疑っているわけではないが、果たして彼女一人でアスタロトを倒せるのだろうか。

　それもファムを庇かばいながら戦って、だ。

　マリーナとエルゼがいるのならば、最悪、アスタロトの実力がリヴを上回っていたとしても、マリーナに攻撃を受けさせ、エルゼのサポートがあればなんとかなるとは思う。

　だが恐らく彼女らは、背後の兵を止めるので精一杯──助力は叶わないだろう。

　あまりファムを危険な目に遭わせたくはないのだが、後はもう賭かけるしかない。




　──サガの〝仕掛け〟が無事機能し、アオイが戦線から離脱した後、リヴたちのもとへと辿り着くことを。




　そこまでリヴが堪え忍んでくれれば、恐らく勝機はある。

　もっとも、あのリヴならば、「その前にアスタロトを倒すから問題ない」とでも言うのであろうが。

「──よし」

　とにかく作戦は決まった。

　後はサガの〝仕掛け〟がきちんと機能するかどうかだが、そこは命に代えてもやるしかない。

　ぐっと拳を握り、サガはそう決意を新たにしたのだった。







　夕食後、サガはふと確かめておきたいことがあり、ファムのいる寝室を訪れていた。

　室内には洗い物に出かけたアオイの代わりに、リヴが護衛として付き従っており、今も部屋の隅で装備類の手入れをしている。

　ちらり、とリヴから一瞥されたサガだったが、彼女はそのまま自らの手元へと視線を戻した。

　別段構わないということだろう。

「ファム、少しいいか？」

　最中、サガはベッド脇に腰掛けていたファムに声をかける。

「はい、なんでしょうか？　あ、よろしければ隣にどうぞ」

　彼女は相変わらずほんわかと微笑み、サガに隣に座るよう促してくれた。

「悪いな」

　とくに断る理由もないので、大人しく従っておく。

　ファムの隣に腰掛けたサガは、彼女にあることを尋ねた。

「参考までに聞いておきたいんだが、お前の属性はなんなんだ？」

「属性、ですか？」

〝属性〟とは、文字通り〝魔力の属する性質〟のことだ。

　サガなら〝氷〟、リヴなら〝火〟といった感じで、魔族は生まれつきなんらかの魔力的性質を持っている。

　属性は全部で九つ──すなわち火、水、風、土、木、雷、氷、毒、闇に分かれており、サガたち以外だと、マリーナは〝闇〟、エルゼは〝土〟となっている。

　ただ勇者の力を持つというアオイだけは別で、これら九種には当てはまらず、魔族でありながら、神族の持つ一○番目の属性──〝聖〟を有しているという。

　なお、神族は〝聖〟が基本的性質ゆえ、毒と闇以外の性質と合わせ、二つ持っている場合が多いという話だ。

「ああ。属性が分かっていれば、この《コキュートス》のように、ある程度装備で強化することが出来るからな。だから一応知っておきたいと思ってさ」

「なるほど、そういうことでしたか。でもごめんなさい……。わたしは自分の属性について知らなくて……」

　申し訳なさそうに俯うつむくファムに、サガは「いや」と首を横に振りつつ、再度リヴを横目で見やる。

「…………」

　が、彼女もファムの属性については知らないらしく、無言でかぶりを振っていた。

　ならば、とサガは懐から眼球くらいの大きさの、水晶のような球体を取り出しながら言う。

「別に謝るようなことじゃないさ。ならこいつで調べればいい」

「それは？」

「ああ、これは魔石の一種を加工したものでな。俺がまだ傭兵団にいた頃、拾ってきた子どもたちの属性を知るために使っていた代物だ」

「わあ、綺麗ですね」

　サガから魔石を受け取ったファムが、これを食い入るように見つめる。

　その顔は、まるで好奇心に溢れた幼子のようだった。

「で、そいつの使い方だが、とりあえず手のひらの上に置いて、そこにエネルギーが集まっていくようなイメージを思い浮かべてみろ。お前の属性に反応して、色が変わるはずだ。俺なら〝氷〟の紫、リヴなら〝火〟を示す赤とかな」

「は、はい」

　サガに言われたとおり、ファムは魔石を両手のひらの、ちょうど真ん中辺りに置き、すっと瞳を閉じて瞑めい想そうを始める。

　そうして数秒ほどじっとしていたファムだったが、




　──びきっ。




「──っ!?」「……えっ？」

　突如魔石に亀裂が入り、そのままぱっくりと二つに割れてしまった。

「わ、わわわっ!?　ご、ごめんなさい!?　わ、割れてしまいました……けほっ」

「い、いや、それは別に構わないんだが……」

　割れた魔石を受け取ったサガは、これらを呆然と見やる。

「む、大丈夫か？　ファム。怪け我がはしていないだろうな？」

「あ、大丈夫です。それよりサガの魔石が……」

　自分のせいでと悲しそうな顔をするファムだが、サガの胸中はそれどころではなかった。

　何せ、この魔石はどんなに強い魔力を込めようとも、そう簡単に割れるような代物ではないからだ。

　試しにサガも全力で魔力を込めたことがあったのだが、ただ紫色に目ま映ばゆく輝くだけで、魔石自体はびくともしなかった。




　なのにそれが──割れた。




　それはつまり──〝この魔石で判別出来る力以外の力〟が込められたということに他ならない。

　だがこれは神族の聖属性ですら、白色として判別出来る上、たとえ複数の属性持ちであろうとも、半々ずつ色が現れる、非常に優れた代物である。

　である以上、普通の魔族や神族ならば、割れることなど絶対にあり得ないはずなのだ。

「……サガ？」

　あまりの衝撃に、思わず固まってしまったサガだったが、冷静に心を落ち着かせ、ファムに問うた。

「すまん、なんでもない。ところで、お前の母親というのは、一体どういう人物だったんだ？」

「え、お母さんですか？　えっと、実はわたしが生まれてすぐ病気で亡くなってしまったらしくて……」

　と、少々寂しそうな様子のファムに、サガも謝罪する。

「そうか、それは悪かったな」

「いえ、気にしないでください」

　にこり、とファムが再び微笑みを見せてくれる中、サガはある確信を持って言った。

「だが一つ分かったことがある」

「あ、属性のお話ですか？」

「ああ。この魔石はな、そう簡単に割れるものじゃないんだ。恐らく先代──〝最強〟と呼ばれたリガル＝ド＝デモンズファーであったとしても、魔力を込めただけでこいつを破壊することは出来ないと思う」

「え、でも……」

　と、ファムが魔石に視線を落とす。

「そう、お前はそれを割った。俺を含め、屈強なお前の配下たちが絶対に出来ないであろうことを、お前はいとも簡単に成し遂げたんだ」

「い、いえ、わたしはそんな……けほけほっ」

「まあ聞け。お前のその力がなんなのかは、正直、俺にも分からない。たぶん先代なら何か知っていたのかもしれんが、今となってはもう聞けないしな。ならお前は、その力を自分で開花させるしかない。それは他の誰でもない、お前にしか出来ないことだ」

「わたしにしか出来ないこと……」

「ああ、そうだ。だがお前は身体があまり強くはないから、鍛錬なんかで無理はさせらない。ゆえに、もしお前のその力が開花する時が来るとするならば、それは望むにせよ望まずにせよ、お前が何か大きな壁にぶち当たって、それでも前に進まなけりゃいけなくなった時のことだろうさ。いわゆる起死回生というやつだな」

「起死回生……。わたしが、皆さんを助ける……」

「そういうことだ。まあ助けられるかどうかはお前の頑張り次第だが、もしこの先、そんな状況に陥おちいる時が来たのなら、いっそ腹に力を込めて、怖くても前に踏み出してみろ。自分には凄い力があるんだとな。そうすれば、あるいは道が開けるかもしれん」

　そう話をまとめたサガの言葉を嚙み締めるように、ファムは大きく頷いた。

「……はい！　わたし、その時は絶対に前に進んでみせます！　……けほっ」

「おう。まあ無理せずにな」

「あっ……」

　ぽんっ、とサガに頭を撫なでられたファムは、突然のことに驚いたのか、一瞬呆けたような顔をしていたのだが、

「はいっ」

　先ほどよりも一層力強く、そして本当に嬉しそうに頷いていた。

「────」

　だが心中穏やかでなかったのは、むしろサガの方であった。

　何故なら、サガは彼女の頭を撫でる気などなかったからだ。

　自分でもどうしてそんなことしたのか分からないまま、サガはただファムの温もりが残る手のひらを、しばしじっと見つめていたのだった。







　翌朝。

　全ての準備が整ったサガは、作戦の要となる〝仕掛け〟をするべく、一人別行動を取ることにしていた。

　こればかりは単独で動いた方が、何かと都合がよかったからだ。

　ファムたちにはデモンズファー付近で身を隠すよう指示し、サガが〝仕掛け〟を仕込んだ後、《古竜シリーズ》の特性を用いて合流する運びとなっていた。

　此度の作戦が成功するかどうかは、正直、サガのこの〝仕掛け〟が無事機能するかどうかに懸かかっている。

　そしてデモンズファーでの戦闘を開始した後、施した〝仕掛け〟がどういう状態にあるかを確かめる術すべはない。

　ゆえに、失敗は絶対許されないのだが、やはり昨夜のことが気になっているのか、サガはどうにも集中し切れずにいた。

　あれから一晩考えたものの、未だに何故あんなことをしたのか分からずじまいだったからだ。

　傭兵団の子どもたちですら、あんな風に接したことなどなかったはずなのだが……。

「……ふう」

　とはいえ、答えが出ない問答ほど無駄なことはない。

　とにかく今は作戦のことだけを考えなければ。

　深く呼吸し、サガは頭を切り替える。

「さて──始めるか」

　断固たる決意を胸に、サガが辿り着いたのは、魔王同士が激しい争いを繰り広げている、遙か遠方の戦場であった。





　　　　◇






「…………」

　魔王──〝アロケル〟が死んだという報告が入ったのは、つい先日のことだった。

　アロケルと言えば、三○以上もの軍団を従え、これらを巧みに扱う知将として知られていた北方の魔王だ。

　そのアロケルが死んだ。

　魔王──〝ザガン〟との戦闘中、突如介入してきた〝別の魔王〟によって、自身の軍諸共、皆殺しにされたという。

　もちろんザガンも死に、後には夥おびただしい数の死し骸がいだけが残ったと、偵察班の魔族は言った。

　つい驚き、勢いでその魔族を殺してしまったが、やつの言ったことが事実なのは、同じ班の魔族も認めている。

　ならば確かにアロケルとザガンは殺されたのだろう。




　魔王──ファム＝ル＝デモンズファーの手によって。




　何せ、戦場にはこれ見よがしに、デモンズファーの旗が立っていたというのだ。

　そんなことをする意味など、ただ一つしかない。

　このデモンズファー城を根城にするアスタロトに、見せつけているのだ。




　──貴様もこうなるのだ、と。




　さすがは最強──リガル＝ド＝デモンズファーの娘。

　複数の魔王を相手にすることなど、自分には造作もないのだと言いたいに違いない。

　事実、それだけのことをやり遂げたのだ。

　──認めよう。

　だがアスタロトは、他の魔王どものようにはいかない。

　せいぜいやつの顔を絶望色に染め、ありとあらゆる陵りよう辱じよくの末に嬲なぶり殺ごろしてくれる。

　──びきっ。

　そう勢い込み、アスタロトは肘掛けを握り潰さんと猛る。

　と。




「──も、申し上げます！　魔王──〝シャックス〟及び〝キマリス〟が討たれたという報告が入りました！　戦場は壊滅！　先日同様、デモンズファーの旗が確認されたという情報も入っております！」




　時同じくして、そんな報告が飛び込んできて、アスタロトは「やはり来るかっ！」と玉座から腰を上げ、吼ほえた。

「──全軍に通達しろっ！　この数日中に、デモンズファーの忘れ形見を迎え討つとなっ！」







「──何者だ!?　……って、お前か。随分早かったのだな」

「ああ」

　それから数日経たったある日のこと。

　すでにデモンズファー近辺まで移動していたファムたちのもとに、一人作戦の肝きもとなる〝仕掛け〟をしに向かっていたサガが帰還する。

「クックックッ、一○○○年ぶりだな。まずはこれを飲むがいい」

「おう、悪いな」

　マリーナから冷たい水入りの水筒を受け取ったサガは、喉のどの渇かわきを潤うるおすため、これを一気に飲み干した。

　ここ数日はほとんど飲まず食わずで働き詰めだったため、水分が五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡っていく。

「……ふう」

　一息吐ついたサガに、リヴは逸はやる気持ちを抑えきれず、首尾の方を尋たずねてきた。

「お前が無事だったことは何よりだが、それより例の〝仕掛け〟とやらはどうだったのだ？」

「ああ、一応出来うる限りのことはしてきたつもりだ。遠目にも戦場の様子は確認していたし、時間差も計算した上で、次のポイントへと移動もした。他にも色々と仕込んできたから、まず問題はないと思う。腹を括くくれるだけの自信はあるつもりだ」

「そうか、ならばよい。後はお前を信じるとしよう」

「……ああ」

　信じる、か……、と複雑な心境になりながらも、サガはこちらの状況を問う。

「で、こっちの方はどうだ？　この位置なら、どこかしらデモンズファー城を覗のぞける場所がある気がするんだが……」

　と、辺りを見回すサガたちがいるのは、以前サガがデモンズファー城を見下ろした際にいた、小高い丘近くの森の中だった。

「うむ、もう少しすれば、偵察中のエルゼが戻ってくるはずだ」

「大丈夫なのか？　あいつの領分は主に裏方だろ？」

「ああ、問題はない。ドワーフは〝希少種〟だからな。身を隠す術に関しては、エルフ並みに長たけているのさ」

「なるほど」

　恐らくはその鍛か冶じ技術を狙い、他の種族から襲われることは、彼女らドワーフにとって日常茶飯事だったに違いない。

　そうして今や個体数も減り、〝希少種〟と呼ばれるまでになってしまったのだ。

　ならば〝森の賢者〟と呼ばれるエルフ並みの隠いん遁とん術じゆつを身につけていたとしても、なんらおかしくはないのだろう。

　余談だが、魔族の中にも比較的争いを好まず、隠れるように生活をしている者たちがいる。

　件くだんのエルフや、エルゼのようなドワーフといった種族がそれだ。

　これらは他の魔族たちとは違い、隠れ里のようなものを作って、自らの種族以外との接触を拒んで生きている。

　ゆえに希少価値も高く、とくにエルフは、彼らの持つ叡えい智ちを手に入れんがため、常に狙われ続けているという話だ。

　なお、これら種族名のついた魔族たちは、他種族と交配することが滅めつ多たにないため、〝純血種〟と呼ばれていたりもする。

「ここから少し行った場所に、我らが拠点にしている洞どう穴けつがある。大樹の幹を入り口とした、隠れ家のような場所だ。ファムにはアオイをつけ、そこで待機させている」

「そうか。なら詳しい話はエルゼが戻って来てからにしよう」

「そうだな。では我われらも戻るぞ」

「ああ、分かった」「クックックッ、いいだろう」







　リヴに案内された洞穴は、確かに現地に詳しい者くらいでなければ、入ることを躊ちゆう躇ちよするであろう、本格的な地下空洞であった。

　恐らく案内なしでは、ファムたちのいる中間地点まで到達することも出来ないだろう。

　それほどまでに入り組んだ構造をしており、さらにファムたちのところへ行くためには、道を塞ふさいでいる岩の仕掛けを解除しないといけないなど、様々な手順が存在するため、尾行に関してはほぼ安心していいということだった。

　もちろんこれらを製作したのは、鬼才の呼び声高い名工──エルゼである。

　というのも、この洞穴はそのままデモンズファー城の地下に繋つながっており、脱出の際にも使用したのだとか。

　さすがはリガルの配下と言ったところだろうか。

　ならば作戦時は、ここを通って城に侵入するのが一番だろう。

　城内に残った兵たちの不意を突き、一気に玉座の間まで駆け上がってアスタロトを討うつ──これしかあるまい。

「あ、お久しぶりです」

「やっほー♪」

「おう、元気だったか？　とくにファムは」

「はい、このとおりですっ」

　ぐっと力こぶを見せようとしてくれるファムだったが、その両腕はか細く、相変わらず全体的に色素が薄いゆえ、どう見ても元気には見えなかった。

　しかし本人が笑顔でそう言うのならば、サガにこれを否定する理由はなく、「そうか。それは何よりだ」と頷うなずく。

「はいっ。……けほけほっ」

「ほら、ファムさま」

　咳せき込こんでしまったファムの背中を擦さすりつつ、アオイが水筒を差し出す。

「……ありがとうございます。えへへ、ご迷惑をかけてばかりですね」

　苦笑いを浮かべるファムに、アオイは首を横に振って言う。

「ううん、そんなことないよ。だって迷惑って、かけられた本人がそう思わないと、迷惑にはならないもん」

「そうなんですか？」

「クックック、そういうものだ。少なくとも、我を含めたこの者たちは、お前に迷惑をかけられたなど、ただの一度も思ってはいないはずだ」

「「「────」」」

　確認するように女子たちを見やれば、彼女らは一切の逡しゆん巡じゆんなく、揃そろって頷いた。

　が、サガは見逃さなかった。

「皆さん……。ありがとうございます……」




　そう微笑ほほえむファムの顔が──一瞬だけ寂しそうだったことを。




「…………」

　何か心配事でもあるのだろうか。

　これから作戦は山場を迎えるゆえ、そういう心配事は、今のうちに解消しておきたいのだが……。

　と、先ほどの表情が少々気になったサガは、それをファムに尋ねようとする。

　が。




「……ふう。今帰ったぞい」




　時同じくして、エルゼが偵てい察さつから戻ってきてしまった。

「あ、お帰りなさい」

「うむ。ただいまじゃ、ファム。──お、小僧も来ておったか」

「ああ。久しぶりだな」

「うんむ。壮そう健けんそうで何よりじゃ」

　別に戻ってくるなと言いたいわけではないが、如何いかんせんタイミングが悪すぎる。

　こうなってしまっては、もう空気的にも話を戻すのは難しいだろう。

　ならば仕方がないと諦あきらめ、サガは話題を変えることにした。

「で、偵察の方はどうだった？」

「うむ、今も城の周囲では、相変わらずのどんちゃん騒ぎじゃ。人様がせっかく貯ため込こんだ食料の類たぐいも、好き勝手に使ってくれておるしのう。まったく口く惜やしいったらありゃしないわい」

「クックッ、クッ!?　も、もしかして私のおやつも……？」

「そんなもん疾とうに食われ済みじゃ。空になった革袋が、そこかしこに散乱しとったわい」

「そ、そんなぁ～……」

　ずーんっ、と四よつん這ばいになり、すこぶるショックを受けるマリーナの頭を、アオイがよしよしと撫なでる。

　もっと他にショックを受けることがあるのではないかと思うサガだったが、すでに城を追われた時点で十分ショックを受けているのだ。

　今回のことは、単にそこへの追い打ちに過ぎなかったのだろう。

　しかしどんちゃん騒ぎか。

〝仕掛け〟が上う手まくいってるのならば、他の魔王勢に動きがあったことも、今頃はアスタロトの耳に入っているはずだ。

　果たしてブラフと考えるべきか……。

「して、おぬしの方はどうだったのじゃ？」

「ああ、こっちも出来るだけのことはしてきたつもりだ。もし俺の〝仕掛け〟が上手く機能し始めているのならば、そのどんちゃん騒ぎをしているやつらにも、いずれ何かしらの変化が起こるはずだ。まあ分かっていてやらせてるのかもしれないが、それならそれで構わないさ」

「そうか。ならばしばし静観かのう。一応わしも魔力に反応する、設置型の魔導具を仕掛け済みじゃて、やつらに大きな動きがあれば、すぐに分かるぞい」

「おう、その時はすぐ教えてくれ」

「うむ、了解じゃ」

　とにもかくにも、後はその時が来るまで待つしかなく、それまでは各おの々おの万全の準備を整えておくことを前提に、自由行動をすることになった。

　リヴは決戦に向けて装備類の手入れと、精神の統一を主に行っており、アオイも《古竜》の股こ関かん節せつから作られた巨大ハンマー──《マレブランケ》をぶんぶん振り回していて、やる気は十分のようである。

　マリーナは相変わらず一人で「クックックッ……」と含み笑いを浮かべているが、彼女はあれが余裕のある状態ゆえ、とくに問題はないのだろう。

　エルゼも件の監視用魔導具に気を配りつつ、他の小道具類の準備も怠おこたらないという周到ぶりだ。

　サガがざっと見ただけでも、四人の士気はかなり高いように思えた。

「……ふう」

　だがその中で一人だけ浮かない顔をしている人物がいた。




　──ファムである。




　緊張しているのか、それとも体調が芳かんばしくないのかは分からないが、彼女はどこか沈んだ表情で、皆からは少し離れた岩場に腰を下ろしていたのだ。

　先ほども気になる表情を見せていたし、今ならば話を聞きやすいかもしれない。

　サガは手入れをしていた手を止め、《コキュートス》をその場に置いて、ファムのもとへと向かう。

　刃を向ける気がないことを、きちんと訴えておかないと、リヴ辺りに邪魔されかねないからだ。

「あっ……」

　サガの気配に気づいたファムは、ぱっと笑顔になり、「準備は大丈夫ですか？」と尋ねてきた。

「ああ、もうすぐ終わる。ここに座るぞ」

「あ、どうぞ」

「悪いな」

　さっと少し横に移動してくれたファムの隣に、サガは静かに腰かける。

「────」

「…………」

　その瞬間、背後のリヴから鋭い視線が飛んできたが、今は許容してくれるらしい。

《コキュートス》を置いてきたのは、やはり正解だっただろうか。

　ともあれ、サガは穏やかな口調で語りかけた。

「どうした？　なんか元気がないように見えたぞ？」

「えへへ、そうですか？　わたしはいつも通りですよ？」

　そう笑いかけてくるファムだが、サガはあの時見た表情を忘れてはいない。

　つい先ほども、珍しく沈んだ顔をしていたのだ。

　何か気がかりなことがあるのは明白だろう。

　さっきも言ったが、今は大事な作戦の前である。

　出来るだけ士気が下がるような不安は解消しておきたい。

「まあお前が話したくないのなら、俺は別に無理して聞いたりはしない。お前は魔王なんだし、色々と考えることもあるだろうからな。というか、そもそも俺は部外者だし」

　話を聞きに来たはいいものの、今さらながらその事実に気づき、サガも微妙な心境になる。

　だがファムは、「いいえ、サガの気持ちはとても嬉うれしいです」と首を横に振り、ぽつりとこぼし始めた。




「……わたしは、ダメな魔王さまですよね……」




「まあ、確かにお前は弱い。その点で言うのなら、魔王を名乗ることすら難しいとは思う」

「…………」

「だがお前は、それでもあいつらに慕したわれている。あいつらがいれば、お前は魔王として在り続けられるはずだ」

「そう、かもしれません……」

　でも……、とファムは続ける。

「わたしは身体も凄すごく弱くて、皆さんは迷惑じゃないって言ってくれましたけれど、またきっと、ご迷惑をかけてしまうと思います……けほっ」

「…………」

「ね？　少し喋しやべっただけでこうやって咳き込んでしまうんです……けほっ。そんなわたしが迷惑じゃないなんて、どうして思えるでしょうか……」

「それは……」

　何か言わなくちゃいけないのは分かっているが、サガには言うべき言葉が見つからなかった。

　他人の慰め方など、サガは知らなかったからだ。

「わがままなのは分かっているんです……。でもわたしは、皆さんにこんなにも優しくして貰もらっているのに、それがいつも申しわけなくて堪たまらないんです……っ。こうして貰うことが、当然であって欲しくないんです……っ」

「…………」

　ぽろぽろと大粒の涙をこぼしながら悔しそうにするファムの姿に、サガの胸にも何かもやっとしたものが渦巻く。

　それは鬱うつ陶とうしいとか、そういう類のものではなく、どこか怒りに似た感情に思えた。

「わたしは、どうしてこんなにも弱く生まれてしまったのでしょうか……？　皆さんのような強さが欲しいわけではないんです……。ただわたしは、普通に、皆さんと同じ目線で歩みたいんです……。それが出来ないことが……わたしには、とても悔しくて……っ」

「……そうか」

　やはりこの子はリガルの娘だ、とサガは初めてそう思うことが出来た。

　今まではただの心優しく純朴で、でも頑がん固こなところもある、人間みたいな少女だと思っていた。

　しかし自らの境遇がこれだけ不遇であるにもかかわらず、一切腐らず、この芯の強さと負けん気の強さ、そしてどこまでも真まっ直すぐゆえに流された涙の熱さは、一介の魔族程度に抱けるようなものではない。

　少なくとも、サガには流せないものだった。




　これはやはり──〝人〟に近い強さと言えよう。




　神族の力を借りたとはいえ、何な故ぜ人が次元を越えるほどの魔王を倒すことが出来たのか。

　それは、彼ら人の〝精神性〟にあると言われている。

　数多くの困難を乗り越えた末、精神力が肉体の限界を上回り、不可能を可能にするのだと。

　もしファムにそのような力が備わっているのだとしたら──。

「ところで、ちょっとした昔話なんだが、聞いてくれるか？」

「……はい。なんでしょうか？」

　涙を手で拭ぬぐいながら頷くファムに、サガは言う。

「俺も聞いた話だから、本当かどうかはよく分からないんだが、《古竜エンシエントドラゴン》が誕生するよりも遙はるか前、この魔界から人間界に、次元の壁を越え、一人の魔王が自らの力だけで進軍したらしくてな。それだけ強大な力を持つ魔王だ。当然、人間界は大混乱に陥ったらしい」

「それってもしかして……」

　双そう眸ぼうを見開き、ファムは驚きの表情を浮かべる。

「お、知ってるのか？」

「いえ、詳しくはわたしも知らないのですが、お父さんに聞かされた、古いにしえの大魔王さまのお話に似てるなって」

「ああ、たぶん同じものだと思う。何せ、人間界に行った魔王は、今も昔もそいつただ一人だけだからな。で、続きを話しても大丈夫か？」

「はい、お願いします」

「なら続けるが、そいつは人間界を手中に収めようと画かく策さくし、数多くの人間たちがこの犠牲になった。だが当然、人間たちも黙っていられるはずはなく、それは天界の神族たちも同様だった。無む闇やみに人間界に接触することは禁じられていたが、事態が事態ゆえ、神々は人間たちの中で、もっとも正義感の強い一人の若者を選び、彼に神族の力が込められた一振りの〝剣〟を与えたんだ」

「それが、〝聖剣〟……」

「ああ、そうだ」

　真剣な面おも持もちで話に聞き入るファムに、サガも真顔で頷く。

「〝聖剣〟と呼ばれたその剣を手に、若者は苦しむ人々を救うべく、魔王討伐の旅に出たというわけだ」

「きっと大変な旅だったのでしょうね……けほっ」

「そうだな。自力で異世界に赴おもむくほどの魔王を相手に、人間の若者が、たかが剣一本で抗あらがおうとしたんだ。相当の覚悟がなければ出来ない芸当だろうさ」

「はい……」

　だがやり遂とげた、とサガは続ける。

「俺らの常識で考えれば、絶対に無理だと断言出来るような旅を、若者はやり遂げた。多くの犠牲を払い、若者自身がその命を捧ささげることで、魔王はついに討たれることになったんだ。そして自らを犠牲にしてまで世界を救った若者を、人々は後に〝勇者〟と呼び、称たたえることにした──まあそういう話だな」

　余談だが、アオイはこの時の聖剣を受け取った若者を元に、研究をされていたのだろう。

　先ほども言ったが、通常ではあり得ない勝利だったのだ。

　にもかかわらず、何故彼は相打ちとは言えど、魔王に勝利することが出来たのか──その力を恐れ、それを突き止めたいと思う探求心は、サガにも分からなくはなかった。

「そうでしたか。わたしの聞いたお話は、どちらかと言うと魔王さん側のお話だったので、凄く新鮮な感じがしました」

「そうか。ちなみにファムが聞いたのは、どんな感じの話だったんだ？」

　サガにそう尋ねられたファムは、口元に人差し指をあてながら、自らの記憶を辿たどった。

「えっと、わたしが聞いたのは、魔王さんがとにかく怖かったというお話です」

「怖かった？」

「はい。お父さんは言ってました。その魔王さんは、絶対的な力で全ての魔族を統率していたと。彼の統治は恐怖政治そのもので、逆らった者はおろか、その者の血族全てを皆殺しにしたと聞いています」

「それはまた随分と魔王らしい魔王さまだな」

「はい……。そうしてほぼ全ての魔族の頂点に君臨した彼は、これらを率いて人間界に侵攻しました。彼にとって人間は不要な種──自らの帝国を築くために必要な、最低限の労働力になる者を残し、幼子や女性、力のない老人など、彼にとって使えない人たちは、皆命を奪われました……けほこほっ」

「大丈夫か？　水あるぞ？」

　サガが水筒を差し出すと、

「大丈夫です……。ありがとうございます……けほっ」

　ファムはこれを手で制し、続きを話し始めた。

「……そして人間たちのみならず、配下の魔族たちに対しても見せしめになるよう、人々の亡なき骸がらを、自らの領地に磔はりつけにしました。この亡骸は、勇者さんが魔王さんを討ち、人間の連合軍がそこを解放するまで、延々とその数を増やし続けたというお話です」

「なかなか凄すさまじいやつだったんだな。今時の魔王でそこまでやるやつが、果たしているかどうか」

「そうですね……けほっ。でもそうやって配下さんたちに恐怖を与え続けていたせいか、彼が統治している間、魔界には争いがほとんど起こらなかったそうです」

「なるほどな。恐怖政治には恐怖政治なりの効果があったというわけだ」

「はい。逆らう者には容よう赦しやをしませんでしたが、従順な者たちには寛容だったというお話もありますので」

「そうか。確かに怖かったが、従っている分には問題なかったと。まあ、それが良いか悪いかは別として」

「そうだと思います。彼のしたことは、確かにやり過ぎだったとは思います。ですが彼以外に、魔界に平穏をもたらした魔族がいないというのもまた事実です。皮肉なお話ですよね……けほっ」

「そうだな。とくに俺たち魔族は、話し合いで平和になるようなやつらじゃないからな。同族の争いを起こさせないという観点でのみ考えれば、そういうやり方の方が合っているのかもしれないな」

　何気なくそう答えたサガに、ファムは消え入りそうな声で言った。




「……サガも、そう思いますか……？」




「……うん？」

　本当に消えてしまいそうな声だったので、サガは聞き直そうとする。

　が、ファムは慌あわてたように両手を小さく振り、

「い、いえ、なんでもないんですっ」

　と、話を強制的に終わらせた。

「？」

　どこか釈しやく然ぜんとしないサガだったが、考える間もなくファムは話を進めていく。

「そ、それよりどうしてこのようなお話を？」

「ああ。実はこの若者というのが、今のお前と似たような状況から始まっていたらしくてな」

「えっ……」

　唖あ然ぜんとするファムに、サガは丁寧に説明してやった。

「聖剣を与えられたとはいえ、若者自身はどこにでもいる農民の子だ。戦闘の技術があったわけでもないし、魔術が使えたわけでもない。人間界の魔術というのは、きちんと修得しないと身につけられなかったらしいからな」

「で、でも魔王さんを倒したんですよね？」

「ああ、倒したさ。若者は誰よりも正義感が強かったからな。どんな困難が立ちはだかろうとも、決して挫くじけず、ただ前へ前へと進み続けたんだ。もちろん一人だったわけじゃない。彼を信じ、集つどった仲間たちの支えを受け、そして彼もまた、仲間たちを信じ、互いに力を合わせながら、彼らは魔王のもとへと辿り着いたんだ。どうだ？　似てるだろ？」

「……わたしに、ですか？」

　自信なさげに尋ねてくるファムだったが、サガは大きく頷いて言った。

「そうだ。お前もまた、魔王という大きな責務を背負い、自らの不遇な境遇に立ち向かいながら、全ての魔王を従える者──大魔王を目指して進んでいる。絶対に無理だと思われるようなことなのに、決して諦めず、頼れる配下たちとともに進み続けている。そうだろ？」

「でもわたしは……」

「もちろん誰だって挫けそうになることはある。例の勇者だって、生なま半はん可かな旅じゃなかったんだ。当然、挫けそうになったことも多々あったと思う。もしかしたら、途中でやめたいと思ったかもしれない」

　人の身で魔王に抗うというのは、それほど無む謀ぼうなことなのだから。




「──だからお前も、そう気き張ばるなという話だ」




「えっ？」

　ふいにそう言われ、ファムは目を丸くしていた。

「確かにお前は弱い。だがお前は魔王だ。魔王であるお前には、当然、お前にしか出来ないことがある。勇者にしか聖剣が扱えないのと同じようにな。ならそれ以外のことはどうする？　誰かに頼るしかないだろ？　俺とは違って、お前には頼ることの出来る〝家族〟というやつがいるんだ。勇者が仲間に頼ったようにな」

「勇者が仲間に……」

「ああ。もちろん仲間たちだって、勇者に頼っただろうさ。勇者はそいつただ一人だったんだ。偉大なる魔王──リガル＝ド＝デモンズファーの娘が、今も昔もファム＝ル＝デモンズファーただ一人なのと同じようにな。それでもお前は、自分がただの役立たずだと思うのか？　あいつらにとって、価値のない存在だと言うのか？　それはあいつらを侮辱してるのと同じだぞ？」

「……っ」

「悔しいと思う気持ちは分かるし、心優しいお前のことだ──きっと敵だろうがなんだろうが、犠牲になったやつらのことを考えて、いつも胸を痛めているのだろうさ。なら泣きたい時は素直に泣けばいい。悔しがったって一向に構わない。それを支えてくれるのが、お前を慕うあいつらの役目なんだからな。だったら大いに甘えろ。あいつらなら、それを喜んで受け入れてくれるだろうからな」

「……はい」

「……と、まあ柄がらにもなく語ってしまったわけだが、要はお前がいなけりゃ始まらんということだ。あとは城を取り戻してから考えればいい。それに前にも言ったが、お前には凄い力が眠っているかもしれないんだ。もう少し自分に自信を持て。たとえ誰よりも弱いと自覚していてもだ」

「はい、ありがとうございます……」

「おう。まあ、そんな感じだ」

「ふふ、なんだかお父さんとお話ししているみたいで、凄く元気が出ました。本当にありがとうございます、サガ」

「お、おう、そうか。ならまあ……あれだ。今は俺が先代の代わりにお前の背中を守ってやる。だから安心して作戦に臨のぞめ」

「はいっ」

　にこり、と涙ながらに微笑むファムに、サガは頭を掻かきつつ、「じゃあ……また後でな」と腰を上げたのだった。







　そうして待機を始めてから、数時間ほど経った時のことだ。

「むむ？　何やら動きがあるぞ？」

　監視に使っていた魔導具に変化があった。

〝仕掛け〟が機能しているのか、今まで点在していた魔力の波動が、一箇所へと集まり始めたのだ。

　つまり魔族たちが城の方へと移動し始めたことを意味している。

　もちろんデモンズファー城に、二万もの兵を収容出来るスペースなどありはしない。

　無理矢理詰め込むことが出来ないわけではないが、そうまでして全員を城内に収容する理由が、果たしてあるのかどうかということである。




　そう──〝通常ではあり得ない〟のだ。




　何かしらの〝理由〟が発生し、そうせざるを得なくなったのだとしたならば──。

「どうやら〝仕掛け〟に気づいたようだな」

　動くなら今しかない──そう直感したサガは、今こそが作戦のターニングポイントだと、皆に指示を出した。

「いよいよ作戦の決行だ。事前の取り決め通り、俺とアオイがやつらの注意を引きつけるから、ファムたちはこのまま地下を進み、隙を見て城内に侵入──一直線に玉座の間を目指してくれ。そして〝仕掛け〟が本格的に発動した後は、たとえ何が起ころうとも、こちらへの救援は不要だ。分かったな？」

『────』

　全員が頷いたことを確認したサガは、最後に「それと──ファム」とファムに対してこう言った。




「──お前は自分を信じて進めばいい。道は必ず俺たちが切り開いてやる」




「はいっ！」

　一切曇りのない瞳でそう首肯したファムとともに、一同の士気は最高潮に達していた。







　ファムたちと別れたサガたちは、来た道を戻って洞穴から抜け出し、再び外の世界へと帰ってくる。

　もっとも、ここは魔族たちの住まう闇の世界ゆえ、外に出たからと言って、人間界のような日の光があるとは限らないのだが。

「あ、やっぱりなんかざわついてるねー」

「そうだな。これならわざわざファムの仕し業わざと偽いつわった〝仕掛け〟の方も、存分に期待が出来そうだ」

　眼下に広がるデモンズファーの現状を目にし、サガたちはそんなことを話す。

　実際に見ることで、より詳しく状況を把握することが出来たが、やはり城下町にたむろっていた兵たちは、どこか物々しい雰囲気を漂わせながら、城内への移動を開始していた。

　これで完全に移動を終えてしまえば、たとえサガたちが挑発を繰り返したところで、やつらは一歩も外に出てくることはないだろう。

　それこそ〝仕掛け〟の効力が完全に失われるまで、沈黙を貫き続けるはずだ。

　サガの〝仕掛け〟とは、そういう類のものであり、そうしなければ、自分たちに深刻な被害が及んでしまうからだ。

　もちろんそうさせるわけにはいかないサガたちは、崖を颯さつ爽そうと飛び降り、予定通り陽動の進撃を始めた。




『──あー、あー、聞こえるかなぁー？　ボクたちは魔王──ファム＝ル＝デモンズファーさまにお仕つかえする者たちなんだけどー？』




　エルゼ特製の拡声魔導具を使い、城下町に侵入したと同時に自らの存在をアピールすのは、もちろんアオイだ。

　これが軍同士のぶつかり合いならば、もっとお堅く宣言した方がいいのかもしれないが、今は〝陽動〟である。

　むしろこれくらい舐なめきっている方が、その効果も増すというものだ。




『──まあ言わなくても分かるとは思うんだけどー、これからお城を取り戻すから、そのつもりでいてねー。あ、もちろん全員殺すからねーっ』




「…………」

　いや、しかしこれはまた独創的な煽あおりである。

　これを笑顔で手を振りながら言えるのだから、アオイの胆力もなかなかのものだろう。

　と。

「ふざけんな!?　なんだてめえらは!?」

「ぶっ殺されてえのか!?　この負け犬が!?」

「久々の女だーっ！　取っ捕まえて引ひん剝むいちまえーっ！」

「ひゃっひゃっひゃーっ！」

　早速そこかしこから怒声が上がり始め、それに触発された魔族たちが、何十人か一直線にこちらへと向かってきた。

　確かにアオイは可か愛わいらしいし、ぱっと見は美少女に見えるだろう。

　事実、サガも最初はそう思っていたのだ。

　エルゼに指摘されていなければ、未いまだにそう思い続けていたと思う。

　万が一にもアオイが引ん剝かれた場合、男であることが露ろ呈ていするわけだが、その時に一体彼らはどう思うのだろうか。

「って、何を考えてるんだ、俺は……」

「うん？　どうしたの？」

「いや、なんでもない……」

　半裸になっているアオイの姿を想像していたサガは、自分を殴りたくなる衝動を必死に抑えつつ、顔を伏せる。

　最中、気持ちを切り替えたサガは、指の隙すき間まから見える魔族たちの姿に、いい滑り出しだと内心頷いていた。

　これが人間ならば、たとえ同じ状況であったとしても、アオイのことなど気にも留めず、冷静に城内へと向かうだろう。

　だが相手は〝やられたらやり返す〟どころか、〝やられなくてもやる〟を地で行く魔族であり、自分たちに刃を向ける以上、全力で叩たたきのめすのが本能になっているような連中だ。

　ゆえに、挑発を無視出来るはずもなく、そこにあの舐めているとしか思えない煽りである。

　これに後もう一つ何かスパイス的なものがあれば、あの何十人かは何百人となり、連鎖的に何千人へと昇華するのだが──。

　何かないものか……、と眉を八の字にしていたサガだったが、

　──ずどんっ！




『──うわあああああああああああああああっっ!?』




「……うん？」

　ふいに何かの激突音と悲鳴の類が響き、視線を再び前へと戻せば、こちらへと向かって来ていたはずの魔族たちが、砂煙の中に消えていた。

「やったぁ♪　見て見て、サガ！　ど真ん中だよ！」

「お、おう……」

　どうやらアオイが巨大ハンマーの《マレブランケ》をぶん投げたらしい。

『…………』

　魔族たちも突然のことに固まっている様子だ。

　そういえば、初めてマリーナにアオイの印象を聞いた際、彼女はこう言っていた。




『──天然ゆえに空気が読めない節ふしがあるので、個人的にはやめて欲しい』




　なるほど、これがその天然ゆえの空気の読めなさというやつであろうか。

　確かに日常の生活でこれをやられるのは、少々遠慮して欲しいところであるが、しかし今だけはとてもありがたく思える。

　わざわざサガが頭を悩まさずとも、見事なスパイスというか、それ以上のものをぶち込んでくれたのだから。

「ねえねえ、ボク偉い？　偉い？」

「ああ、偉いな。うん」

　出会った頃から無駄に明るい──いや、天然だとは思っていたが、それがこうも挑発向きだったとは、さすがのサガも思ってはいなかった。

　これを計算に入れなかったのは失策だが、災い転じてということで、結果オーライだと考えることにしよう。




「──じゃあ……頭とか、撫でて欲しいなぁ……」




「…………」

　何故彼は女の子として生まれなかったのだろうか。

　そんな無駄なことを考えつつも、ここでアオイのご機き嫌げんを損そこねるわけにもいかないサガは、上目で顔を紅潮させる彼の頭を、要望通り優しく撫でてやった。

「えへへへ～♪」

　余談だが、アオイの頭は、男にしては小さく、髪の毛もファム同様さらさらだった。

　と。




『──ふざけんなああああああああああああああああああっっ!!』




　仲間たちを無む惨ざんにも殺された挙あげ句く、目の前でイチャつかれた（？）向こう側からすれば、闘争心にも一層火が点つくというものである。

　先頭陣に触発された魔族たちが、雄お叫たけびを上げながら挙こぞって押し寄せてくる。

　となれば、ここから先は持久戦──サガの〝仕掛け〟が本格的に稼働するまで、とにかく耐えるしかあるまい。

「──よし、行くぞ！　分かっているとは思うが、〝兆候〟を感じたらすぐに俺のところへ来い！　いいな？」

「うん！　飛んでいくから、しっかり抱き締めてね！」

「お、おう……？」

　いちいち意味深な発言をしてきているように感じるのは、果たしてサガの気のせいだろうか。

　いや、男同士だし、別段気にすることはないと思うのだが……。

　ともあれ、サガとアオイは互いに頷き合い、敵の大軍を迎え撃ちに駆けた。

「えいさっ」

「ぎゃっ!?」

「ほいっ」

「ぐあっ!?」

　駆け抜け様に敵兵の首をもぎ、同時にアオイはそれを別の兵に投げつける。

「うらあっ！」

「おっと危ない。──えいっ」

「ぎゅぎっ!?」

　背後から剣を振り下ろしてきた魔族の一撃をすっと躱かわし、お返しとばかりに突き出したアオイの抜き手が胴を貫いて、そのままこれを上下に分断した。

　さすがは勇者の力を後天的に植えつけられただけのことはある。

《マレブランケ》を持たずとも、彼の戦闘力は桁けた外はずれだ。

『オオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

「うわあ、いっぱい来たー!?　でも負けないぞーっ！　──おりゃあーっ！」

　──ぶおんっ！

『がげえええええええええええええっっ!?』

《マレブランケ》を再び手にしたアオイは、まるで遊んでいるかのような余裕を見せ、次々に敵兵たちを屠ほふっていく。

「おお、さすがだな」

　これを見たサガも、負けてはいられないと自らの役割に集中する。

　もっとも、〝仕掛け〟の後処理が残っているゆえ、今はまだ力を温存しておかなければならず、魔力は使えないのだが。

「──ふう」

　サガは《コキュートス》を抜き、〝後ごの先せん〟狙いの戦術で彼らを迎え撃つことにした。

　いかな大軍と言えど、相手が個人であれば、最大でも前後左右と斜め四箇所を含めた八方向──つまりは八人程度くらいしか同時には攻撃出来ない。

　しかも武器を振る範囲と、それによる同士討ちの可能性を考えれば、八人など到底不可能──多くても四人が限界だ。

　ならば難しいことはない。

「死ねえええええええええっ！」

「クソがああああああああっ！」

　冷静に剣筋を見極め、いなし、躱し、最低限の動きで──。

　──ざんっ！

「──斬きり伏ふせる」

「「がっ!?」」

　襲いきた二人を同時に斬り倒し、血ち飛沫しぶきが舞う。

　だがそれで終わってはいられない。

　二人斬ったところで、残りは二万近いのだ。

「ふんっ！」

「ぎっ!?」

「はっ！」

「がっ!?」

「はあっ！」

「「「ぐあがっ!?」」」

　攻撃の手が休まることはなく、倒せば倒すほど、仲間の死に逆上した敵軍が、怒りに身を任せて突っ込んでくる。

『殺せええええええええええええええええええっっ!!』

　とはいえ、元々仲間意識など、こいつらには微み塵じんもありはしない。




　逆上した理由はただ一つ──〝自分たちに刃向かってきたから〟だ。




　こいつらが考えているのは、とにかく自分が手柄を上げることだけ。

　そのためならば、正直、他のやつらのことなどどうでもよいのだ。

　何せ、サガ自身がそうなのだから。

『死ねええええええええええええええええええっっ!!』

　一心不乱に押し寄せてくる魔族たちだが、もちろんそれだけ詰めて来られれば、各々の持ち味など、到底活いかせるはずもない。

「少し数が多いか……っ」

　と、サガが《コキュートス》に力を込めようとすれば、




「──えいさーっ！」




　──ずどんっ！

『ぎゃぎゅっ!?』

「……おっ？」

　上から降ってきたアオイの《マレブランケ》に、先頭集団は丸ごと潰つぶされてしまった。

「ダメだよ、サガー。今《コキュートス》を使おうとしたでしょー？」

「ああ、悪い。さすがにあれだけの数を迎え撃つには──なっと！」

「ぐあっ!?」

　アオイの一撃を受けなかった魔族たちが、二手に分かれてサガへと襲いかかる。

　サガがこれを颯爽と斬り伏せていると、《マレブランケ》を手に、アオイが背中をぶつけてきた。

「うーん、向こうの方でも結構殺してきたんだけど、やっぱり全然減らないねー。──よいしょっ」

「「ぎえっ!?」」

「そりゃ二万もいるから──なっ！」

「ぐおえっ!?」

「でも皆出てきたわけじゃないよね？　──うりゃあっ！」

『ぎゃあああああああああああああああああっっ!?』

　アオイの一撃で隆起した岩石が、直線上の魔族たちを串刺しにしていく。

「それは仕方ないさ。向こうの魔王も馬鹿ではないだろうからな。最低でも二～三○○○は残しているはず──って、避よけろ！　〝火球〟だ！」

「おっと！」

　──ごごうっ！

『ぐわあああああああああああああああああっっ!?』

　味方の巻き添えを一切厭いとわない、魔術の攻撃が上空から降り注ぎ、彼らを人型の火柱へと変えていく。

「……相変わらずだな」




　これが──魔族のやり方である。




　味方が何人死のうがお構いなし──どんな方法でも敵を殺せればそれでいいのだ。

　最初はサガたちが二人しかいなかったことに、やつらも手を抜いて、魔術を使っては来なかった。

　そうする必要がないと高たかをくくっていたからだ。

　しかしここまで仲間がやられれば、さすがに手を抜いて勝てる相手ではないことを悟ったのだろう。

　だがそうやって勝手に人数を減らしてくれるのであれば、サガたちにとっては願ったり叶かなったりである。

「なら──こういうことも出来るよなっ！」

『ぐはあっ!?』

　わざと敵軍が固まっているところへと駆け、同士討ちを誘ったサガに、敵兵たちはまんまと引っかかってくれた。

　サガの後を追うように攻撃をぶっ放しまくってくれたおかげで、対角線上にいた魔族たちが、無駄に巻き添えを食ったのだ。

「馬鹿野郎!?　どこ見て撃ってんだ!?」

「うるせえ！　てめえがそんなところにいるのがわりいんだろ!?」

「んだとコラッ!?　だったらてめえが死ねやっ！」

　当然、血の気の多い魔族たちである──内うち輪わ揉もめが起きない方がおかしいだろう。

　ならば──、とサガは軽快に魔族たちの間をすり抜け、デモンズファー城の方へと駆ける。

　もちろんサガたちに城内に侵入するつもりはない。

　が、いくらサガたちが暴れ回っていたとしても、城から遠く離れた場所でやっていては意味がない。

　遠巻きに見る光景というのは、所しよ詮せん〝他ひ人と事ごと〟だからだ。

　そして他人事で上げる腰はすこぶる重く、むしろ上がる方が珍しいと言えよう。

　サガたちを取り巻く今の状況が、まさにそうであったように。

　城の魔族たちから見れば、現状、〝前衛部隊がなんとかするだろう〟で終わってしまうのである。

　しかしサガたちの目的は、あくまでも陽動だ。

　なるべくなら、戦場にいる敵全ての注意を引きたいと考えているし、端はなからそうするつもりであった。

　そのために、わざわざファムの仕業だと思わせ、〝仕掛け〟とどちらに力を割くか、判断を鈍にぶらせたのだから。

　ここからさらに注意を引くためには、やつらが警戒しなければならない状況を作るしかない。

　他人事で終わらせないためにも、やつらに焦燥を与え、当事者だと認識させなければならないのだ。

　ここで言う焦燥とは、当然、防衛線の突破である。

　二万近い兵が迎撃に出たにもかかわらず、城への侵入を許したとなれば、さすがの彼らも焦らずにはいられないことだろう。

　万が一にも作戦が失敗に終わった場合、後にアスタロトの処罰を受けるのは、他でもない彼らだからだ。

　ゆえに、出来うる限り城に近づき、〝これ以上進ませるな〟と思わせることが重要だったのである。

「この野郎！　ちょこまかと動きやがはあっ!?」

「あんたが遅すぎるんだよ！」

「舐めんじゃねえぞ、青二才！　俺がてめえくらいの時にはなあ──ぶふっ!?」

「ほらほら、余よ所そ見みしちゃダメだよー？」

　潰した後にそう言ったところで、すでに後の祭りだとは思うが、しかしサガくらいの時には一体なんだったのだろうか。

　少々気になりはしたが、それを考えている余裕は無さそうだった。

　──ぶんっ！

「おっと!?」

「死ねえ！」

「そっちが──なっ！」

「んげえっ!?」

　振り下ろしてきた斧おのを弾はじき、間かん髪はつを容いれずに首を刎はねる。

　最初の頃よりも腕の立つ魔族が次々に現れ、サガもだんだんと捌さばくのに手間を要するようになってきたからだ。

「はあっ！」

「うわあ!?　ちょっと──危ないでしょ！」

「びぎっ!?」

　それはアオイも同じだったらしく、次第に顔から余裕が消えつつあった。

　その証拠に、《マレブランケ》の大振りは極力使用せず、基本的には柄えの周りをぐるぐると回り、徒と手しゆ空くう拳けんと、相手から奪った武器を、代わる代わる切り替えながら戦っていた。

　そうしないと隙を突かれてしまうのだろう。

　先頭集団にいたような雑兵たちならば、何万と相手にしたところで、大したことはないのだが、それらをまとめる指揮官クラスとでも言うのだろうか。

　こいつらはさすがに指揮官を任されるだけあって、腕の立つ者が多く、さらにはその上の軍団長クラスになってくると、いくらサガたちと言えど、魔力なしでは些いささか気合いを入れなければならなくなってくる。

　それがこの規模の軍だと、それなりに数も揃っているため、余裕もなくなってくるのだ。

　しかも今のサガは、〝仕掛け〟の後処理を残している身──無闇に《コキュートス》を使い、これが叶わなくなってしまっては本末転倒だ。

「ほらほら、どうした!?　さっきまでの威勢はどこへ行ったんだ!?　ああ!?」

「くっ……」

　軍団長クラスの魔族が繰り出す槍やりの猛攻に、サガは防戦を強しいられる。

　これが普段の魔力を存分に使える状態ならば、たとえ四し面めん楚そ歌かな今の状況下でも問題はないのだが、魔力なしの現状では、少し距離を取るのも命いのち懸がけだ。

　冷静に周囲を警戒しつつ、サガは機会を窺うかがう。

「おらあっ！」

「調子に──」

「なっ!?」

「乗るな！」

「「「ぐわあっ!?」」」

　突き出された槍の柄を咄とつ嗟さに摑つかんだサガは、これを一気に引き寄せ、自身の背後に迫っていた魔族たちに向けて投げつける。

「はっ！」

「ぐぎゅうっ!?」

「ふんっ！」

「おばっ!?」

「もう一つっ！」

「げへえっ!?」

　同時に大地を蹴けって飛び出したサガは、魔族たちの頭を踏み台にし、彼らの頭上を駆けてアオイのもとへと向かった。

「はあっ！」

「うぐっ!?　もう、しつこいよっ！」

「ぎゃっ!?」

　横から《マレブランケ》にぶっ飛ばされ、軍団長の一人が放物線を描いて飛ぶ。

「うぅ……」

　だがその直前に受けた一撃が、アオイの背を赤く染めていた。

「はあ、はあ……。やっぱり開眼抜きだとさすがに堪こたえるなぁ……」

『死ねええええええええええええええええええっっ!!』

「まあそうも言ってられないんだけど……っ」

《マレブランケ》を握り直し、襲いくる魔族たちを睥へい睨げいするアオイだが、

　──ずんっ！




「──はあっ！」




『ぐあああああああああああああああああああっっ!?』

　直前でサガが上空から一いつ閃せんをくれ、やつらの進軍を阻はばんだ。

「大丈夫か、アオイ!?」

「あ、サガぁ！」

　サガの姿を確認するや、にぱっと笑顔になるアオイだったが、その容相はずたぼろで、かなりの疲労とダメージが蓄積している様が、手に取るように分かった。

　せっかくの可愛い顔も、泥だらけになってしまっている。

「ねえ、やっぱり開眼しちゃダメかな？　このままだと、ちょっとヤバいかもなんだけ──どっ！」

「ぐはっ!?」

「そうさせてやりたいのは山々なんだが、お前の開眼は敵味方の区別がつかなくなるんだろ？　──はっ！」

「があっ!?」

「うん……。コントロールがね、まだ出来ないんだぁ……。──えいっ！」

　──どがんっ！

「「ぐわあっ!?」」

「なら悪いがダメだ。それでお前が〝仕掛け〟に巻き込まれてしまったら、ファムに会わせる顔が──ない！」

「ぐふうっ!?」

「でもこのままじゃ……うぐっ!?　二人ともやられちゃうよぉ!?」

「くっ……」

『死ねええええええええええええええええええええええええっっ!!』

　敵の攻撃を必死に受けつつ、そう声を荒らげるアオイに、サガも歯を嚙かみ締しめ、焦燥を募らせていた。

「はあ、はあ……っ」

　そろそろ〝仕掛け〟が本格的に機能してもいい頃なのだが、今のところ、その気配はまったくと言っていいほど見られない。

　まさか失敗してしまったとでも言うのだろうか。

　魔族たちが城へと移動を開始したのも、ただ単にアスタロトの演説か何かを聞くためだったとしたら……。

「……っ」

　ちらり、とサガはアオイの背姿を横目で見る。

「いたた……」

　いくらアオイが対魔族の力を有しているとはいえ、開眼なしではそろそろ限界だろう。

　かく言うサガも、いい加減《コキュートス》を媒介とした、自らの魔力に頼らない戦い方が出来ない状況になってきている。

　このままでは、じきに二人とも殺されてしまうのは目に見えている。

　かと言って、アオイの開眼は狂戦士状態になってしまうため、一度発動させたら取り返しがつかない。

　使いどころを誤ればそれで終わりだ。

「そこだっ！」

「うわあっ!?」

「アオイ!?　──このっ！」

　がきんっ！　と金属音を響かせ、サガの放った一撃が受け止められてしまう。

「なっ!?」

「ぬるいな！　──ふんっ！」

「ぐはっ!?」

　一応防御には成功したが、敵の空気弾をまともに受けてしまい、全身の骨が軋きしむ。

　──もう限界だ。

　ここで決断するしかない。




　信じるか──それとも諦めるか。




　もし諦めたとしたならば、二人揃って開眼──アオイを狂戦士状態にし、サガは一直線に城へと向かった後、リヴたちと合流し、戦線から離脱。

　突入組は助けられるかもしれないが、一人戦場に残されたアオイは、間違いなく命を落とすだろう。

　仮に信じたとしても、〝仕掛け〟が発動しなかった場合、この場で二人とも殺され、突入組もひっきりなしに現れる援軍の脅きよう威いに晒さらされることになる。

　恐らくはリヴたちのことだ。

　ファムだけはなんとしても逃がそうと考えるだろうが、最悪、彼女以外は全滅するかもしれないし、今のファムが一人で生きていけるほど、この魔界は優しい世界ではない。

　とするならば、やはりここは諦め、アオイ一人の犠牲で次へと望みを繋つなぐか──。

　だが……、とサガは再びアオイを見やる。

「このっ！」

「甘いわ！　──はあっ！」

「うわっ!?　こ、こいつ！」

「ふんっ！」

「ああっ!?」

「アオイ!?」

「だ、大丈夫……っ！」

「……っ」

　彼はサガを信じ、あんなに傷だらけになっても、開眼せずにここまでついて来てくれたのだ。

　ただの共同戦線で、ここまで出来るはずがない。

　そのアオイを一人残し、あまつさえ、囮おとりにしてこの場を去ることが、果たして正しい選択なのだろうか。

　そうしてファムを救ったところで、もう彼女の真っ直ぐな瞳を見ることなど、到底出来はしないだろう。

　どうせこの作戦が終わったら、二度と会うことはないのだ。

　それでも構わない、と今までのサガなら思っていたはずだ。

　なのに、なのに……っ。

「ああ、くそ！」




　──そう出来ない自分に無性に腹が立つ！




「悪いな、アオイ！　もう少しだけ俺を信じてくれ！」

「──っ！　うん！　もちろんだよ！」

　ゆえに、サガは決断した。




　馬鹿みたいだと思っていた──〝信じる〟ということを。




　そしてアオイも、またそれに頷いてくれた──しかも笑顔で。

　だったら後は、もう信じるしかない。

　サガの〝仕掛け〟が機能することを。

　サガの仕掛けた〝あれ〟が、ここへと到達することを。

　だから──来い！

　早く──来い！




　今すぐ──〝来い〟っ！




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」

　心の中でそう強く念じながら、サガは剣を振るい続けた。

　──振るって、

　──振るって、

　──振るって、

　──振るって、

　一体何度そうして剣を振るっただろうか。

　足元に幾人もの骸むくろを積み上げ、しかし減る気配のない敵の軍勢に、いよいよ押し切られ始めた時。




「──うわあっ!?」




　ついにアオイの《マレブランケ》が宙を舞った。

「アオイーっ!?」

　やはりダメだったのか。

　選択を誤ってしまったのか。

　ここで殺されることが、サガたちの運命だったのか。

　──ちくしょう！

　──ちくしょうっ！

　──ちくしょうっっ!!

　サガが悔しそうに、アオイへと手を伸ばした──瞬間。




「──ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ!!」




『──っ!?』

　けたたましい雄叫びが、その場にいた全員の耳じ朶だを打ち、




『──うぎゃあああああああああああああああああああああああっっ!?』




　同時に大地から噴き出した何十本もの〝黒い柱〟が、意思を持つかのようにうねり、凄まじい勢いで魔族たちを呑のみ込こんでいった。

「──っ!?」




　──〝来た〟っ！




　一気に目の前が開けたような気がしたサガだったが、事態は一刻を争っていた。

「アオイ！　こっちに来い！」

「うん！」

　予告通り飛んできたアオイを胸に抱いたサガは、満を持して《コキュートス》の力を解放し、自らの周囲に冷気の防壁を張った。

　──ごごうっ！

「うわっ!?」

「ぐっ!?」

　直後に黒柱が二人を呑み込み、突き刺すような熱波が彼らを襲う。




　そう──柱の正体は〝黒い炎〟だったのだ。




『ぐぎゃあああああああああああああああああああああああああああっっっ!?』

　黒炎は瞬またたく間まに全ての魔族たちを呑み込み、これを消し炭へと変えていった。




「──ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ!!」




　最中、天より飛来し、大地にクレーターを穿うがちながら姿を現したのは、黒炎に身を包んだ筋骨隆々の大男にして、サガの全てを奪った者。

〝狂くるい神がみ〟の異名を持つ魔神──〝メテウス〟であった。














　遙はるか古いにしえ──人間界では〝神話〟と呼ばれていた時代。

　まだ人々が言葉という言葉を持たず、穴蔵を住処すみかとして動物並みの生活をしていた頃。

　天界に一人の心優しい神族がいた。

　彼はとても強大な〝火〟の力を持ち、魔族における〝魔王〟と同様、神族の中でも〝神〟と呼ばれる上位の存在であり、また彼は天界の〝焰ほむら〟を守る番人でもあった。

〝焰〟は天地創造の力を持つ、もっとも重要な天界の宝物であり、使用することはおろか、たとえ番人である彼だったとしても、迂う闊かつに近づくことさえ許されなかった。

　そんなある日、人間界を見守っていた彼は、寒さに凍える人間たちを大層哀あわれに思い、なんとか出来ないものかと考えた。

　掟おきてで人間界への不用意な接触が禁じられている以上、最低限の──欲を言えば〝一度〟で多くの人間たちを救う他はない。

　そこで彼が思いついたのは、〝焰〟の力で人間界に〝火〟を授ければ、この暖かさで凍える者もいなくなるだろうというものだった。

　早速神々の王に進言した彼だったが、再三の懇こん願がんにもかかわらず、王は決してそれを許しはしなかった。

　何故なら今の人間たちは、〝火〟を持つに価あたいするまで成長してはおらず、仮に今与えたとすれば、必ず愚おろかな争いを生むようになるだろうと考えたからだ。

　しかし彼は人間たちを見捨ててはおけず、彼らの可能性を信じ、彼らが幸せになることを願って、王の命に背き、〝焰〟を使用してしまった。

　こうして〝火〟を手に入れた人間たちは、彼に感謝し、暖かなる生活を送れるようになったのだが、当然、これに激怒した王は、彼を魔界の最下層へと叩き落とし、磔はりつけにした上、〝焰〟で不死の力を与え、〝未み来らい永えい劫ごう、魔ま獣じゆうたちに内臓を喰くわれ続ける〟という罰を与えた。

　その苦痛は想像を絶し、彼の叫きよう喚かんが途切れることはなかったが、しかし不死ゆえに死ぬことも許されず、ただ悶もだえ続けるしかなかった。

　だがそれでも、彼は自らの行いを間違っていたとは認めず、人々が幸せになれるのならと、この苦痛にも必死に耐え続けた。

　磔にされた彼の眼前には、王によって用意された、人間界の様子を窺うかがえる宝物が置かれていたから──そこに映る人々の営みだけが、唯一彼の心を支えていたから、彼はどんな苦痛にでも耐えることが出来たのだ。

　そうして永ながい──本当に永い月日が流れ、彼を磔にした神々の王から数え、ちょうど一○○人目の新しい王が生まれた頃。




　──優しく穏やかだった彼の人格は破は綻たんした。




　その頃にはもう、神々はおろか、人間たちの中にすら、彼を知る者は誰一人として残ってはいなかったからだ。

　決して感謝をして欲しかったわけではない。

　ただ──覚えていて欲しかったのだ。




　彼の与えた火の〝暖かさ〟を──それによって生まれた〝温もり〟を。




　なのに──人々は忘れてしまった。

　暖かさも、温もりも、それを与え、苦痛に喘あえいだ者のことすらをも忘れ──〝火〟を争いの道具に利用し、多くの無む垢くなる命を奪い去った。

　何故？

　何故？

　何故？

　何故？

　何故？




　──何故!?




　そうならぬよう、人々が幸せになれるよう、彼は〝火〟を与えたのに！

　信じていたのに！

　信じて、信じて、信じて──ずっと耐えてきたのに！

　何故!?

　何故!?

　何故!?

　何故!?

　何故!?




　何故──裏切ったのだッッ!?




　激しい怒りと憎しみに身を焦がした彼の炎は、清く美しかった鮮やかな〝朱あか〟から、黒く──どこまでも黒く濁にごり続け、やがて一切の光が届かない〝奈落の炎〟へとその姿を変えた。

　属性は完全に反転し、〝魔神〟と化した彼の身体からだから溢あふれ出でた炎は、自らを繋ぎ止めていた天界の楔くさびすらをも溶かし、再びその身を自由へと解き放った。

　以来、彼は〝狂くるい神がみ〟と呼ばれ、戦場を見つけては介入し、陣営など関係なく、その場にいる全員が死ぬまで、虐ぎやく殺さつの限りを尽くす狂戦士になったという。







「──ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ!!」

「……っ」

　その〝狂い神〟が、今まさにサガたちの目の前で雄お叫たけびを上げていた。

　逆立った赤髪に浅黒い肌、内側から弾けそうなほど発達した筋肉は、最硬度の金属が如ごとき硬さを誇り、如い何かなる攻撃をも跳ね返さんと在り続けている。

　そして繰り出されるのは、まさに怒ど髪はつ、天を衝つく必殺の一撃。

　これほどの憤ふん怒ぬに塗まみれた一撃を繰り出す者など、魔界どころか、天界や人間界にすら、誰一人として存在しないだろう。

　それが〝狂い神〟──メテウス。

　あの日見た、あの時のままのやつの姿がそこにはあった。




　そう──これこそがサガの考案した〝仕掛け〟だったからだ。




　意図的に〝狂い神〟を呼び寄せ、その絶大なる力を以もつて、二万の兵力差を覆くつがえす。

　そのために、サガはわざと〝狂い神〟の側そばで魔王同士の争いを引き起こさせ、これに攻撃させては、時間差で別の場所の争いを引き起こし、また移動するを繰り返して、近辺の魔王を掃そう討とうしつつ、デモンズファーまでやつを引っ張ってきたのである。

　同時に、それをファムの仕し業わざと偽り、脅威が二つある状態をも作り出し、やつらの判断力を削そいだ。

　こんな無む茶ちや苦く茶ちやな策を思いついた者が、過去魔界に存在しただろうか。

　何せ、最終的にはあの〝狂い神〟をどうにかしなければならないのだ。

　正気の沙さ汰たとは思えない策だが、事実、サガの思惑通りに事は運び、城外に出ていた兵たちは九割方消し飛んだ。

　当然、この状況を目の当たりにしたアスタロトの取る行動は一つ──城門を固く閉ざし、やつが城外の魔族たちを皆殺しにするまで籠ろう城じようすることである。

　というより、元々やつが来ることを前提に、その脅威が去るまでそうするつもりだったのだろう。

　ゆえに行動は早く、中に入れろと喚わめき散ちらす魔族たちを早々に見捨て、城門は閉じられることになった。

　これで城外の魔族は、何をせずとも〝狂い神〟が皆殺しにしてくれることだろう。

　やつは一度捉とらえた獲物を絶対に逃がしはしない。

　ならば残るのは、城内の僅わずかな魔族と、魔王であるアスタロトのみ。

　それだけならば、恐らく突入組の四人だけでもなんとかなるはずだ。

　問題は、やはり全てが終わった後に、あの〝狂い神〟をどうするかであるが、そこはサガが命に代えても倒すつもりであった。

「クズどもがッ！　死ねいッ！」

　──ごうっ！

『ぎゃあああああああああああああああああっっ!?』

〝狂い神〟は逃げる者を真っ先に殺す──それを知っていたサガは、未だにアオイを抱いたまま、その場に留とどまり続けていた。

「あれが……〝狂い神〟……」

「ああ、そうだ。とんでもない化け物だろ？」

　目の前で大量虐殺が行われる中、サガはアオイに呟つぶやく。

「……よし。向こうのやつらに狙いをつけている今がチャンスだ。アオイはなるべく急いでリヴたちと合流してくれ」

「うん、それは分かってるんだけど……本当に大丈夫なの？」

「ああ、任せろ。お前のおかげで、俺も力を温存することが出来たし、ほぼ全力でやつの相手が出来る。だからお前は心配せず、ファムたちを助けてやってくれ」

「うん、分かった。でも絶対に負けちゃダメだよ？」

　念を押してくるアオイの頭を優しく撫なで、サガは大きく頷く。

「もちろんだ。さっさと倒してくるから、先に行って待っていてくれ」

「うん！　じゃあまた後でね！」

「おう」

　力強く頷き、サガはアオイを行かせる。

　と。




「──アアッ!?　逃がすわけねえだろうがッ！」




　どういう嗅覚をしているのか、かなり距離があるにもかかわらず、アオイの存在に気づいたらしい〝狂い神〟が、戦場に残った亡なき骸がらをぶっ飛ばしながら向かってくる。

　だが当然、アオイのところになど行かせるわけにはいかない。

「させるかよ！」

「邪魔だッ！　どけいッ！」

　──どがんっ！

「ぬうッ!?」

「ぐ……っ！」

　大地が陥没するほどの一撃を完全に受けきったサガの姿に、〝狂い神〟はカッと目を見開いた。

「……よう、久しぶりだな」

「なんだ貴様はッ!?」

　どこか余裕を孕はらんだサガの様子が気になったのだろう。

　その証拠に、やつの視線はすでにアオイを捉えてはいなかった。

「しゃらくせえッ！」

「ぐっ!?」

　サガを弾き飛ばし、再び対たい峙じする両者だったが、ふいに〝狂い神〟は、「……アアッ!?」と覗き込むような仕草をした後、口を大きく歪ゆがめて笑い始めた。

「フ、ハハハハッ！　この〝匂い〟には覚えがあるぞッ！　そうか、貴様は俺から逃げ延びたのかッ！　そうかそうかッ！　逃げ延びたのかッッ!!」

　嬉しそうに炎を滾たぎらす〝狂い神〟を真っ直ぐ見据え、サガも挑発するように言う。

「あれだけ殺しておいて、よく俺のことなんか覚えていたな？　ひょっとして意外と記憶力がいいのか？」

「カカカッ！　当然だッ！　俺は自分が燃やしたクズどもの〝匂い〟は、全部覚えているからなッ！　もちろん貴様の焼け焦げた〝匂い〟もなあッ！」

　これでもかと剣の切っ先を突きつけてくる〝狂い神〟に、サガの眉み間けんにも力がこもる。

　やつが手にするのは、剣とも斧ともとれる歪いびつな形の得え物ものだ。

　一説によると、やつを拘束していた天界の楔が溶けた際、それが滴したたり落おち、冷えて固まったものがあの得物だという。

　ならば素材は天界の金属──魔族にとっては猛毒も同じだ。

　まともに受ければ、致命傷どころの話ではない。

「それは光栄だな。俺もお前のことは、一時たりとも忘れたことはない」

「ほう？」

　サガは《コキュートス》の柄を握り直し、キッとやつを睨にらみつける。

　確かに姿を隠しつつ、これまで同様、〝狂い神〟のみをただ敵軍のもとへと誘いざなうことも出来た。

　だがそれでは、いずれかまた同じことを行う者が現れるだろうし、やつの目に映った後、城内へと逃げた者がいたならば、それこそ城ごと消し飛ばされかねない。

　ゆえに、〝狂い神〟はなんとしてでもこの場で片づける──そう心に決めていたサガは、あの日と同じように黒炎が屍しかばねの山を包む戦場で、この日のために積み上げてきた全ての力を解放する。




「──〝開眼〟！」




　サガがそう口にすると、彼の黒かった髪の毛は真っ白に染まり、瞳どう孔こうは細く──まるで〝竜〟のように変わって、双眸の下には、血けつ涙るいに似た赤い筋が浮かび上がった。

　魔族の潜在能力解放──〝開眼〟だ。












　サガの開眼を目の当たりにした〝狂い神〟は、一際大きく目を見開いたかと思うと、大層嬉しそうに高笑いした。

「フハハハハハハハッ！　久しぶりに滾るぞッ！　渇きが癒いやされるのが分かるッ！」

「楽しそうで何よりだ。ならあんたもさっさと開眼したらどうだ？」

「クククッ、その必要はないッ！」

「……何？」

　舐められているのかと険けわしい顔になるサガだったが、どうやらそういうわけではなさそうだ。

「──俺は〝神〟ッ！　ゆえに、端はたっから力など抑えちゃいねえッ！」

「それはよかったぜ。負けた時の言い訳にされたら堪らないからな」

「ほざけッ！　死ぬのは──てめえだッッ!!」

「それは──どうかなっ！」

　サガは冷気を全開にし、襲いくる〝狂い神〟に飛びかかった。







　一方、地下の隠し通路を通って城内へと侵入したファムたちもまた、残った魔族たちを殲せん滅めつしつつ、玉座の間へと向かっていた。

「よし、もう少しだ！　後はこの階段を上れば──っと、邪魔だ！」

　──ぶんっ！

「「「ぐわああああああああああああっ!?」」」

《ディーテ》の一閃を受けた魔族たちが、火柱となって悶もん絶ぜつする。

「ふんっ！」

「「「ぎゃっ!?」」」

　道を塞いでいたこれらの魔族をまとめて蹴り飛ばし、階段を一気に駆け上がった一行の眼前に、玉ぎよく座ざの間まで続く最後の廊下が姿を現す。

「……ふう、やっと着いたわい。じゃが意外とすんなり辿り着けたのう。やはりあれらが外で暴れておるのが原因か」

「だろうな。後はこの先にいるであろう魔王──アスタロトを討てば全てが終わる。仮にサガが〝狂い神〟を倒せなかったとしても、だ」

「じゃな……。あれは戦場におらん者には一切興味を示さぬ。たとえ小僧が敗れたとしても、残党を狩った後、また別の戦場へと赴くじゃろうて」

「そんな……。じゃあサガはそれを知って……」

　エルゼに背負われていたファムが悲痛そうな表情を浮かべるが、リヴはかぶりを振って言う。

「いや、あいつは言ったことをきちんと守るやつだ。少なくとも、ともに歩んだこの数日はそうであった。恐らくは今までもそうだったのだろう。出発前、そのサガは我らになんと言った？　ファム」




「……〝お前は自分を信じて進めばいい。道は必ず俺たちが切り開いてやる〟」




　一字一句嚙み締めるように繰り返したファムに、リヴは優しく微笑ほほえみながら頷く。

「そうだ。あいつはお前に〝自分を信じて進め〟と言った。それはすなわち、〝何も心配する必要はない〟ということだ。そう断言するようなやつが、たかが魔神程度に後れを取ると思うか？」

「……そう、ですね。ごめんなさい、わたしが間違っていました……。わたしは──サガを信じます！」

　力強くそう言い放ったファムに、リヴも嬉しそうに笑う。

「ああ、それでいい。お前がそうやって信じるのなら、必ずやつはそれに応えてくれるはずだ」

「はい！」

　と、そんな二人の様子をじっと窺っていたエルゼは、茶ちや化かすように言った。

「なんじゃ？　おぬし、あれだけ小僧に対してツンケンしておったくせに、意外と気に入っておるではないか」

「ば、馬鹿を言うな！　今のはファムを安心させるために言ったのだ！」

　慌ててそう釈明するリヴだが、エルゼの追撃は終わらない。

「ほう？　では噓うそじゃったと？」

「え、噓だったんですか……？」

　うるうると涙目になるファムに、リヴは「うっ!?」と内心心拍数が上がる。

「クックックッ、ツンデレェ」

「うるさいお前は黙ってろ！」

　便乗して横から茶々を入れてきたマリーナを、鬼のような形ぎよう相そうで一喝したリヴは、そのまま観念したように開き直った。

「あーもう分かった！　私も少しは認めている！　認めているからこそ出た言葉で、噓でもなんでもない！　さっきのは私の本音だし、思ったことをそのまま言ったまでだ！　どうだ、これでいいのだろう!?」

「「「…………」」」

　はあはあ……、と肩で息をしながら三人を見やれば、彼女らは微笑みを浮かべてこちらを見つめており、急に恥ずかしくなったリヴは、「ああ、もう～っ!?」と一人頭を抱えるのだった。

　と。




『──上だっ！　急げえええええええええええええええええっっ!!』




「む、どうやら遊んでおる時間はなさそうじゃのう」

　城に侵入してから、玉座の間までただ上ることだけを優先していた彼女らの背後には、当然、城内に残った数多くの魔族たちが迫っていた。

　このままではサガの予想通り、挟み撃ちに遭ってしまうだろう。

「ほ、ほら見ろ!?　お前たちが私で遊んでいるからこういうことになるのだ！」

「まあそれはそれ、これはこれじゃ。じゃが大一番をやらかす前のほぐしにはなったじゃろうて」

「ちっ、ものは言い様だ」

　まんざら外れてもおらず、リヴもそれ以上は言い返せないようだった。

「クックックッ、ここからは我らの出番のようだ」

「じゃな。まあ時間稼ぎくらいはしておいてやるわい。ファムのことは頼むぞ、リヴ」

「ああ、任せておけ。お前らも死ぬなよ？」

「当然じゃ」

「クックックッ、あたぼうよ」

　背負っていたファムを降ろし、エルゼはマリーナとともに戦闘態勢をとる。

「お二人とも、気をつけてくださいね……」

　そのままリヴにお姫さま抱っこされたファムは、心配そうな眼まな差ざしを二人に向けるが、彼女らはこれに笑顔で返した。

「クックックッ、我は不死身よ」

「そういうことじゃ。おぬしらも気をつけてな」

「うむ。ここは頼むぞ！」

「ご武運を！」

　リヴがファムを連れて駆け出した後、二人は揃って声を張り上げた。




「「──〝開眼〟っ！」」




　すると、マリーナの全身からはどす黒いオーラが溢れ、バチバチッと小さな火花が弾け始め、エルゼはツインテール状に結っていた髪が腕の形に変化し、それぞれの手に鍛冶道具や魔導具を握って構えた。

『殺せええええええええええええええええっっ!!』

　時同じくして、階段を駆け上がってくる夥おびただしい数の魔族たち。

「クックックッ……ちょ、ちょっと多くない!?」

「まあ分かりきっておったことじゃろうて。さて、せいぜい死なぬようにせねばな！」

「ひ、ひい～っ!?」







　エルゼたちと別れたファムたちが玉座の間へと到達すると、玉座には一人の魔族が深く腰かけていた。

　見た目四○○代くらいの屈強な魔王──〝アスタロト〟である。

「よくもやってくれたな……ッ！　──死ねいッ！」

「「──っ!?」」

　憤怒の表情を浮かべるアスタロトは、ファムたちの話を聞くこともせず、右腕を大だい蛇じやに変えて攻撃を仕掛けてくる。

　──がんっ！

「ぐっ!?」

「リヴ!?」

　ファムを早々に降ろし、これを《ディーテ》で弾いたリヴだったが、ファムを抱いていたことで些いささか反応が遅れてしまい、大蛇の牙きばが肌をかすめていった。

「……くっ!?　……ファム、下がっていろ」

　一瞬視界が霞かすむも、リヴは気合いを入れ直してファムを下がらせようとする。

「で、でも……」

「ここから先は私の領分だ。魔王として前に立ちたいというお前の意思は尊重したいと思う。だが今だけは下がっていてくれ。……お願いだ」

「……分かりました」

　リヴの気持ちを慮おもんぱかり、ファムは彼女の指示に従い、後方へと距離を取る。

　これを確認し、心に余裕の生まれたリヴは、アスタロトを討つべく《ディーテ》を正眼で構えた。




「──〝開眼〟」




　リヴが呟くと同時に、彼女の身体を炎が包み、足元の床石が溶け始める。

　頭の両側からは角つのが生え、背には翼、臀でん部ぶには尻尾しつぽ──そして両手足も竜本来のものへと変へん貌ぼうする。

「ほう？　竜種の生き残りか。だがその程度の力で我に抗うなど──笑止ッ！　我が力の前に跪ひざまずくがいいわッ！　──開ッ！　眼ッ！」

　玉座から腰を上げたアスタロトは、両腕を大きく広げ、リヴ同様自身の力を解放した。







「ああ、どうしよう……。完全に塞がってるなぁ……」

　その頃、サガと別れてファムたちの後を追っていたアオイは、全力で森の洞穴まで戻り、ファムたち同様、抜け道を通って城内へと侵入したのだが、リヴたちが起こしたと思われる戦闘の余波で、上へ行く通路が崩れており、仕方なく迂う回かいして地ち下か牢ろうの前を通ることにしていた。

「こっちもぼろぼろだし……。これ、後で直すの大変そうだなぁ……」

　そう顔を顰しかめ、アオイは瓦が礫れきの中を飛んだり下りたりしながら進む。

　と。




「………れか…………か……？」




「……うん？」

　ふいに牢の中から何者かの声が聞こえた気がして、アオイは足を止める。

「誰かいるの？」

　何かと思い、声のしたであろう牢の中を覗き込んでみれば、見覚えのある魔族が、身体中を様々な武器で串刺しにされながら、壁に磔はりつけにされていた。

「もしかして……オーデルさま？」

「ああ……アオイか……？　無事だったんだな……」

　今にも消えそうな声音で顔を上げたのは、全身を金色の鎧で覆おおいつつも、ずたぼろの上に血ち塗まみれという、無む惨ざんな姿へと変わり果てた一人の魔族だった。

　そう、彼こそがファムの気がかりであった〝お犬さま〟こと、放浪の魔王──〝オーデルヴァイン〟である。












「だ、大丈夫!?　今助けるからね！」

「すまんな……。助かる……」

　がんっ！　と《マレブランケ》で鉄てつ格ごう子しを砕いたアオイは、急いでオーデルヴァインのもとへと駆け寄る。

　が──ばちっ！

「あいたっ!?」

　彼を突き刺していた槍を握った瞬間、アオイの身体に電流のようなものが走った。

「いてて……。どうしよう、これじゃ迂闊に触れないや……」

　何か使えるものはないかと周囲を見渡すが、せいぜい砕けた城壁か、砕いた鉄格子くらいしか見当たらなかった。

　しかも今はファムの救援に向かっている最中である。

　いくら知り合いが死にかけているとはいえ、あまり時間を取られてもいられない。

　うーん……、と腕を組んでいたアオイに、オーデルヴァインは提案する。

「お前の《マレブランケ》で、私ごと壁を打ち抜け……。それがもっとも確実で早い手段だ……」

「え、でも……」

「急いでいるのだろう……？　ならば迷うな……」

　そう真っ直ぐな瞳を向けられたアオイは、小さく頷いて言った。

「……分かったよ。ちょっと痛いと思うけど、少しだけ我慢してね」

「大丈夫だ……。痛いのにはもう慣れた……」

　言われたとおり、《マレブランケ》を構えたアオイは、狙いを拘束中のオーデルヴァインへと向ける。

　そして。

「じゃあ──行くよ！」

《マレブランケ》の打撃音が、再び辺りに響き渡った。

「──がはっ!?」

　衝撃で弾け飛んだ槍や剣、壁の破片などが、血飛沫とともに宙を舞う。

　遅れてがしゃんっと金属音を響かせ、オーデルヴァインの身体が石の地面に叩きつけられた。

「ご、ごめん!?　大丈夫!?」

　慌てて駆け寄ったアオイに、オーデルヴァインは薄ら笑いを浮かべながら言った。

「……相変わらずいい一撃だ……げふっ」

「わ、笑ってる場合じゃないよぉ!?　ああ、でもどうしよう!?　今はゆっくり手当てをしてる時間もないし……」

「気にするな……。この騒々しさだ……。城を取り戻しにでも来たのだろう……？」

「あ、うん。それなんだけど──」

　と、そこでアオイは、此こ度たびの奪還作戦について、オーデルヴァインに現状を簡単に説明する。

　ファムがリヴたちと玉座の間へと向かったこと、リガルに命を救われたサガが、〝狂い神〟を仕留めるべく戦い続けていることなど、とにかく今伝えられることを手っ取り早く伝えたアオイに、何を思ったのか、オーデルヴァインはよろよろと自身を貫いていた雷らい槍そうを手に、こう告げてきた。

「ならばお前は早く上に向かえ……。私は──〝外〟に行く……っ」







　同刻。

　あれだけいた他の魔族全てが動かなくなった戦場で、サガは一人凄まじい戦闘を繰り広げていた。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「フハハハハハハハハッ！　ハーッハッハッハッハッ！」

　冷気と熱気が幾度も交差し、衝撃波によって大地は砕け、暴風が渦巻き続ける中、サガの斬撃が幾度も〝狂い神〟を傷つけるが、不死ゆえにすぐさま再生してしまうため、サガの方だけがダメージを蓄積している状態だった。

「ぐうっ……!?」

「どうしたッ!?　先ほどよりも威力が落ちているぞッ!?」

《コキュートス》の治癒力を以てしても、回復が到底追いつかないほどだったのだ。

「死ねいッ！」

「ぐっ!?　──がはっ!?」

　そして今も〝狂い神〟の一撃でサガは吹き飛び、岩壁に叩きつけられてしまう。

「……舐め、るなああああああああっ！」

　意識が飛びそうになるが、歯を食い縛って必死にこれを繋ぎ止め、サガは再び地を蹴って飛んだ。

「──〝氷柱連牙カイーナランス〟！」

「しゃらくせえッ！」

　──がきんっ！

　サガの放った鋭利な氷柱群が、〝狂い神〟を串刺しにせんと襲いかかるが、やつはこれをたったの一振りで薙なぎ払はらった。

　もちろんその程度で倒せるとは思っていない。

　氷柱はただの目め眩くらまし──本命はこれだ！

「はあっ！」

「ぐうッ!?」

〝狂い神〟が得物を振り切った瞬間、サガは氷柱の背後より飛び出し、がら空きの左肩から袈け裟さで斬りつける。

　サガの刃はやつの左胸辺りまで食い込むが、それ以上は進まず、逆に刀身を握られてしまった。

「これで終わりだッ！」

「お前がな！」

　絶体絶命かと思われたサガだったが、未だに食い込み続けている《コキュートス》に向けて、一気に魔力を注ぎ込んだ。

「──〝氷柱砕牙アンテノラレイド〟！」

「ぐがあああああああああああああああッッ!?」

　食い込んだ刀身から生まれた氷柱が、〝狂い神〟を内部から貫き、表皮を破って外気に晒される。

「もらったあああああああっ！」

　堪らず摑んでいた手を緩めた〝狂い神〟に、勝機を見たサガは《コキュートス》を引き抜き、その首を刎はねるべく特攻した。

　が。




「──あめえんだよクズがッッ!!」




「──なっ!?　──があっ!?」

〝狂い神〟の勢いはまったく衰おとろえておらず、やつが振った渾こん身しんの一撃を受け、サガは身体をくの字にしながら弾き飛ばされたのだった。







「──があっ!?」

「マリーナ!?」

　苦戦を強いられていたのは、城内の二人も同じだった。

　エルゼ特製の魔銃を手に、襲いくる魔族たちを狙い撃つマリーナだったが、不意を突かれ、ランスで胴を貫かれてしまったのだ。

「あ、が……っ」

　びくんびくんっ、と身体を震わせるマリーナを、戦利品が如く掲げた魔族は、「まずは一匹！」と力の限り彼女をぶん投げる。

「ぐわあっ!?」

　悲鳴を上げながら壁に叩きつけられそうになったマリーナだったが、




「ああああああああぁぁぁぁぁぁ──……」




『──っ!?』

　空中でくるくると態勢を整え、壁の手前ですっと静かに着地し、不敵に笑いながら面を上げた。

「クックックッ……どうした？　その程度の攻撃では、我に傷一つつけることすら叶わんぞ？」

「いや、思いきり貫かれとったじゃろうて……」

　ジト目で突っ込みを入れるエルゼだが、当然、マリーナはどこ吹く風であった。

　確かに頼もしいことには違いないが、しかしとエルゼは内心思う。

　開眼しようがしまいが、マリーナはあきらかに致命傷なはずの一撃を受けたにもかかわらず、それを飛ばされてから壁に辿り着くまでの間に再生させ、何事もなかったかのように起き上がることが出来るほどの回復力を持っている。

　何度見ても、その非常識さには驚かされるばかりだ。

　一応これまでに、幾度も彼女の身体を調べさせては貰ったが、まったくと言っていいほど、その謎なぞを解明出来てはいない。

　むしろ何かしらの大いなる力で、〝死ねないように固定されている〟とでも形容した方がしっくりくるだろう。




　まるで、そう──〝狂い神〟のように。




「ふ、ふざけやがって！　ならこれならどうだ！」

「あばっ!?」

　いきり立った敵兵の水弾が、マリーナの頭を上半分ほど吹き飛ばす。




　が──にゅるり。




『──なあっ!?』

「クックックッ……痛いじゃないか……」

　本当に痛かったらしく、涙目になるマリーナだが、しかしその穴の開いた頭部は、驚くべき速度で元に戻っていった。

「う、噓だろ……？」

「な、なんなんだあいつ……」

「ま、まさか……あ、あれがファム＝ル＝デモンズファーか……？」

「ま、間違いねえ！　こんな無茶苦茶なことが出来るのは、あのリガル＝ド＝デモンズファーの娘以外にはありえねえ！」

　さすがの魔族たちも、そのあり得なさに困惑し、マリーナをファムだと勘違いし始めたようだ。

「──っ！」

　これは使える！　と咄とつ嗟さに判断したエルゼは、早速それを行動へと移すことにした。




「──今頃気づくとは何事じゃ！　その無礼、万死に値するぞ！」




『──っ!?』「……えっ？」

　たとえ事実が違っていたとしても、心揺すぶられている今の彼らにそれは関係なく、エルゼの言葉は、魔族たちの疑心を確信へと変えるのに十分だった。




　今目の前にいるこの少女こそが、魔王──ファム＝ル＝デモンズファーなのだ、と。




　マリーナも場の空気的にそれを悟ったのだろう。

　一層演技にも拍車がかかり、態度もいつもより尊大であった。

「クックックッ……。ようやく我が正体に気づいたようだな？　そう、我こそはファム＝ル＝デモンズファーことロード・オブ・エターナルダークネス！　この世界の全てを司る常とこ闇やみの主よ！」

『……っ』

　ごくり、と場に緊張が走り、マリーナが一歩踏み出すごとに、魔族たちは一歩、また一歩と身を引いていく。

「……っ」

　最中、エルゼは人知れず一層気を引き締めていた。

　何故なら慢心は命取りだからだ。

　やつらにマリーナをファムだと思わせれば、一時的にこの場に引き止められる可能性も高くはなるだろう。

　しかしマリーナ自身は回復力がずば抜けているとはいえ、戦闘力は敵軍の雑ぞう兵ひようたちにも劣るのだ。

　それをやつらに感づかれれば、いずれ彼女がファムではないと悟る者も現れよう。

　なんとかそれまでにカタをつけて貰わねば……、とエルゼは祈るような視線を廊下の先──重く閉じられた扉の向こうへと向けるのだった。







「はあはあ……くっ……」

「どうした？　息が上がっているぞ？　竜の娘」

　が、そんなエルゼの祈りとは裏腹に、リヴは劣勢に立たされていた。

　いくら彼女が強いと言えど、相手は他の魔王勢を全て蹴散らし、デモンズファーの領地をも手に入れているほどの猛も者さである。

　その実力は彼女たちの予想を遙かに上回っており、たとえ開眼していたとしても、戦力差には大きな開きがあったのだ。

「ぐっ!?」

「ほーら捕まえたぞ！」

「しまっ──がはっ!?」

　宙を舞い、必死にアスタロトの攻撃を躱していたリヴだったが、蛇の頭部が足に絡みつき、床に叩きつけられてしまう。

「ぐふっ……おのれ……っ」

「くっくっくっ、いい加減諦めたらどうだ？　降伏するなら命だけは助けてやるぞ──もちろん我らの〝慰み者〟としてな！」

「ゲスが……っ」

　はーっはっはっはっ！　と高笑いを響かせるアスタロトの姿は、下半身が四足歩行の魔獣へと変わっており、言うなれば、〝半魔獣〟と化していた。

　ただそれだけならば、戦力差に開きがあるとはいえ、いくらでもやりようがあったのだが、やつは絶えず毒霧を右腕の大蛇から放っては、背の翼でそれを室内に充満させており、それが最初の一撃で受けていたリヴの毒濃度を、次第に増していったのである。

　よって、今ではリヴも意識を保っているのがやっとであった。

「……げほっごほっ……げほっ……」

　さらに心配なのはファムの方で、彼女は毒霧のせいで先ほどからずっと咳き込んでおり、すでに立ち上がる力も残ってはいないようだった。

「くっ……」

　このままではファムが持たない……っ、と顔を顰め、リヴはアスタロトの討伐を諦めるべきか悩んでいた。

　これ以上、この毒霧を吸い込めば、ファムの命にも関わってくるからだ。

　玉座の間から出て少し行けば、エルゼとマリーナもいる。

　ファムを逃がすだけならなんとかなるはずだ。

（……どうする!?　……どうすればいい!?）

　悩み抜いた末、ファムに視線を向けたリヴだったが、




「……はあはあ……げほっ……」




「──っ!?」

　彼女はこの状況でも諦めてはおらず、ただじっとリヴのことを見据えていた。

　その上、自分が毒霧で辛つらいにもかかわらず、「……戦って、ください！」と声を張り上げてきたのだ。

「ファム……っ」

　それを見たリヴは、諦めるべきか悩んでいた自分が恥ずかしくなった。

　リヴがあれだけやられていたにもかかわらず、ファムはずっと彼女のことを信じ、目を逸そらさずにいてくれたのだから。

「──っ」

　ならばリヴが諦めるわけにはいかない。

　必ずリヴが勝つと──ファムは信じてくれている。

　もちろんファムだけじゃない。

　──エルゼも、

　──マリーナも、

　──アオイも、

　そして外で〝狂い神〟と対峙しているサガも──皆がリヴの勝利を信じ、戦い続けてくれている。




　だったらリヴが諦めてなど──堪るものかっ！




「はーっはっはっはっ！　戦ってくれだと？　今や我が毒素で満足に身体も動かぬ配下になんの期待を抱いだく？　ファム＝ル＝デモンズファー」

「……げほっ……決まっています……っ。あなたを……倒すことです……っ！」

「倒す？　この我を？　くっくっくっ、戯ざれ言ごとにもほどが過ぎるのではないか？　脆ぜい弱じやくなるデモンズファーの娘よ。自らの無力ゆえ、〝狂い神〟を利用した小こ賢ざかしさだけは褒めてやろう。だがやはり貴様は見た目通り、ただのゴミクズでしかなかったようだな。ええ？」

「……っ」

「なんだ、その目は？　力ない虫けらの分ぶん際ざいで、この王たる我を睨むか？　くっはっはっはっはっ！　だがそれもよかろう！　何故なら、我は〝王〟──貴様のような紛まがい物ものとは違い、正真正銘、魔族の王たる者なのだからな！」

　あーっはっはっはっはっはっ！　と耳みみ障ざわり極まりなく響くアスタロトの哄こう笑しようだが、




「……笑うな……っ！」




「……あん？」

　それを止めたのは、ふらふらになりながらも、しかし力強い眼光でアスタロトを睨みつける、リヴの叱しつ責せきだった。

「……ごほっ……げほっ」

　遅れてファムも血を吐きながら立ち上がり、アスタロトに向けてゆっくりと、一歩ずつ踏み出していく。




「……わたしは、〝紛い物〟なんかじゃありません……っ！」




　歯を嚙み締め、足を引きずりながら前へと進み続けるファムに、リヴも全身から血を噴き出し、意識が飛びそうになりながらも、《ディーテ》を握る手に力を込める。

「……そうだ……っ。ファムは紛い物なんかじゃない……っ！　ゴミクズでも……ましてや虫けらでもない……っ！」

　リヴが《ディーテ》を構え、アスタロトにその切っ先を向けた時、彼女の隣にファムが立ち並んだ。

「ほう？　次は二人がかりで来るか？　だが結果は変わらん。貴様らはここで──我に殺されるのだからなッ！」

　吼ほえ、アスタロトが地を蹴り、猛然と飛びかかってくる。

「……わたしたちは……あなたに殺されたりなんてしません……っ！」

　だが彼女たちは一切やつを恐れず、じっと前だけを見据え続ける。

「……そうだっ。我らは貴様などに殺されたりはしない……っ！」

　もちろん彼女らに、この状況を打破する策など、何もありはしなかった。

　しかしそれでも、彼女たちは決して恐れることはしなかった。

「何故ならわたしたちが……っ」「何故なら我らが……っ」

　二人は互いを──〝信じていた〟からだ。




「「──必ずあなた（貴様を）を倒すから（だ）ですっ！」」















〝アスタロトを倒す〟──ただそれだけを。

「何っ!?」

　ゆえに、彼女らは摑んだのだ。




　──〝奇跡〟という最強にして最大の策を。




「ぐっ……何が……」

　突とつ如じよとして輝き始めた〝それ〟に、堪らずアスタロトは足を止め、怪け訝げんそうに目を細める。




　室内を目ま映ばゆく照らしていたのは──他でもないファムだった。




「ファム……？」

　アスタロト同様、リヴも目を見開き、何事かと彼女を見やる。

　先ほどよりも一層輝きを増したファムの身体は、ふんわりと砕けるように粒子状になったかと思うと、リヴを包むように舞った。

「これは……。いや、まさかこれが……」

　突然のことに驚くリヴだが、彼女が本当に驚くのはこれからであった。

　いつの間にやら身体を蝕むしばんでいた不快感が消え、負っていた傷の類も、疲労ともども全てが回復していたからだ。

　しかもリヴの頭に生えていた二本の角や、背の翼、臀部の尾の他、纏まとっていた鎧よろいの様相すらもが変化し、彼女を神こう々ごうしい──まるで天界の神々をも彷ほう彿ふつとさせる姿へと変貌させていったのだ。

　最中、リヴの脳裏に、あの時のサガの言葉が思い起こされる。




『──もしお前のその力が開花する時が来るとするならば、それは望むにせよ望まずにせよ、お前が何か大きな壁にぶち当たって、それでも前に進まなけりゃいけなくなった時のことだろうさ』




「……そうか。これがお前の力だったんだな……」

　身体の底から湧き上がる溢れんばかりの力と、今までにない高こう揚よう感かんに包まれながら、リヴは全てを悟ったように呟く。

　そう、ファムの力は、彼女自身のために使われるものではない。




　ファムの力は──誰かと同化することによって、その者を〝上位の階かい梯てい〟へと導くためのものだったのだ。




「そ、そんな馬鹿な!?　こ、これは神々の……い、いや、それより何故これほどの力を……あ、あんな脆弱な小娘が……っ!?」

　すでに次元の違うリヴの姿に驚きよう愕がくし、後あと退ずさっていくアスタロトに、彼女は告げる。

「貴様には分からないだろうな。これが自らの不遇な境遇に立ち向かい続けた私の──いや、私たちの大切な〝家族〟の力だ！」

「か、家族だと!?　ふざけるな！　そんなものがなんの役に立つというのだ!?」

「ふん、だから貴様には分からんと言ったのだ。役に立つかどうかで判断するような貴様に──ファムのことなど分かって堪るかっ！」

「ぐうっ!?」

　気迫だけで顔を顰めさせられたアスタロトは、口惜しそうに歯を嚙み締める。

「……認めん！　認めんぞ！　我は断じて認めん！　こんな結末があって堪るかあああああああああああああっっ!!」

「──っ！」

　雄叫びを上げ、再び襲いかかってきたアスタロトを前に、リヴはゆっくりと、そして冷静に《ディーテ》を振りかぶった。

　焦る必要など──微み塵じんもなかったからだ。




（──さあ、リヴ！）




「──ああ。一緒に戦おう、ファム！」

　頭の中に響いたファムの声に頷き、リヴはアスタロトに向けて《ディーテ》を振り下ろした。

「──〝灼竜の息吹クリムゾンゲヘナ〟ッ！」







「……おっ？」

　頂上付近の城壁を突き破って噴き出した熱線が、薄うす紫むらさき色いろの雲に大穴を開けた光景を目の当たりにし、サガは向こうで大きな動きがあったことを確信する。

　確証があったわけではないが、あの一撃がリヴのものだと一目で悟ったサガは、こちらもそろそろ終わらせなければと再び視線を前に戻す。

　そこには相変わらず無傷の〝狂い神〟が泰たい然ぜんと屹きつ立りつしており、件くだんの一撃に笑みを浮かべていた。

「フハハハハハッ！　なんと愉ゆ快かいな日かッ！　今日は滾ることばかり起きるッ！　俺の渇きが満たされるッ！　満たされるぞッ！」

「それはよかったな。だがそれもそろそろ終わりだ」

「クックックックックッ！　寝ね惚ぼけているのか、小僧ッ!?　終わるのは──貴様の方だッ！」

「くっ!?」

　黒炎を猛たけり狂くるわせながら突撃してきた〝狂い神〟の一撃が大地を砕き、何トンもある瓦礫群が宙を舞う。

　サガはこれらを蹴り、空中で態勢を立て直しながら、《コキュートス》に自らの持つ全ての力を集束させる。

「小こ賢ざかしい技を使ってんじゃねえッ！」

　が、当然、これを待ってくれる〝狂い神〟ではなく、怒ど濤とうの追撃でサガの首を狙ってくる。

「おらおらおらおらッ！　どうした小僧ッ!?　俺を殺すんじゃなかったのかッ!?」

「ああ、殺してやるさ！」

　両者の剣けん戟げきが幾度も衝撃波となって地を駆け抜け、城下町はすでに原形を留めてはいなかった。

「……ああッ？」

　だがそこで不思議なことが起こる。

　あれだけ滾っていた〝狂い神〟の挙動が、徐々に鈍くなり始めたのだ。

　本人もそのことに疑問を感じていたようで、自らの身体を見下ろし、異変の原因を探っていた。




「──身体が重く感じるんだろ？　当然だ。周りをよく見てみろ」




「なんだとッ!?」

　怒りの形相でサガを睨む〝狂い神〟だが、そんな彼の目に映ったのは、ちらりちらりと風に流されて舞う氷の結晶だった。

　──〝雪〟である。

　それが二人の周囲に渦巻いていたのだ。

　見れば、周囲を燃やし尽くしていたはずの黒炎さえもが、圧倒的な冷気によって凍りついており、当の〝狂い神〟も完全に動きを封じられていた。

「もう分かっただろ？　あんたは俺の術中に嵌はまった。これから逃げ出す術すべはない。当たり前だ」

「アアッ!?」

「お前に殺されかけてから、俺はずっと鍛え続けてきたんだ。もちろんリガルの──いや、ファムの力になるためにな」

　だがな、とサガは今まで溜ためた全ての感情を吐き出すかのように吼えた。




「そのために俺は──俺は〝お前を倒すこと〟を前提に修練を積んできたんだよ！」




「──ッ!?」

　そう、サガの冷気は〝狂い神〟の黒炎を凍らせるためだけに磨かれたもの。

　どんな炎でも、たとえどんなに灼熱の炎であったとしても、必ず凍らせることが出来るよう錬れん磨まに錬磨を重ねた──まさに〝究極〟とも言える冷気だったのだ。

　が。




「──クッ、ハッハッハッハッハッ！」




「……何がおかしい？」

　この状況でもなお、高笑いを浮かべる〝狂い神〟を、サガは怪訝そうに見つめる。

　すると、やつは不敵な笑みを浮かべた後、胸一杯に空気を吸い込み始めた。

「……っ!?」

　何をする気なのかとサガが眉まゆ根ねを寄せていると、上半身をぱんぱんに膨らませた〝狂い神〟は、一転してこれを吐き出しながら──吼えた。




「──ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ!!」




「──なっ!?」

　堪たまらず耳を塞ぐサガだが、事態はそれだけに留まらない。

　──ごうっ！

　やつの咆ほう哮こうで生じた音圧が、凍らせていた大地にヒビを入れ、そこから黒炎が噴き出したのである。

「何っ!?」

　サガが愕がく然ぜんと顔を強こわ張ばらせる中、噴き出した炎は一直線に〝狂い神〟のもとへと向かい、やつを包んで氷の呪縛から解き放った。

「ハーッハッハッハッハッ！　残念だったなあッ！　やはり死ぬのは貴様の方だったようだぞッ！」

「くそっ!?」

　再び襲いくる〝狂い神〟に、サガは為なす術すべなく防御姿勢をとる。

　やつに叩き込もうと思っていたサガの奥義は、発動までに時間がかかる上、大振りの一撃だ。

　ゆえに、完璧に決めるためには、動きを封じていなければならなかったのだ。

　確かにサガの冷気は、あの炎の化身である〝狂い神〟すら凍りつかせることが出来た。




　が──割られてしまった。




　氷の強度を高めるのに時間を割かなかったサガの失態だ。

　奥義を放つだけの魔力は、すでに《コキュートス》にも込められている。

　なのに、それをこんな方法で破られるとは思っていなかったサガは、口惜しそうに唇を嚙み締め、別の手を考えようとするが、そのような間など、当然、〝狂い神〟が与えてくれるはずもなかった。

「これで終わりだあああああああああああああああッッ!!」

「──っ!?」

　黒炎を纏わせた致命的とも言える一撃がサガを襲い、《コキュートス》ごとその身を左右に分断させようとした──その時だ。




「──ぐぼあッ!?」




「──なっ!?」

　唐突に〝狂い神〟を一筋の閃光が貫いた。

　──雷いかずちを纏った〝槍〟。

　それがやつの身体を背後から貫通したのだ。

「ぐお……ッ!?　こ、これは……神どもの……ッ!?」

　胸部から飛び出した鋭利な切っ先を見下ろした後、〝狂い神〟は激しい憤いきどおりを孕んだ瞳を、背後の何者かに向けて突き刺した。

「誰だッ!?　邪魔をするんじゃねえッ!?」

〝狂い神〟の向けた視線の遙か先にいたのは、傷だらけになりながらも、自らの槍を投げきった態勢のまま固まっている──〝金色の魔族〟だった。

「──っ！」

　一目でそれがファムの言った〝お犬さま〟──オーデルヴァインだと分かったサガは、未だ注意の逸れている〝狂い神〟に向け、「ありがとよ、お犬さま！」と《コキュートス》を振りかぶった。

「何ぃッ!?」

「遅いっ！」

〝狂い神〟が気づくも時すでに遅し──サガは全力で《コキュートス》を振り下ろす。




「──〝永久氷塵ケイオスルシフエイド〟ッ！」




「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!?」

　放たれた高濃度の冷気を避けられるはずもなく、〝狂い神〟はこれをまともに受けるが、それでもなお、激しい抵抗を見せ、サガを仕留めんと向かってくる。

　しかし。




「かあ……ッ!?　お、のれええええええええええぇぇぇ──……」




　凍った側から塵ちりと化す《永久氷塵》の前では、やつの超絶的な回復速度も追いつきはせず、しかも絶対零度を遙かに凌しのぐ冷気によって、細胞自体の動きも止められた〝狂い神〟の塵は、再生することも出来ずに、風にさらわれていった。




「……ありがとな、《コキュートス》。そして──リガル＝ド＝デモンズファー」




　そうして、その場にあった全てのものが塵と還かえった時、限界以上の力を使い果たした《コキュートス》は、〝狂い神〟同様、跡形もなく砕け散ったのであった。





　　　　◇






「くっ……」

　サガが〝狂い神〟との決着をつけていた頃。

　玉座の間では、意識を失ったファムを、その豊満な胸に抱いていたリヴが、悔しさを滲にじませながら唇くちびるを嚙み締めていた。

　というのも、




「……は、はは……ざ、残念だったな……っ」




　致命的な一撃を受けたはずのアスタロトが、身体の右半分を失った状態で、まだ息があったからだ。

　対するこちらは、ダメージこそ完治したものの、体力はほぼ底を尽きており、剣を振り上げる力すら残ってはいなかった。

「ど、どうやら……わ、我の方が一枚上手だったようだ……ごふっ」

　血ち反へ吐どを床に撒まき散ちらしつつ、アスタロトは徐々にこちらへと向かってくる。

　だがやつも限界ぎりぎりと見え、歩く速度も決して速くはなかった。

　しかしそれでも、動けないリヴたちにとっては脅威であることに変わりなく、早くなんとかしなければと焦燥を募らせるも、身体は一向に言うことを聞かず……。

「わ、我の勝ちだ……っ」

「くそっ……!?」

　ついにアスタロトがリヴたちの眼前に迫り、その無慈悲なる拳こぶしを振り上げる。

　ここまでか……っ!?　とリヴがファムを胸いっぱいに抱いた──刹せつ那な。




「──よう、あんたがアスタロトか？」




「「──っ!?」」

　ふいに響いた男の声に、リヴとアスタロトは揃って目を見開く。

　見れば、アスタロトの背後──リヴの開けた大穴の近くに、剣とも斧ともとれる無骨な得え物ものを手にした白髪の魔族が、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。

「……リガル、さま……？」

　一瞬、リヴにはそれが、今は亡き主にして、彼女のもう一人の父親とも言うべき恩人──リガル＝ド＝デモンズファーに見えたのだが、




「──悪いな。俺はリガルじゃない」




　彼は首を横に振り、そう穏やかに告げてきた。

「……サガ？」

「ああ、遅くなって悪かったな」

　呆ぼう然ぜんとするリヴに、彼──サガは不敵に頷く。

　だがその姿は満まん身しん創そう痍いもいいところで、そこには彼の愛剣──《コキュートス》の姿もありはしなかった。

　恐らく〝狂い神〟との戦闘で失ったのだろう。

　つまり彼の手にするあの無骨な代しろ物ものは、十中八九〝狂い神〟のものに違いない。

　何せ、用心深いサガのことだ。

　手負いとはいえ、魔王であるアスタロトの前に立つにあたり、生半可な得物を用意するはずがないからだ。

　しかし……、とリヴは得物を握っているサガの右手を見やる。

　──じゅう～。

　肉の焼ける音に、立ち上る煙。

　たぶんあの得物は、何か魔族にとって毒となり得る鉱物で出来ているのだろう。

　このままでは、いずれサガの右腕は使い物にならなくなってしまう。

　それはサガ自身も分かっていたようで、びゅっと自身の得物を、未だ唖然としているアスタロトに向けながら言った。

「悪いがこっちも色々と限界でな。あんたはここで俺が討ち取らせて貰うぞ」

「何を馬鹿なことを……っ」

　動けないリヴたちは後回しだとばかりに、アスタロトは彼女らに背を向け、サガと対峙する。

　さすがは魔王──アスタロトと言ったところか。

　右半身が消し飛んでもなお、その威圧感は健在で、先ほどよりも幾分か回復したらしく、乱れていた呼吸も整いつつあるようだった。

「ちょうどいい！　ならば仲間の剣で──あの世へと送ってくれるっ！」

「なっ!?　貴様っ!?」

　近くに落ちていたリヴの大剣──《ディーテ》を拾い上げ、アスタロトがサガに飛びかかる。

　その気迫はリヴと戦っていた時となんら変わらず、

「死ねえっ！」

　──ぶんっ！

　峻しゆん烈れつの一撃がサガを襲う。

　が。

　──ずりゅっ！




「──げばあっ!?」




「──っ!?」

　悲鳴を響かせたのは──仕掛けたアスタロトの方だった。

「だ、だぜばでょぐが……っ!?」

　口から血の泡を吹くアスタロトの喉に、サガの得物が深々と突き刺さっていたのだ。

「当然だ。そいつはリヴにしか使えない代物だからな。魔力を込められるはずがない。だからあんたがそいつを手に取った時点で、すでにこうなる運命だったんだよ」

「ば、ばがだ……っ!?　──がっ!?」

　なんとかそれを引き抜こうとするも、アスタロトがそれに触れた瞬間、サガ同様、じゅっとやつの手が焦げる。

　ならば当然、得物が突き刺さってるやつの喉元は、それどころではないだろう。

「ぎが、げぇ……っ!?」

　苦く悶もんに喘あえぐアスタロトに、得物を突き刺していた張本人が、やはり自らの手を焦がされながら、それを上に引き上げつつ言った。




「じゃあな。魔王──アスタロト」




　──ざんっ！

「────」

　そうして頭部を真っ二つにされたアスタロトは、最強の娘──ファム＝ル＝デモンズファー一行の手で、ここに討ち滅ぼされたのであった。







「あいたたた……。おい、マリーナ。もう少し丁寧にやってはくれんか？」

「クックックッ、これぞ常とこ闇やみ式しき治ち癒ゆ術じゆつよ」

「あ、包帯がなくなってしまいましたね。そちらに予備がありませんか？」

「あるよー。今持っていくから待っててねー」

　あの戦いから数日後。

　奪還したデモンズファー城は玉ぎよく座ざの間まにて、ファムとマリーナに手当てをされるオーデルヴァインのもとへ、アオイが包帯の束を持ってくる。

「しかし片づけても片づけても終わりが見えんな。こんなことなら、生き残ったやつらにも手伝わせるべきだったか」

　うーむ、と頭を悩ませつつも、自身が開けた大穴を塞ふさぐ手は止めず、リヴは上の方で作業をしていたサガに修復剤を渡そうとする。

「…………」

　だがサガはなかなかこれを受け取らず、彼女のことをじっと見つめていた。

「……なんだ？　受け取るなら早くしろ。手が疲れるだろうが」

「いや、どうにも慣れなくてな」

「またその話か……」

　はあ……、とこれ見よがしに嘆たん息そくするリヴは、今までとは些いささか雰囲気が異なっていた。

　確かに以前に比べれば、幾分も柔にゆう和わになってはいたのだが、そういう内面的な話ではない。

「今さら言っても仕方がないだろう？　アスタロト戦で〝日焼け〟まで回復してしまったのだ。当然、元の肌の色にも戻る」




　そう──今のリヴは透き通るような〝美白〟だったのである。




　ずっと地黒だと思っていたのだが、どうやらあの淡たん褐かつ色しよくは、自身の属性によって、ただ焼けていただけだったらしい。

　それが治癒し、元の白はく磁じを彷彿とさせる美肌に戻ってしまったリヴを、サガは未だに〝リヴ〟として認識出来ず、別の誰かではないかと疑っていたのだ。

「いや、まあそうなんだが、お前はやっぱり褐色肌の方が、〝リヴ〟という感じがするんでな」

　リヴから受け取った修復材を隙すき間まに塗り込み、新たな石材をはめ込んでは、再び修復材を塗るという作業を繰り返すサガ。

「ふん、〝人を見た目で判断するな〟といういい教訓だな。まあどうせそのうちまた元に戻るのだ。慣れようが慣れまいが大差はない」

「そういうものなのか」

　サガが微妙に釈しやく然ぜんとしないでいると、「……ふう」と一息吐きながら、地下から戻ったらしいエルゼが、大量の修復材を抱えて現れた。

「とりあえず城に残った修復材はこれで最後じゃ。あとはどこかで手に入れてくるか、もしくは自作するしかないのう」

　どさり、と在庫を床に置き、エルゼはしんどそうに肩を叩きながら言う。

「それと、城はアスタロトどもに占拠されてはおったが、地下牢より下の階層に関しては、やつらも見つけられなかったのか、踏み込んではおらんかったようじゃ。これだけは不幸中の幸いと言ったところかのう」

「では〝遺い骸がい〟も無事だったのだな？」

「うむ」

　そう、デモンズファー城の地下深くには、《古こ竜りゆうシリーズ》の元となった、〝竜帝〟──《古竜エンシエントドラゴン》の遺骸が安置されているのだ。

「それは何よりだ。〝あれ〟はきちんと管理すべきものだからな」

「じゃのう。わしも同意見じゃ」

　死してなお、絶大な力を秘めるこの遺骸が、もし他の魔王の手に渡っていたらと考えると、サガは怖おぞ気けが走りそうだった。

　今はまだサガたちの武具類として利用しているが、作ろうと思えば、大量破壊兵器に転じさせることも、不可能ではないだろうからだ。

　もっとも、それにはエルゼ並みの卓たく越えつした技術が必要となるのだが。

「それで、じゃ。遺骸が残っておるということは、《コキュートス》に替わる、おぬしの新たなる武器を作れるということなのじゃが……どうじゃ？」

「まあ、俺としては願ったり叶ったりだが……」

　そもそも返す予定だった《コキュートス》を壊してしまったサガとしては、責められて当然という後ろめたさがあったのだ。

　にもかかわらず、サガのために新しい武器をこさえてくれると言うエルゼに、彼は遠慮がちに「……いいのか？」と改めて確認する。

　だがその問いに答えをくれたのは、エルゼではなくファムだった。

「もちろんです。これからまた旅に出るのなら、きちんと用心はしておかないといけませんしね」

「ファム……」

　無邪気に微笑ほほえむファムの姿を見ながら、サガはふと以前彼女と交わした会話を思い出す。




『もちろん全ての魔王さんを従える魔王──〝大魔王〟です！』




〝大魔王になる〟と豪語していたあの時の表情──あれは本物だった。

　そして今まで接してきたファムの性格から鑑かんがみれば、考えるまでもなく、彼女は自らの目的に向かって、これからも突き進むことだろう。

　それは別に構わないと思う。

　しかし気になるのは、リヴから聞いた彼女の力である。

　にわかには信じがたいが、ファムは自らを他の魔族と同化させることにより、その者を上位の階梯──エリゼ曰く〝神位階梯スペリオール〟へと〝階梯昇華クラスチエンジ〟させる力を持つという。

〝階梯昇華〟など、夢見がちな魔族どもの御伽話だと思っていたのだが、遠目に見えたあの熱線の威力は、確かに並大抵のものではなかった。

　戦闘中の〝狂くるい神がみ〟ですら、自らが滾たぎると歓喜していたくらいなのだ。

　もしこのことが他の魔族たちに知られれば、やつらは挙ってファムの力を求めることだろう。




『──お前は俺の部下になって娘を守れ』




　まさかとは思うが、リガルはこのことを知っていて、サガにファムを任せようとしたのだろうか。

　いや、ファムが件くだんの力を使ったのは初めてのことらしいし、その可能性は低い気がするのだが……。

「……？」

　微笑みながら小首を傾かしげるファムに、サガは「いや」とかぶりを振って告げた。




「──旅には出ない。まだ借りを返し終わってはいないからな」




　そう、サガの恩返しはまだ終わっていないのだ。

　確かにあの時はショックから、早々に立ち去りたいと思い、一度だけ力を貸すと言った。

　だがよくよく考えてみれば、命を救われ、力と名まで与えられたサガが、たった一度力を貸しただけで、借りを返した気になっている方がおかしいのだ。

「え、でも……」

「というより、いい加減歩き回るのも疲れたからな。しばらく居い候そうろうさせてくれると助かる。もちろん宿代分くらいはきちんと働くつもりだ」

「えへへ、分かりました！　ではよろしくお願いしますね！」

　にぱっ、と咲き誇る花のような笑顔を浮かべたファムに、サガも口元を和らげながら、「ああ」と頷うなずくのだった。









あとがき






　まず拙作をお手に取ってくださったこと、本当にありがとうございます！

　そしてファミ通文庫さまでははじめましてとなります、草くさ薙なぎです。

　この度たびはご縁がありまして、こうして新シリーズを刊行させていただけることになりました！

　皆さまに楽しんでいただけるよう、精一杯書かせていただきましたので、是非楽しんでいただけたら幸いです！




　さて、この物語は、〝魔界〟という殺伐とした世界を舞台とした、一人の魔王と、彼女に付き従う配下たちのお話です。

　最強の魔王──リガル＝ド＝デモンズファーに命を救われた名無しの主人公は、彼から〝サガ〟という名を与えられ、近い将来、彼の娘を守るために力を振るうよう言われます。

　しかし血の滲むような修練の末、やっとリガルのもとへと向かおうとしていた矢先、サガはリガルが〝死んだ〟という噂を耳にし、彼の娘──ファムを捜しに駆けるのですが、やっと見つけた彼女は、最強と呼ばれた魔王の娘でありながら、魔王と呼ぶには値しないほどの病弱な少女で──!?

　というような内容の本作となっておりますが、個性豊かな配下たちとの掛け合いや、魔王級の猛も者さ同士のバトルなど、見所は満載ですので、是非一読していただけたらと思います！

　カバーも含め、イラストもとても素晴らしいものとなっておりますので！




　と言っている間に、ページ数も少なくなって参りましたので、名残なごり惜おしくも謝辞の方に移らせていただきたく思います。

　至極美麗なイラストで本作を彩ってくださいました、イラストレーターのＴＡＫＴＯタクトさま。

　こうして出版の機会を与えてくださいました、編集長さま、並びに企画の立ち上げから辛抱強くお付き合いしてくださいました、旧担当のＳさま、及び新担当のＷさま。

　この作品づくりに携わってくださいました、全ての皆さま。

　そして今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御礼を申し上げます。

　願わくば、またお会い出来ますことを。





二○一七年一○月吉日　ツチノコ印の草薙アキ
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